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本書について

本書では、ゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリの概念、およびDataProtector
での使用方法について説明します。

対象読者
本書は、Data Protectorのゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリの機能に関
する概念に興味があるユーザや、高可用性システムのバックアップ戦略の改善が必要な
担当者を対象としています。 本書は、『HPData Protectorコンセプトガイド』とタスク指
向の『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』、および
『HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』とともに使用するこ
とをお勧めします。

ドキュメントセット
その他のドキュメントおよびオンラインヘルプには、関連情報が記載されています。

ガイド

Data Protectorのガイドは、電子的なPDF形式で提供されます。 PDFファイルは、Data
Protectorのセットアップ時に、Windowsの場合は英語のドキュメント(ガイド、ヘル
プ)コンポーネントを、UNIXの場合はOB2-DOCSコンポーネントを、それぞれ選択してイン
ストールします。 ガイドのインストール後の保存先ディレクトリは、Data_Protector_home\
docs(Windows)または/opt/omni/doc/C(UNIX)です。

ガイドは、HPサポートセンターのWebサイトの[マニュアル]ページから入手できます。

http://www.hp.com/support/manuals

[Storage]セクションの[Storage Software]をクリックし、ご使用の製品を選択してください。

• HP Data Protectorコンセプトガイド

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 15
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このガイドでは、Data Protectorのコンセプトを解説するとともに、Data Protectorの動
作原理を詳細に説明しています。 手順を中心に説明しているオンラインヘルプとあ
わせてお読みください。

• 『HP Data Protectorインストールおよびライセンスガイド』

このガイドでは、Data Protectorソフトウェアのインストール方法をオペレーティングシ
ステムおよび環境のアーキテクチャごとに説明しています。 また、Data Protectorの
アップグレード方法や、環境に適したライセンスの取得方法についても説明していま
す。

• 『HP Data Protectorトラブルシューティングガイド』

このガイドでは、Data Protectorの使用中に起こりうる問題に対するトラブルシューティ
ングの方法について説明します。

• 『HP Data Protectorディザスタリカバリガイド』

このガイドでは、ディザスタリカバリの計画、準備、テスト、および実行の方法について
説明します。

• 『HP Data Protectorインテグレーションガイド』

このガイドでは、さまざまなデータベースやアプリケーションをバックアップおよび復元
するための、Data Protectorの構成方法および使用法を説明します。 このガイドは、
バックアップ管理者やオペレータを対象としています。 6種類のガイドがあります。

• 『HP Data Protector Microsoftアプリケーション用インテグレーションガイド
－SQL Server、SharePoint Portal Server、およびExchange Server』

このガイドでは、Microsoft SQL Server、Microsoft SharePoint Server、Microsoft
Exchange ServerといったMicrosoftアプリケーションに対応するData Protectorの
統合ソフトウェアについて 説明します。

• 『HP Data Protectorインテグレーションガイド－Oracle、SAP』

このガイドでは、Oracle Server、SAP R/3、SAP MaxDBに対応するData Protector
の統合ソフトウェアについて説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix,
DB2, and Lotus Notes/Domino』

このガイドでは、Informix Server、IBM DB2 UDB、Lotus Notes/Domino Serverと
いったIBMアプリケーションに対応するData Protectorの統合ソフトウェアについ
て 説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node Manager,
and Network Data Management Protocol Server』

このガイドでは、Sybase Server、HP Network Node Manager、およびNetwork Data
Management Protocol Serverに対応するHPの統合ソフトウェアについて説明しま
す。

• 『HP Data Protector Integration Guide for Virtualization Environments』

本書について16



このガイドでは、Data Protectorと仮想環境(VMware仮想インフラストラクチャおよ
びVMware vSphere、Microsoft Hyper-V、およびCitrix XEN Server)との統合につ
いて説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for Microsoft Volume Shadow Copy
Service』

このガイドでは、Data ProtectorとMicrosoftボリュームシャドウコピーサービスの統
合について説明します。 また、ドキュメントアプリケーションライターの詳細につい
ても説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for HP Operations Manager for UNIX』

このガイドでは、UNIX版のHP Operations ManagerとHP Service Navigatorを使用し
て、Data Protector環境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明し
ます。

• 『HP Data Protector Integration Guide for HP Operations Manager for
Windows』

このガイドでは、Windows版のHP Operations Managerを使用して、Data Protector環
境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明します。

• 『HP Data Protectorゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド』

このガイドでは、Data Protectorゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリのコ
ンセプトについて解説するとともに、ゼロダウンタイムバックアップ環境におけるData
Protectorの動作原理を詳細に説明します。 手順を中心に説明している『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』および『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』とあわせてお読みください。

• 『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』

このガイドでは、HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ、HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ、HP StorageWorks P4000 SANソリューション、EMC
Symmetrix Remote Data FacilityおよびTimeFinderに対応するData Protector統合ソ
フトウェアの構成方法および使用方法を説明します。 このガイドは、バックアップ管理
者やオペレータを対象としています。 ファイルシステムとディスクイメージのゼロダウン
タイムバックアップ、インスタントリカバリ、および復元についても説明します。

• 『HP Data Protector Zero Downtime backup Integration guide』

このガイドでは、Oracle Server、SAP R/3、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL
Serverの各データベースに対して、そのゼロダウンタイムバックアップ、インスタントリ
カバリ、標準復元を実行するためのData Protectorの構成方法および使用方法につ
いて説明します。

• 『HP Data Protector Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint
Serverユーザガ イド』

このガイドでは、Microsoft SharePoint Server用にData Protector Granular Recovery
Extensionを構成し使用する方法について説明します。 Data Protector Granular
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Recovery ExtensionはMicrosoft SharePoint ServerのCentral Administrationに組み
込まれ、個々のアイテムをリカバリできるようになります。 このガイドは、Microsoft
SharePoint Server管理者およびData Protectorバックアップ管理者を対象としていま
す。

• 『HP Data Protector Granular Recovery Extension User Guide for VMware
vSphere』

このガイドでは、VMware vSphere用Data Protector Granular Recovery Extensionの
構成方法および使用方法について説明します。 Data Protector Granular Recovery
ExtensionはVMware vCenter Serverに組み込まれ、個々のアイテムをリカバリできる
ようになります。 このガイドは、VMware vCenter ServerユーザーおよびData Protector
バックアップ管理者を対象としています。

• 『HP Data Protector Media Operations User Guide』

このガイドは、システムの保守とバックアップを担当するネットワーク管理者を対象に、
オフラインストレージメディアの追跡と管理に関する情報を提供します。 アプリケーショ
ンのインストールと構成、日常のメディア操作、およびレポート作成のタスクについて
説明します。

• 『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノートおよびリファレンス』

このガイドでは、HP Data Protector 6.20の新機能について説明しています。 また、
インストール要件、必要なパッチ、制限事項、報告されている問題とその回避方法な
どの情報も記載されています。

• 『HP Data Protector Product Announcements, Software Notes, and References
for Integrations to HP Operations Manager』

このガイドは、HP Operations Manager統合ソフトウェアに対して同様の機能を果たし
ます。

• 『HPData Protector Media Operations Product Announcements, Software Notes,
and References』

このマニュアルは、Media Operationsに対して同様の機能を果たします。

• HP Data Protector Command Line Interface Reference

このガイドでは、Data Protectorコマンドラインインタフェース、コマンドオプション、使
用方法を、コマンドラインの基本例とともに説明しています。

オンラインヘルプ

Data Protector には、はWindowsおよびUNIXの各プラットフォーム用にオンラインヘルプ
([ヘルプ]トピックとコンテキスト依存ヘルプ([F1]キー))を備えています。

Data Protectorをインストールしていない場合でも、インストールDVD-ROMの最上位ディ
レクトリからオンラインヘルプにアクセスできます。
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• Windowsの場合: DP_help.chmを開きます。

• UNIXの場合:圧縮されたtarファイルDP_help.tar.gzをアンパックし、DP_help.htm
経由でオンラインヘルプシステムにアクセスします。

ドキュメントマップ

略称

次の表は、ドキュメントマップで使用される略称の説明です。ガイドのタイトルには、すべ
て先頭にHP Data Protectorが付きます。

ガイド略称

コマンドラインインタフェースのリファレンスCLI

コンセプトガイドConcepts

ディザスタリカバリガイドDR

スタートアップガイドGS

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザガ
イド

GRE-SPS

Granular Recovery Extension User Guide for VMware vSphereGRE-VMware

オンラインヘルプHelp

Integration Guide for IBM Applications: Informix, DB2, and Lotus
Notes/Domino

IG-IBM

Microsoftアプリケーション用インテグレーションガイド－ SQL Server、
SharePoint Server、およびExchange Server

IG-MS

インテグレーションガイド - Oracle、SAPIG-O/S

Integration Guide for HP Operations Manager for UNIXIG-OMU

Integration Guide for HP Operations Manager for WindowsIG-OMW
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ガイド略称

Integration Guide for Sybase, Network Node Manager, and Network
Data Management Protocol Server

IG-Var

Integration Guide for Virtualization Environments: VMware, Microsoft
Hyper-V, and Citrix XEN Server

IG-VirtEnv

Integration Guide for Microsoft Volume Shadow Copy ServiceIG-VSS

インストールおよびライセンスガイドInstall

Media Operations Getting Started GuideMO GS

Media Operations Product Announcements, Software Notes, and
References

MO RN

Media Operations User GuideMO UG

製品案内、ソフトウェアノート、リファレンスPA

トラブルシューティングガイドTrouble

ZDB Administrator's GuideZDB Admin

ZDBコンセプトガイドZDB Concept

ZDB Integration GuideZDB IG

対応表

以下の表は、各種情報がどのドキュメントに記載されているかを示したものです。セルが
塗りつぶされているドキュメントを最初に参照してください。
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統合ソフトウェア

以下のソフトウェアアプリケーションとの統合に関する詳細については、該当するガイドを
参照してください。

ガイドソフトウェアアプリケーション

IG-VarHP Network Node Manager (NNM)

IG-OMU、IG-OMWHP Operations Manager

IG-IBMIBM DB2 UDB

IG-IBMInformix Server

IG-IBMLotus Notes/Domino Server
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ガイドソフトウェアアプリケーション

MO UserMedia Operations

IG-MS、ZDB IGMicrosoft Exchange Server

IG-VirtEnvMicrosoft Hyper-V

IG-MS、ZDB IG、GRE-SPSMicrosoft SharePoint Server

IG-MS、ZDB IGMicrosoft SQL Server

IG-VSSMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)

IG-Varネットワークデータ管理プロトコル(NDMP)サーバー

IG-O/S、ZDB IGOracle Server

IG-O/SSAP MaxDB

IG-O/S、ZDB IGSAP R/3

IG-VarSybase Server

IG-VirtEnv、GRE-VMwareVMware vSphere

以下のディスクアレイシステムファミリとの統合に関する詳細については、該当するガイド
を参照してください。

ガイドディスクアレイファミリ

すべてのZDBEMC Symmetrix

ZDB Concept、ZDB Admin、
IG-VSS

HP StorageWorks P4000 SANソリューション

すべてのZDBHP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ

すべてのZDBHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ
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表記上の規則および記号
表 2 表記上の規則

要素規則

相互参照リンクおよび電子メールアドレス青色のテキスト: 表2（23ページ）

Webサイトアドレス青色の下線付きテキスト: http://www.hp.com

テキストの強調斜体テキスト

• ファイル名とディレクトリ名

• システム出力

• コード

• コマンド、コマンド引数、引数の値

等幅のテキスト

• コード変数

• コマンド変数
等幅、斜体テキスト

強調された等幅テキスト等幅、太字テキスト

注意：

指示に従わなかった場合、機器設備またはデータに対して損害をもたらす可能性が
あることを示します。

重要：

詳細情報または特定の手順を示します。

注記：

補足情報を示します。
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ヒント：

役に立つ情報やショートカットを示します。

Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
Data Protectorでは、クロスプラットフォーム(WindowsとUNIX)のグラフィカルユーザーイン
タフェースを提供します。オリジナルのData ProtectorGUI (Windowsのみ)またはData
ProtectorJava GUIを使用できます。Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
に関する詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

図 1 Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース

一般情報
Data Protectorに関する一般的な情報は、http://www.hp.com/go/dataprotectorにあり
ます。
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HPテクニカルサポート
各国のテクニカルサポート情報については、以下のアドレスのHPサポートWebサイトを参
照してください。

http://www.hp.com/support

HPに問い合わせる前に、以下の情報を集めておいてください。

• 製品のモデル名とモデル番号

• 技術サポートの登録番号(ある場合)

• 製品のシリアル番号

• エラーメッセージ

• オペレーティングシステムのタイプとリビジョンレベル

• 詳細な質問内容

メールニュース配信サービス
ご使用の製品を以下のアドレスのメールニュース配信登録Webサイトで登録することをお
勧めします。

http://www.hp.com/go/e-updates

登録すると、製品の強化機能内容、ドライバの新バージョン、ファームウェアのアップデー
トなどの製品リソースに関する通知が電子メールで届きます。

HP Webサイト
その他の情報については、次のHP Webサイトを参照してください。

• http://www.hp.com

• http://www.hp.com/go/software

• http://www.hp.com/support/manuals

• http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

• http://www.hp.com/support/downloads
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になります。
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1 概要

概要
ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびインスタントリカバリ(IR)には、他のバックアップ
方法や復元技術と比べて2つの大きな利点があります。

• バックアップ処理時のアプリケーションシステムにおけるダウンタイムや影響を最小限
に抑えることができる

• 復元に多くの時間を要しない(わずか数分)

基幹的なアプリケーションのデータセキュリティの必要性が増し、先進的なStorage Area
Network (SAN)環境もますます発展してきているため、RAIDテクノロジが搭載された大規
模なディスクアレイの急速な拡張が必要になってきています。これらには、大量のデータ
を含む大規模なアプリケーションデータベースが保持されることを想定しておく必要があ
ります。

ストレージ仮想化技術を使用すると、ディスクアレイを多くの仮想ディスクに分割すること
ができます。仮想ディスクはディスクアレイ内で簡単にコピーでき、ディスクアレイ技術お
よび空きストレージ容量によっては多数回コピーできることがあります。これによりコピーし
たデータに対して操作を行うことが可能になるため、オリジナルデータを操作するリスクか
ら解放されます。特に、高可用性が求められるミッションクリティカルな分野において、ア
プリケーションに対する効率的なバックアップソリューションが可能になります。

24時間常に情報を利用できることが求めれられるテラバイト級のデータベース環境の場
合、それに伴う大量のデータを処理するには、従来のテープによるバックアップ方法や復
元技術では時間がかかりすぎます。

このガイドでは、ディスクアレイの潜在能力を活用してバックアップ作業や復旧作業を効
率化することが可能なZDB技術やインスタントリカバリ技術について説明します。

ゼロダウンタイムバックアップ
データベースがオフラインにされるか、または、アプリケーションで可能な場合には、テー
プにバックアップする従来の方法は、大規模なアプリケーションにはあまり適しません。
そのデータがテープへストリーミングされている間に「ホットバックアップモード」になりま
す。
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最初のケースでは、アプリケーションの操作が大幅に中断される可能性があります。2番
目のケースでは、多くのトランザクションログが生成され、アプリケーションシステムに余分
な負荷がかけられる可能性があります。

ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)では、中断を最小限に抑制するため、ディスクアレイ
テクノロジが使用されます。一般的に、データのコピーまたは複製は、ディスクアレイ上で
作成または管理されます。これは非常に高速に行われるため、アプリケーションシステム
へ及ぼす影響は最小限に抑えられます。複製は、それ自体がバックアップになることが
可能であるほか、アプリケーションによるソースデータベースの使用をそれ以上妨げずに
テープにストリーミングすることができます。

複製は、バックアップ対象データの正確なコピー(ミラー、スナップクローン)の場合もあれ
ば、仮想コピー(スナップショット)の場合もあります。これは、複製の作成に使用されるハー
ドウェアおよびソフトウェアによって異なります。

ZDBでは、複製(この場合は、複製を作成または保持するプロセスを指す)が、アプリケー
ションの中断を最小化するうえで重要な要因になります。

図 2 ゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリの概念

オンラインおよびオフラインでの複製の作成

データベースアプリケーションの場合、データベースがオンラインまたはオフラインのいず
れの状態でもバックアップを実行できます。

• オンラインバックアップ

データベースは、バックアップ対象のセクションの複製が作成される間、ホットバック
アップモードになります。このモードでは、データベースに対するすべての変更が、
データベースそのものではなくトランザクションログに書き込まれます。データベース
の機能が完全に回復するまでは、トランザクションログから更新されます。これによっ
て、アプリケーションを停止することなく、データベースを操作することができます。

• オフラインバックアップ

データベースの操作は、複製が作成される間、停止されます。この間、トランザクショ
ンは実行できません。
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複製の作成後、データベースは通常の動作に戻ります。テープへのデータのストリーミン
グなど、以降のいずれのバックアップ操作も複製で実行され、データベースはオンライン
のまま影響を受けません。

両方の場合とも、アプリケーションに対する影響は、複製が作成される期間に限定され、
標準的なテープバックアップ方法よりも非常に小さくなっています。オンラインバックアッ
プでは、データベース操作はまったく停止されず(ダウンタイムがゼロ)、パフォーマンスへ
の影響は最小限に抑制されて、トランザクションログに対する増分情報の書き込みにより
主に影響される可能性があります。

複製の作成

複製プロセスでは、ある瞬間のアプリケーションデータまたはファイルシステムデータの複
製が作成されます。

複製されるソースまたはオリジナルデータオブジェクトを含むボリュームは、ソースボリュー
ムと呼ばれます。これらは、同数のターゲットボリュームに複製されます。複製プロセスが
完了したときに、ターゲットボリュームのデータによって複製が構築されます。

現在のところ、基本的な複製方法には次の2種類があります(詳細は第2章（35ページ）を
参照)。

• スプリットミラー

ミラーはソースデータの動的な複製で、ソースデータとの同期がとられます。ソースに
対するすべての変更も、ミラーに適用されます。

この方法では、アプリケーションを通常どおり使用しながら、ファイルシステムデータま
たはアプリケーションデータの複製を作成および保持することができます。

複製を作成するために、ミラーは一時的にソースから分割されます。データはミラー
からバックアップされ、次にミラーではソースとの再同期がとられます。

詳細については、「スプリットミラー複製」（37ページ）を参照してください。

• スナップショット

スナップショット複製は、特定の時点でデータのコピーを行うことによって作成されま
す。スナップショットはソースボリュームから独立しているフル コピーか、ソースボリュー
ムに依存している仮想コピーになります。

詳細については、「スナップショット複製」（39ページ）を参照してください。

ZDBの種類

複製の作成後は、いずれの方法でもバックアップが可能です。この複製は、それが作成
されたアレイに接続されているバックアップシステムにマウントされます。ZDBの利点を最
大限に生かすには、分離したコンピュータシステムにする必要があります。ZDBには、次
の3つの形式があります。
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• テープへのZDB – 参照箇所 「テープへのZDB」（72ページ）

1. 複製内のデータは、選択したテープバックアップの種類(Full、Incr、Incr1～9)に
従ってテープにストリーミングされます。

2. ストリーミングが完了したら、複製は破棄してかまいません。

データは、Data Protectorの標準的な技術を使用してテープから復元できます。

• ディスクへのZDB – 参照箇所 「ディスクへのZDB」（73ページ）

複製は、ディスクアレイに保持され、バックアップとして使用されます。

インスタントリカバリ(「インスタントリカバリ」（31ページ）参照)を使用してデータを復元
することで、完全な複製を復元できます。

• ディスク+テープへのZDB – 参照箇所 「ディスク+テープへのZDB」（73ページ）

1. 複製内のデータは、選択したテープバックアップの種類(Full、Incr、Incr1～9)に
従ってテープにストリーミングされます。

2. 複製はディスクアレイ上に保持されます。

これは次の2通りの方法でデータを復元できるため、柔軟性の高い方法と言えます。

• Data Protectorを使用してテープから復元する標準的な方法(個々のバックアップ
オブジェクトを個別に復元可能)

• インスタントリカバリ(「インスタントリカバリ」（31ページ）参照)を使用して、複製から
直接、完全な複製を復元する方法

ディスクアレイでのサポート内容

表 3 ZDBの種類とディスクアレイ

スナップショットスプリットミラー

HP
StorageWorks
P4000 SANソ
リューション

HP P9000
XPアレイ
ファミリ

HP P6000
EVAアレイ
ファミリ

EMC
Symmetrix

HP P9000
XPアレイ
ファミリ

ZDBの形式
と方法

可可可可可テープへの
ZDB、ローカ
ル

不可不可不可可可テープへの
ZDB、リモー
ト
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スナップショットスプリットミラー

HP
StorageWorks
P4000 SANソ
リューション

HP P9000
XPアレイ
ファミリ

HP P6000
EVAアレイ
ファミリ

EMC
Symmetrix

HP P9000
XPアレイ
ファミリ

ZDBの形式
と方法

不可可可可可テープへの
ZDB、リモー
ト+ローカル

可可可不可可ディスクへの
ZDB、ローカ
ル

可可可不可可ディスク+
テープへの
ZDB、ローカ
ル

ローカルおよびリモートは、複製が作成されるディスクアレイを指します。つまり、ソース
データと同じディスクアレイ(ローカル)なのか、リモートサイトにある別のディスクアレイ(リ
モート)なのかという意味です。各種用語とその意味については、以下を参照してくださ
い。

• 「ローカル複製」（37ページ）

• 「リモート複製」（46ページ）

• 「リモートプラスローカル複製」（48ページ）

ZDBデータのインスタントリカバリと復元

インスタントリカバリ

インスタントリカバリでは、データの復元先のディスクアレイに複製が存在する必要があり
ます。アプリケーションシステムとバックアップシステムが無効化されるほか、複製の内容
が元の場所に直接復元されるか、ソースボリュームの内容の代わりに複製の内容がシス
テムのアクセス先として設定されます。復元はディスクアレイ内部で実行されため、非常
に高速に実行されます。

復元が完了すると、関連するデータベースやファイルシステムのセクションは複製が作成
された時点の状態に戻り、アプリケーションシステムも再び使用可能になります。
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関連するアプリケーションまたはデータベースにより、これが必要なすべてのものになりま
す。一部の場合、別にバックアップされ、アーカイブされたトランザクションログファイルの
適用など、完全な復元には追加の処理が必要な場合もあります。

詳細については、「インスタントリカバリ」（85ページ）を参照してください。

ZDBデータの他の復元方法

テープにバックアップされたデータは、標準的なData Protectorの復元処理を使用して復
元できます。

詳細は、『HP Data Protectorコンセプトガイド』を参照してください。

ただし、特定のディスクアレイファミリでは、先にテープからデータを復元して複製を更新
し、その後、複製の内容を元の場所に復元することができます。これは、スプリットミラー
復元と呼ばれます。複製の内容を元の場所に復元することは、インスタントリカバリと類似
したプロセスです。この段階でのみアプリケーション操作を中断する必要があり、アプリ
ケーションへの影響が最小限に抑えられます。

詳細は、「スプリットミラー復元」（90ページ）を参照してください。

注記：

複製は、データマイニングなど、インスタントリカバリ以外の目的で使用することがで
きます。Data Protectorでは、このような目的で複製を作成し、管理することができま
すが、インスタントリカバリのために作成した複製はインスタントリカバリのみに使用
する必要があります。そうしない場合、バックアップしたデータが失われることがあり
ます。

各種ZDBの復元可能性

表 4 ZDBの種類と復元の可否

復元可能性

インスタントリカ
バリ

ディザスタリカ
バリ

個々のオブジェ
クト

ZDBの形式と方法

不可可可テープへのZDB、ローカル

不可可可テープへのZDB、リモート
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復元可能性

インスタントリカ
バリ

ディザスタリカ
バリ

個々のオブジェ
クト

ZDBの形式と方法

不可可可テープへのZDB、リモート+ローカル

可不可不可ディスクへのZDB、ローカル

可可可ディスク+テープへのZDB、ローカル
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2 複製技術

ディスクアレイの基本
使用可能な複製技術は、ディスクアレイの種類、インストールされているファームウェアや
ソフトウェアによって異なります。

ディスクアレイでは、ディスク仮想化技術がサポートされているため、仮想ディスクや論理
ボリュームなどの作成が可能です。

図 3 ディスク仮想化

物理ディスクのアレイは、データストレージの1つの大きなブロックとして構成されていま
す。これは、複数の仮想ストレージブロックに分割することができ、ホストシステムまたはオ
ペレーティングシステムから使用されます。

このようなブロックにはさまざまな呼び名がありますが、基本的な作成の技術は同じであ
るため、本書では分かりやすいようにすべてストレージボリュームと呼びます。

RAID技術

ディスクアレイでは、RAIDシステムによって使用可能なストレージに適用されるRAID技術
を使用して、データの冗長化を行い、データ保護を強化します。
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図 4 RAIDによるディスク仮想化

RAIDにはいくつかのレベルがあり、それぞれにデータの冗長性、速度、アクセス時間な
どのレベルが異なります。使用可能なストレージ容量によって、これらの属性の間でバラ
ンスを調整できる場合があります。

RAIDシステムは、複数の物理ディスクにデータを分散させ、論理ユニットとしてホストから
使用することで動作します。論理ユニットは、上記のディスク仮想化の図では物理ディス
クと見なすことができます。仮想化後に最終的にホストのオペレーティングシステムから使
用できるのは、仮想ディスクまたはストレージボリュームということになります。

複製技術
基本的な複製処理は、次の3つの枠組みで実行されます。

• ローカル(ソースボリュームとターゲットボリュームが同じディスクアレイに存在)

• ローカル – HP-UX LVMミラーと統合(ソースボリュームとターゲットボリュームが同じ
ディスクアレイに存在するが、少なくとも2つのディスクアレイが必要)

• リモート(ソースボリュームとターゲットボリュームが別々のディスクアレイに存在)

• リモートプラスローカル(リモートのディスクアレイでのリモートプラスローカル複製)

複製の作成にどちらの方式が使用されても、オペレーティングシステムから見ると、ソース
ボリュームとその複製の内容は同一です。ただし、使用される方法によって次のようなこと
に影響が出る可能性があります。

• 複製の速度

• 使用するストレージスペースの量
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• 関与するアプリケーションへの影響

• データの安全性

以降のセクションでは、上記の各枠組みで行われる複製方法について説明します。

ローカル複製

ローカル複製では、データが同じディスクアレイ内で複製されます。つまり、ソースボリュー
ムとターゲットボリュームが同じディスクアレイにあるということです。ローカル複製には、次
の2通りの技術があります。

• スプリットミラー

• スナップショット

ローカル複製の利点

• 処理が高速である。

• アプリケーションやファイルシステムの中断が最小限に抑えられる。

• あらゆる種類のZDB(インスタントリカバリも含む)で対応が可能なため、バックアップ方
法を柔軟に選択できる。

欠点

• ソースデータと複製の両方が、ディスクアレイまたはローカルシステムの致命的な障
害に対して無防備である。

ローカル複製には、次の2通りの方法があります。

• スプリットミラー複製

• スナップショット複製

スプリットミラー複製

ディスクアレイの用語では、ミラーはソースボリュームの動的なコピーです。
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図 5 スプリットミラー複製

ミラーが最初に作成されるとき、ミラーのデータはソースボリュームのデータと同一になる
まで同期されます。アプリケーションを平常どおりに使用している間、ミラーはソースボ
リュームと同期された状態が保たれ、ソースボリュームに対するすべての変更がミラーに
適用されます。

管理作業(バックアップなど)の目的で、特定時点のデータの複製を保持しておく場合は、
以下の手順に従います。

1. ミラー関係にあるボリューム間の同期が停止し(ミラーが切り離され)、ソースボリュー
ムの独立した複製が残されます。

2. 複製を使ってバックアップなどの作業を行います。アプリケーションでは、実質的な
影響を受けずに、引き続きソースデータを使用できます。

3. 必要に応じて、複製に対する作業が完了した後、別の管理作業でミラーデータが必
要になるまで、2つのデータセットを再同期化することも可能です。

分割は非常に高速に行われるため、アプリケーションシステムに及ぼす影響は最小限に
抑えられます。

スプリットミラー複製の特徴

• スプリットミラー複製はソースボリュームの完全な複製(クローン)で、ホストやオペレー
ティングシステムから見ると、複製が作成された時点のソースとまったく同じになりま
す。

物理ディスクまたは論理ユニットのレベルでは、ソースストレージブロックの内容の完
全な物理コピーが存在することになります。

• オリジナルからは完全に独立しています。
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データのコピーが物理的に独立しているため、ソースボリュームに影響する部分的な
ハードウェア障害がディスクアレイで発生しても、ターゲットボリュームは正常かつ使
用可能な状態が高い確率で維持されます。

スナップショット複製

スナップショット複製は特定の時点で瞬時に作成され、即座に使用可能になります。スプ
リットミラー複製とは異なり、最初にデータはコピーされませんが、オリジナルストレージの
複製が仮想化を通じて作成されます。その時点では、複製は仮想コピーです。実際の
データは、ソースと複製の両方で共有されます。

その後、最初にソースボリュームにあるデータが変更される際に、まずオリジナルデータ
がスナップショットにコピーされ、次にソースデータが更新されます。時間の経過につれ
て、スナップショットでは、(未変更ソースデータへのポインタの形式で)その独立データと
共有データが部分的に参照されます。ただし、ホストシステムまたはオペレーティングシ
ステムから見ると、スナップショットには作成された時点のソースボリュームの完全なコピー
が常に含まれています。

Data Protectorでサポートされているアレイ統合を使用すると、以下のような種類のスナッ
プショットを作成できます。

• 標準スナップショット(事前割り当てスナップショット、完全割り当てスナップショット、ま
たは単にスナップショットとも呼ばれる): すべてのソースデータのフルコピーを保持す
るためにスナップショットが作成される際、十分なスペースが割り当てられます。

• Vsnap(実質的に容量を必要としないスナップショット、またはデマンド割り当てスナッ
プショットとも呼ばれる): スペースは事前に割り当てられません。

• スナップクローン:最初は標準スナップショットとして開始され、その後、スナップクロー
ンが作成時点のソースボリュームの完全な物理コピーになるまで、バックグラウンドで
データがコピーされます。

これらの詳細については、以下で説明します。
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標準スナップショット

図 6 標準スナップショットの作成

1. T0の時点では、ソースボリュームによって消費されている分と同じストレージ容量が、

ターゲットボリューム用のディスクアレイに割り当てられています。

データはソースストレージブロックからコピーされません。代わりに、オリジナルデー
タを保持しているストレージブロックにポインタがマッピングされ、コピーは完全に仮
想的なものとなります。ただし、ホストから見た場合、T0の時点でソースボリュームの

完全な複製がターゲットボリュームに存在し、使用できるようになっています。

2. スナップショットの作成後にT0ソースデータを更新する必要が生じた場合は、まず

ソースデータがターゲットのストレージブロックにコピーされ、このコピーにスナップ
ショット内のポインタが再マッピングされます。その後のみ、ソースデータが更新され
ます。

これは、「コピーオンライト」と呼ばれます。
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3. スナップショットは、部分的に実コピー(ソースデータをコピー済み)、部分的に仮想コ
ピーになっています。複製がアクセスされる際、以前にコピーされているデータは
ターゲットストレージブロックから読み込まれ、コピーされていないデータはソースス
トレージブロックから読み込まれます。したがって、ホストから見た場合、T0の時点で

のソースデータの完全な複製がまだ存在していることになります。

標準スナップショットの特性

• 標準スナップショットは、元のデータの独立した複製ではありません(ただし、時間が
経つとソースボリュームの1つ1つのストレージブロックが更新され、コピーされている
可能性はあります)。

• ソースボリュームのすべてのデータが変更された場合でも、スナップショット用に十分
なスペースが確保される。

• スペースの観点からは非効率的です。変更されるすべてのデータのために十分なス
ペースが常に予約されますが、通常はその一部分のみしか使用されません。スナッ
プショットが存在する間、予約済みスペースの残りを他の目的で使用することはでき
ません。

アプリケーションのパフォーマンスへの影響

バックアップシステムからスナップショットにアクセスする際、ソースボリュームと複製の両
方からディスクブロックが読み込まれます。したがって、アプリケーションシステムとバック
アップシステムの両方のディスクリソースが使用されるため、ディスクアレイの負荷が極端
に高いとアプリケーションのパフォーマンスが低下します。

Vsnap

Vsnapスナップショットでは、最初の時点でストレージ容量は予約されません。それ以外の
点では、プロセスは標準スナップショットと非常に類似しています。
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図 7 Vsnapの作成
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1. T0の時点では、標準スナップショットと同様にポインタのみがターゲットにコピーされ

ますが、ターゲットボリュームではスペースは予約されません。このスナップショットで
は、ポインタで必要とされる以外のストレージスペースは占有されません。

2. スナップショットの作成後にT0ソースデータを更新する必要が生じた場合は、標準ス

ナップショットとして「コピーオンライト」が使用されます。ストレージスペースは、変更
されたデータに対してのみ必要です。

3. 標準スナップショットと同様に、このスナップショットも実コピーと仮想コピーで構成さ
れています。

Vsnapの特性

• 標準スナップショットと同様に、Vsnapは元のデータの独立した複製ではありません。

• Vsnapでは、複製のサイズの増大に対応する十分なスペースを確保する、独立した
ディスク容量管理が必要です。ディスクアレイのスペースを使い切ると、Vsnapの更新
は失敗し、ディスクアレイの一般的な動作に支障をきたすことがあります。

• スペース効率に優れています。Vsnapでは、必要なスペースのみが使用されます。

• 短期間だけ存続することが想定されています。Vsnapでは必要となるストレージが動
的であるため、スナップショットの作成後にソースボリュームに対して多くの変更があっ
た場合、ディスクアレイのスペースが不足する可能性があります。ディスクアレイに対
するその他のストレージ要求も、ディスクアレイでストレージが不足する原因となる可
能性があります。

アプリケーションのパフォーマンスへの影響

標準スナップショットと同様に、バックアップシステムからスナップショットにアクセスする
際、ソースボリュームと複製の両方からディスクブロックが読み込まれます。したがって、ア
プリケーションシステムとバックアップシステムの両方のディスクリソースが使用されるた
め、ディスクアレイの負荷が極端に高いとアプリケーションのパフォーマンスが低下しま
す。
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スナップクローン

スナップクローンは最初は標準スナップショットですが、最後はスプリットミラー複製と同様
の完全な複製(またはクローン)になります。

図 8 スナップクローンの作成

Data Protectorのスナップクローンは、その作成プロセスを高速にし、データをコピーする
ときのソースボリュームへの影響を少なくするために、コンテナと呼ばれるストレージオブ
ジェクトとともに作成されます。コンテナとは、後で標準スナップショット、Vsnap、スナップ
クローンとして使用するために事前に割り当てられるディスクアレイ上のスペースであり、
空きディスクスペースから作成されるものと、不要になったストレージボリュームから変換
されるものがあります。

スナップクローンの作成のプロセスは、以下のとおりです。

1. サイズとストレージ冗長レベルがソースボリュームと同じコンテナがディスクアレイに
作成されます(そのようなコンテナが存在しない場合)。
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2. ソースボリュームのキャッシュ書き込みポリシーがライトスルーモードに設定され、
キャッシュのすべてのデータが物理ディスクに書き込まれます。

3. 標準スナップショットが作成され、完全コピー用に十分なスペースが割り当てられま
す。

4. バックグラウンドプロセスが、未変更のデータをソースストレージブロックからターゲッ
トストレージブロックにコピーする処理を開始します。この時点で、キャッシュ書き込
みポリシーは自動的にライトバックモードに戻ります。

5. バックグラウンドプロセスでコピーされる前のソースデータを更新する場合は、標準
スナップショットの場合と同様に、まずソースデータのコピー(コピーオンライト)が行わ
れます。

バックグラウンドコピープロセスの実行中、標準スナップショットと同様に、スナップ
ショットを使用する必要がある場合、コピーは部分的に仮想コピー、部分的に実コ
ピーとなります。

6. ターゲットのストレージの場所にデータがすべてコピーされた時点でバックグラウン
ドプロセスが停止し、T0時点でのソースのスタンドアロン複製(クローン)が保持されま

す。

スナップクローンの特徴(コピー完了後)

• スナップクローンはソースボリュームの完全な複製であり、ホストやオペレーティングシ
ステムから見れば、作成時点ではスナップクローンはソースと同一です。

物理ディスクまたは論理ユニットのレベルでは、ソースストレージブロックの内容の完
全な物理コピーが存在することになります。

• オリジナルからは完全に独立しています。

完全な物理コピーであるため、ソースボリュームの内容が失われたり、損傷したりして
も、ターゲットボリュームの内容には影響しません。

• 長期間保持することが想定されています。

アプリケーションのパフォーマンスへの影響

• バックグラウンドのデータコピープロセスは、リソースの競合により、アプリケーションの
パフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。大規模なデータベースのスナップ
クローンを作成している際は、コピーに非常に長い期間を要する場合があります。

コンテナを使用すると、データコピープロセスがアプリケーションのパフォーマンスに
及ぼす影響が低減されます。アプリケーションがバックアップモードになっている必要
がある時間枠も大幅に短くなります。

• クローン化プロセスの終了前にシステムからスナップクローンへのアクセスがあると、
まだコピーされていないディスクブロックがソースボリュームから読み込まれます。テー
プへのZDBまたはディスク+テープへのZDBの場合、アプリケーションシステムとバック
アップシステムの両方を使用してデータが読み込まれるので、アプリケーションのパ
フォーマンスが低下することがあります。これを避けるために、Data Protectorではク
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ローン化プロセスが処理中の場合、テープへのスナップクローンデータのコピーが最
大で90分まで遅延されます。この遅延時間はデフォルト値であり、バックアップ仕様を
構成するときにData ProtectorのGUIで変更することができます。

ローカル複製とHP-UX LVMミラーの統合

ローカル複製とHP-UX LVMミラーの統合は、完全なバージョンを得るために複製する必
要があるストレージの量が少なくなる特別な統合です。また、LVMミラーは、スプリットミ
ラーおよびスナップショットアレイのリモートプラスローカル複製環境でHP Continuous
Access (CA)またはEMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)が果たす機能と同じよ
うな機能が得られるように構成することもできます。

ローカル複製とHP-UX LVMミラーの統合の利点

• 使用されているディスク全体の一部を複製することにより、ディスクスペースの使用量
を削減できる。

• LVMミラー環境は、純粋なCA環境またはSRDF環境に比べて、セットアップと管理が
容易である。

• LVMミラー環境はCA/SRDFライセンスが不要であるため、CA環境またはSRDF環境
に比べてコストが低い。BCライセンスは、複製を作成するシステム上でのみ必要であ
る。

欠点

• LVMミラーの構成のセットアップは、BC環境やTimeFinder環境のセットアップよりも複
雑で、要件が厳格になることがあります。

• LVMミラー構成により、インスタントリカバリの実行方法が複雑になります。特定のディ
スクアレイでは、LVMミラー構成でバックアップしたデータのインスタントリカバリはサ
ポートされていません。

リモート複製

リモート複製では、データの複製が別のリモートディスクアレイに作成されます。一度確
立されると、リモート複製は自動的に続行され、持続的なリアルタイムリモート複製が行わ
れます。
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リモート複製の利点

• ストレージシステムやコンピューティングセンター全体の障害などの重大な障害からも
保護できる。

• ディザスタリカバリに適している。

• 重要なデータの継続的な可用性が保証される。

欠点

• ネットワークやファイバーチャネル接続の転送速度が、アプリケーションやデータベー
スのパフォーマンスに大きく影響する。

• 同期転送が必要なため、アプリケーションシステムに影響を及ぼす可能性がある。

• 少なくとも2つのディスクアレイとそのライセンスが必要なため、高コストである。

• 同期をリモートで保持する必要があるため、パフォーマンスやアプリケーションに影響
を及ぼす可能性がある。

スプリットミラー複製

ローカルミラーと同じように、ソースボリュームの複製がターゲットボリュームで作成および
保持されますが、この複製の場合のみターゲットボリュームがリモートディスクアレイに存
在します。構築された後、ターゲットボリュームはローカルディスクアレイのソースボリュー
ムと同期した状態が保たれます。

ある特定の時点のソースボリュームの複製が必要な際には、ミラーボリューム間の同期が
停止されます。このとき、リモートディスクアレイには、ローカルディスクアレイにあるソース
ボリュームの不変のコピー(独立した複製)が存在します。

ただし、アレイが別々のサイトにインストールされている場合は、継続的なリモート同期が
数キロメートルにまたがって行われることがあるため、アプリケーションのパフォーマンスに
影響を及ぼす場合があります。Data Protectorでは、リモートシステムへのリンクは通常、
同期されている必要があります。ただし、CAでは非同期通信がサポートされます。Data
Protectorでは、ミラーにデータをコピーする際に同期モードに変更され、その後で非同
期モードに戻されます。

この構成は、(特にクラスター環境において)ディザスタリカバリの目的で選択することがで
きます。この場合、潜在的な利点がCAリンクを保持する欠点を上回ります。バックアップ
目的でリンクを切断すると、ディザスタリカバリの対象範囲を狭め、フェイルオーバーが不
可能になります。「リモートプラスローカル複製」（48ページ）と比較してください。
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リモートプラスローカル複製

リモートプラスローカル複製では、リモート複製とローカル複製の両方が使用されます。
複製は、リモート複製によってリモートディスクアレイに作成された後、ローカル複製用の
ソースボリュームとして使用されます。

この構成は通常、リモートサイトがディザスタリカバリサイトとして機能し、リモートペアの分
割が不可能な場合に使用します。フェイルオーバーを自動化するために、クラスターアプ
リケーションを使用することができます。

リモートプラスローカル複製の利点

リモート複製の利点に加えて、以下のような利点があります。

• アプリケーションシステムやデータベースに影響を与えることなくテープバックアップ
を作成できる。

• 自動フェイルオーバーが可能である。

• P6000 EVAアレイでは、フェイルオーバーが発生した場合のData Protectorの動作を
変更したり、複製方向に従うか、複製の場所を維持するかを選択したりすることができ
る。

欠点

リモート複製の欠点と同様です。

スプリットミラー複製

リモートでの複製

リモート複製の場合と同様に、個別のアレイ上に存在するソースボリュームとターゲットボ
リュームがミラーボリュームとして構成されます。

構築された後、リモートディスクアレイのミラーボリュームはソースボリュームと同期した状
態が保たれます。Data Protectorでは、アレイ間のリンクは同期されている必要がありま
す。

ローカルでの複製

複製技術48



リモート複製の段階のターゲットボリュームが、リモートディスクアレイでローカル複製用の
ソースボリュームになります。

複製が必要になると、ローカルのミラーボリューム間の同期は停止され(ミラーが分割され)
ますが、リモートのミラーボリューム間の同期は維持されます。このとき、リモートディスクア
レイのローカル複製(複製の複製)は、ローカルディスクアレイのソースボリュームの不変の
コピー(独立した複製)になります。

スナップショット複製

リモートでの複製

データは、アプリケーションシステムからローカルアレイのソースボリュームに書き込まれ、
リモートディスクアレイのターゲットボリュームに複製されます。データの複製がバックグラ
ンドで進行している間、アプリケーションは影響を受けることなく続行されます。

ローカルでの複製

リモート複製の段階のターゲットボリュームが、リモートディスクアレイでローカル複製用の
ソースボリュームになります。

スナップショット複製のボリュームが特定の時点で作成され、すぐに使用できる状態にな
ります。詳細については、「スナップショット複製」（39ページ）を参照してください。

注記：

リモートプラスローカル複製により、フェールオーバーがある場合とない場合の複製
の作成を理解し、管理できるようになるので、ソースサイトまたはあて先サイトでZDB
を実行することが可能になります。
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3 Data ProtectorによるZDBとインスタ
ントリカバリ

Data Protectorセル
Data Protectorでは、セルの管理という概念が使用されています。次の図は、ZDBおよび
IRに使用されるセルのセットアップ方法を示しています。

図 9 ZDBおよびIRに使用されるData Protectorセルのセットアップ

ZDB技術およびIR技術を使用するためには、バックアップ対象のアプリケーションデータ
ベースまたはファイルシステムデータが、アプリケーションシステムとバックアップシステム
の両方が直接接続されているディスクアレイに存在する必要があります。ZDBおよびIRに
は、テープライブラリなどのテープデバイスは必要に応じて使用します。

セルコンポーネント

一般的なData Protectorセルの場合、次の図に示すように、処理を行うソフトウェアコン
ポーネントがハードウェアにインストールされている必要があります。
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図 10 ZDBおよびIRに必要なソフトウェアコンポーネントの場所

Cell Manager

Cell Managerは、セルのメインシステムです。Cell ManagerがData Protectorセルで実行
する機能、Cell Managerへのアクセス方法、Cell Managerと他のData Protectorコンポー
ネントとの共存については、『HPData Protectorコンセプトガイド』を参照してください。

アプリケーションシステム

複製を作成する各アプリケーションシステムには、以下のData Protectorコンポーネントが
インストールされている必要があります。

• ディスクアレイエージェントまたはZDBエージェント - Data Protector Cell Managerと、
アプリケーションデータベースやファイルシステムがインストールされているディスクア
レイとの間のやり取りが制御されます。サポートされているディスクアレイの種類ごと
に、専用のエージェントがあります。

• アプリケーション統合エージェント - Data Protector Cell Managerとアプリケーション
の間のやり取りを制御します。Data Protectorは、データベースアプリケーションのバッ
クアップセッションや復元セッションでデータベースの状態を制御するなどの機能を
実行することを、このエージェントに要求します。このエージェントがないと、ファイル
システムバックアップしか実行できません。
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バックアップシステム

データがテープバックアップの対象かどうかに関係なく、作成した複製の格納先となるシ
ステムで、その後のプロセスではこのシステムを使用して複製へのアクセスが行われます。
また、さまざまなチェックおよび管理機能もこのシステムで実行されます。

バックアップシステムには、該当するData Protector ZDBエージェントをインストールして
おく必要があります。場合によっては、アプリケーション統合エージェントも必要になりま
す。

通常は、アプリケーションシステムとは別のシステムをバックアップシステムにします。

ZDBデータベース

ZDBデータベースは、Cell ManagerのData Protector内部データベース(IDB)の拡張で
す。このデータベースには、インスタントリカバリに必要な複製に関するアレイ固有の情報
が保持されます。

ZDBデータベースには、Data ProtectorのZDBとIRに標準対応するディスクアレイごとに
以下の独立したセクションがあります。

• SMISDB (HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ)

• XPDB (HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ)

さらに、別のセクションには、ファイルシステムまたはボリューム管理構成などのオペレー
ティングシステム情報が含まれています。

• SYSDB

ZDBに保存される情報は、ディスクアレイによって細部が異なります。一般的には、各セ
クションには次のような情報が保存されます。

• ディスクアレイに保持されている複製に関する情報は次のとおりです。

• バックアップセッションID

• バックアップセッションを実行した時間

• バックアップセッションに使用されたバックアップ仕様の名称

• セッションで作成されたターゲット ボリュームの名称、ID、およびWWN

• ターゲットボリュームが存在するP6000 EVAアレイの名前とID

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリのみ: ターゲットボリュー
ムの種類(標準スナップショット、Vsnap、またはスナップクローン)

• ホームに関する情報(CA+BC構成)

• バックアップセッションに使用したソースボリュームID

• インスタントリカバリにターゲットボリュームを使用できるかどうか(IRフラグ)
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• ターゲットボリュームを削除するかどうか(削除フラグ)

• セッションに関連するアプリケーションシステムおよびバックアップシステム

• 複製ローテーションスキームなどの用途から除外された複製(P6000 EVAアレイ)また
はLDEV (P9000 XPアレイ)

• 定義されているディスクグループペアの関係(P6000EVAアレイ)、記録されているP9000
XPアレイコマンドデバイス(P9000 XPアレイ)などの追加構成情報

この情報は、複製の作成時にZDBデータベースに書き込まれ、複製の削除時にZDBデー
タベースから削除されます。

ZDBデータベースに格納されるのは、バックアップ仕様で[バックアップ後に複製を保持]
オプションが選択されているZDBセッションに関する情報だけです。このバックアップオプ
ションを選択せずに実行されたテープへのZDBセッションで作成された複製は、バックアッ
プ後にZDBデータベースから削除されます。

テープへのZDBセッションに関する情報と、ディスク/テープへのZDBセッションに関する
情報の一部は、IDBの他の部分にも保存されます。

ZDBデータベースの各セクションとその用途の詳細については、『HP Data Protector
Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してください。

ユーザーインタフェース

ZDB処理およびIR処理の実行には、Data Protectorのグラフィカルユーザーインタフェー
ス(GUI)またはコマンドラインインタフェース(CLI)を使用できます。

GUI

GUIを使用すると、1台のシステムでZDB環境を管理できます。実行できる内容は次のと
おりです。

• ZDBのバックアップ仕様を作成してスケジュールし、ZDBセッションを開始する

• アクティブな処理を監視する

• Data Protectorのレポート機能と通知機能を使用する

• [インスタントリカバリ]コンテキストで、インスタントリカバリの対象としてマークされた
セッションをブラウズして必要なオプションを定義し、インスタントリカバリセッションを
開始する

• [復元]コンテキストで、バックアップメディアに保存されているセッションをブラウズして
必要なオプションを定義し、Data Protector標準のテープからの復元手順を実行する

次の図はGUIウィンドウの例ですが、ここではP6000 EVAアレイで実行されているZDBセッ
ションのバックアップオプションが選択されています。
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図 11 Data Protector GUI

CLI

CLIでは、GUIで実行可能なZDB処理およびIR処理のほとんどを実行できます。また、次
のような一部の管理タスクはCLIでのみ実行可能です。

• ZDBデータベースの照会、同期、削除

• ZDBデータベースの整合性チェック

• 不要になった複製または複製セットと、ZDBデータベースに保存されている関連情報
の手動削除

• Data Protectorでの使用から複製を除外する、またはData Protectorでの使用に複製
を含める

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリのみ:ディスクグループペア
の設定

使用可能なコマンドの詳細は、『HP Data Protector Command Line Interface
Reference』を参照してください。
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Data Protectorで使用できるディスクアレイ
Data Protectorでは、次の各種ディスクアレイを使用して複製を作成できるほか、ほとんど
の場合、複製セットも作成することができます。

表 5 Data Protectorで使用できるディスクアレイ

略称サポートされているディスクアレイ[複製の種類]

P9000 XPアレイHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリスプリットミラー

EMCEMC Symmetrix Disk Array

P6000 EVAアレイHP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリスナップショット

P9000 XPアレイHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ

P4000 SANソリュー
ション

HP StorageWorks P4000 SANソリューション

HPでサポートされている構成の現在のリストについては、http://www.hp.com/support/
manualsを参照してください。

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ

Data ProtectorのP6000 EVAアレイ統合では、標準スナップショット、Vsnap、スナップク
ローンの作成がサポートされています。

Data ProtectorのP6000 EVAアレイ統合で可能な構成は、次のとおりです。

• ローカル複製

• LVMミラーと統合されるローカル複製

• リモートプラスローカル複製の併用(データ保護は最高レベル)

P6000 EVAアレイの他の構成例については、付録A（101ページ）を参照してください。

P6000 EVAアレイストレージの概要

P6000 EVAアレイでは、物理ディスクをディスクグループに編成する仮想化技術が採用
されています。各ディスクグループはストレージプールとして機能し、そこから仮想ディス
クが割り当てられます。1つの仮想ディスクが複数のディスクグループに属することはでき
ませんが、1つのディスクグループ内の複数の物理ディスクにまたがることは可能です。物
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理ディスク上の仮想ディスクの配置を正確に指定することはできませんが、保護特性を選
択することで制御できます。この場合は、RAID技術を使用して、データの冗長性、速度、
アクセス時間をさまざまなレベルで設定します。

ローカル複製

ローカル複製の場合は、HP Business Copy (BC)P6000 EVA構成が使用されます。この
構成を使用すると、使用されるスナップショットの種類に関係なく、インスタントリカバリに
使用可能な複製を作成することができます。大規模な複製セットはディスクアレイに作成
できます。標準スナップショットおよびvsnapで構成されている複製セット内の複製の最大
数はP6000 EVAストレージシステムのファームウェアリビジョンによって制限されますが、
スナップクローンで構成されている複製セット内の複製の最大数は、ディスクアレイの残り
のストレージ容量によってのみ制限されます。

LVMミラーと統合されるローカル複製

Data ProtectorのP6000 EVAアレイ統合は、 ボリュームグループが1つのP6000 EVAアレ
イ(または複数のP6000 EVAアレイユニット)から別の1つのP6000 EVAアレイ(または別の
複数のP6000 EVAアレイユニット)にLVMミラー化される構成のLVMミラーをサポートして
います。LVMミラー化されたソースボリュームとそのLVMミラーは同じ論理ボリュームに属
します。

この構成では、物理的に別々のサイトにあるアレイが少なくとも2つは必要になります。
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図 12 LVMミラー構成例 – P6000 EVAアレイの場合

リモートプラスローカル複製

リモート複製とローカル複製を併用する場合は、HP BC P6000 EVAおよびHPContinuous
Access (CA) P6000 EVAの組み合わせが使用されます。この構成では、スナップショット
複製をリモートマシン上に作成した後、この複製のローカル複製をリモートマシン上に作
成できます。

この構成では、物理的に別々のサイトにあるアレイが少なくとも2つは必要になります。
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図 13 HP CA+BC P6000 EVA構成の例

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ

Data ProtectorのP9000 XPアレイ統合で可能な構成は、次のとおりです。

• ローカル複製

• LVMミラーと統合されるローカル複製

• リモート複製

• リモートプラスローカル複製(データ保護は最高レベル)

この場合は、ソースボリュームがアプリケーションシステムに接続され、別システムのバッ
クアップシステムがターゲットボリューム用のディスクアレイに接続されます。複製からテー
プへのデータのストリーミングは、ミラーの分離後またはスナップショットの作成後に可能
になります。この結果、バックアップ処理中もアプリケーションシステムはオンラインで使用
可能な状態になっています。

ローカル複製

ローカル複製の場合は、HP Business Copy (BC)P9000 XP構成が使用されます。このた
め、インスタントリカバリ用のファーストレベルミラーまたはスナップショットストレージに使
用されるボリューム(複製ローテーションセット)を作成することができます。
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図 14 HP BC P9000 XP構成の例

P9000 XPアレイの他の構成例については、「HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイ
ファミリでサポートされている構成」（109ページ）を参照してください。

LVMミラーと統合されるローカル複製

Data ProtectorのP9000 XPアレイ統合は、 は、ある物理ディスク(LDEV)上の論理ボリュー
ムから別の物理ディスク(LDEV)上の論理ボリュームへミラー化される構成で、HP-UX論
理ボリュームマネージャミラー(LVMミラー)をサポートしています。
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図 15 LVMミラー構成例 – P9000 XPアレイの場合

リモート複製

リモート複製の場合は、HP Continuous Access (CA) P9000 XP構成が使用されます。こ
のため、遠く離れた場所にあるリモートシステムにリモートスプリットミラー複製を作成する
ことができます。

HP CA P9000 XPでは、次の2種類のインタフェースがサポートされています。

• 拡張シリアルアダプタ(ESCON):遠隔用

• ファイバーチャネル(FC):最大距離2km

シングルモードファイバマルチプレクサ内蔵のFCスイッチを使用することで、ファイバー
チャネルの距離を伸ばすことができます。
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図 16 HP CA P9000 XP構成の例

リモートプラスローカル複製

リモートプラスローカル複製では、HP CA P9000 XP構成とHP BC P9000 XP構成の組み
合わせが使用されます。このため、スプリットミラー複製をリモートシステムに作成した後、
その複製のローカルスプリットミラー複製またはスナップショット複製をリモートシステムに
作成できます。

物理的に別々のサイトに、サポートされているアレイが少なくとも2つは必要になります。

複製が必要になった時点で、統合ソフトウェアによってBCペアが分割されます。データの
整合性を保つために、BCペアを分割する前にCAペアのステータスがチェックされます。
これにより、Main Control UnitのすべてのデータがRemote Control Unitにも確実に保持
されます。
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図 17 クラスターでのHP CA P9000 XP構成

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector Zero Downtime Backup
Administrator's Guide』を参照してください。

HP StorageWorks P4000 SANソリューション

HP StorageWorks P4000 SANソリューションでは、スナップショットの作成がサポートされ
ています。スナップショットは、「Redirect-On-Write」技術をベースにし、必要に応じて割
り当てられるストレージ領域を使用します。このディスクアレイファミリでは、Data Protector
はローカル複製のみをサポートしています。

EMC Symmetrix

Data Protector EMC統合ソフトウェアを使用した場合は、次の構成が可能です。

• ローカル複製

• LVMミラーと統合されるローカル複製

• リモート複製

• リモートプラスローカル複製

この統合ソフトウェアを使用した場合は、テープへのZDBおよびスプリットミラー復元に使
用できるスプリットミラー複製を1つ作成することができます。
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注記：

インスタントリカバリはサポートされていません。

この場合は、ソースボリュームがアプリケーションシステムに接続され、別システムのバッ
クアップシステムがターゲットボリューム用のディスクアレイに接続されます。複製からテー
プへのデータのストリーミングは、ペアを分割してから行われます。 こうすることで、バック
アップ処理中もアプリケーションシステムはオンラインで使用可能な状態になります。

EMC Symmetrix構成のその他の例については、「サポートされているEMC Symmetrix構
成」（121ページ）を参照してください。

ローカル複製

ローカル複製の場合は、 EMC Symmetrix TimeFinder構成を使用します。

図 18 TimeFinder構成例

LVMミラーと統合されるローカル複製

Data Protector EMC用統合ソフトウェアは、ある物理ディスク上の論理ボリュームから別
の物理ディスク上の論理ボリュームへミラー化される構成で、LVMミラーをサポートしてい
ます。
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図 19 LVMミラー構成例 - EMCの場合

リモート複製

リモート複製の場合は、EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)構成を 使用しま
す。このため、リモートシステムにスプリットミラー複製を作成できます。

制限事項

この環境では、クラスター構成はサポートされていません。

物理的に別々のサイトに、少なくとも2つのディスクアレイが必要になります。

図 20 SRDF構成例

リモートプラスローカル複製

リモート複製とローカル複製を併用する場合は、SRDFおよびTimeFinder構成を使用しま
す。このため、スプリットミラー複製をリモートシステムに作成した後、その複製のローカル
複製をリモートシステムに作成できます。物理的に別々のサイトに、少なくとも2つのディ
スクアレイが必要になります。
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複製が必要になった時点で、統合ソフトウェアによってTimeFinderペアが分割されます。
データの整合性を保つために、TimeFinderペアを分割する前にSRDFペアのステータス
がチェックされます。これにより、EMC Symmetrix Main Control Unitのすべてのデータが
EMC Symmetrix Remote Control Unitにもあることが保証されます。

この構成は通常、リモートサイトがディザスタリカバリサイトの役割を担い、SRDFペアの分
割が不可能な場合に使用します。

図 21 クラスターでSRDF構成とTimeFinder構成を併用した例

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector Zero Downtime Backup
Administrator's Guide』を参照してください。

アプリケーションの統合
Data Protectorは、サポートされているディスクアレイについて、次のデータベースアプリ
ケーションおよび複製の種類(オンラインまたはオフライン)での統合が可能です。

• Oracle–オンラインバックアップとオフラインバックアップ

• SAP R/3–オンラインバックアップとオフラインバックアップ

• Microsoft SQL Server–オンラインバックアップ

• Microsoft Exchange Server–ファイルシステムベースのオフラインバックアップ

また、Microsoft SQL ServerとMicrosoft Exchange ServerがData ProtectorのMS ボリュー
ム シャドウ コピー統合を通じてサポートされています。詳細については、『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照してください。

オンラインバックアップとオフラインバックアップの詳細については、「アプリケーションま
たはデータベースの稼動のフリーズ」（78ページ）を参照してください。
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Data Protectorでサポートされているあらゆるデータベースアプリケーションで、すべての
複製方法(ローカル、リモート、リモートプラスローカル)を利用できます。ただし、すべての
アプリケーション統合ソフトウェアですべてのZDBエージェントやそのプラットフォームがサ
ポートされているわけではありません。詳細は、http://www.hp.com/support/manualsで
最新のサポート一覧を参照してください。

アプリケーションデータの整合性

論理ボリュームまたはディスクの単純なZDBでは、ファイルシステムの整合性のみ保証さ
れますが、アプリケーションデータの整合性は保証されません。このようなバックアップの
インスタントリカバリ後には、データベースは適切に復元されない可能性があります。サ
ポートされている統合の場合、アプリケーションはバックアップモードに設定されるか(オン
ラインバックアップの場合)、シャットダウンされますが(オフラインバックアップの場合)、トラ
ンザクションログは別途バックアップする必要があります。非統合アプリケーションの場合、
バックアップがデータベースリカバリのために使用できるようにする必要があります。アプ
リケーションをシャットダウンするか、または実行前スクリプトを使用して、適切なモードに
設定します。

トランザクションログ

データベースアプリケーションをオンラインでバックアップする場合は、データベースを完
全に復旧できるように、データベーストランザクションログのアーカイブを別途バックアップ
する必要があります。このトランザクションログは、同じゼロダウンタイムバックアップセッショ
ンで残りのデータベースデータとしてバックアップしないでください。

データベーストランザクションログのアーカイブは、ZDBセッションの後でData Protector
の通常のバックアップセッションを単独で実行する方法でのみ、ディスクまたはテープに
バックアップできます。バックアップセッションを開始するスクリプトは、Data Protectorの
ZDBバックアップ仕様の[実行後]オプションで指定することが可能です。この方法では、
トランザクションログのバックアップは、複製の作成完了後に自動的に開始されます。

復元

サポートされている各種データベースアプリケーションで使用できる復元方法の詳細に
ついては、http://www.hp.com/support/manualsのサポート一覧を参照してください。

インスタントリカバリを使用すれば、複製が作成された時点の状態にデータベースを復旧
することができます。ただし、ほとんどの場合、データベースを完全に復元するには、その
後でトランザクションログを適用する必要があります。これらのログを使用すると、特定の
時点まで、データベースをロールフォワードすることもできます。
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データベースアプリケーションでのData Protectorディスクアレイ統合ソフトウェアの使用
方法の詳細については、『HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration
Guide』を参照してください。

アプリケーション用統合機能とMicrosoft ボリューム シャドウ コピーサー
ビス

従来のバックアップモデルでは、バックアップアプリケーションが、アプリケーションとバッ
クアップシステム、およびディスクアレイといった、バックアッププロセスに含まれるさまざま
なシステムとコンポーネントを調整します。これは、Data Protector HP StorageWorks P9000
XPディスクアレイファミリ用とHP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用の統合
ソフトウェアにも当てはまります(HP StorageWorks P9000 XPエージェントとHP StorageWorks
P6000 EVA SMI-Sエージェントがディスクアレイを制御し、Data Protector統合ソフトウェ
アがデータベースアプリケーションとのやり取りを行います)。

Windowsシステムでは、統一されたバックアップ/復元サービスであるMicrosoftボリューム
シャドウコピーサービス (VSS)がバックアッププロセスに必要なコンポーネントを連動させ
ます。VSSモデルにより、アプリケーション(ライター)およびディスクアレイ(プロバイダ)に標
準化インタフェースが提供されます。

ライターにより、アプリケーションとのやり取りが行われ、バックアップ可能な項目のリストが
提供されます。また、ライターによってオペレーティングシステムレベルおよびアプリケー
ションレベルのデータの整合性が確保されます。

ハードウェアプロバイダは、ディスクアレイエージェントに取って代わってその機能を実行
しますが、Data Protectorから見ると、その動作はディスクアレイエージェントと同じです。

Data ProtectorのMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス統合でのゼロダウンタイム
バックアップセッションでバックアップしたデータのインスタントリカバリを実行するときは、
Microsoft Virtual Disk Serviceまたはディスクアレイエージェントを使用することができま
す。ただし、使用できるかどうかは、バックアップを実行した方法にも依存します。

Data ProtectorのMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス統合の使用方法の詳細に
ついては、『HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照
してください。
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4 複製のライフサイクル

概要
この章では、複製のライフサイクルについて説明します。概要は、次の図に示しています。

図 22 複製のライフサイクル

複製のライフサイクルは次の要因によって決まります。

• ディスクアレイのモデル

• ZDBセッションおよびIRセッションに必要なData Protectorコンポーネント

• ゼロダウンタイムバックアップセッションに対して選択したオプション

• インスタントリカバリの方法(使用可能な方法から選択、または特定の復元の種類に
よって強制的に決定)

• インスタントリカバリセッションに対して選択した他のオプション
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複製の作成
スプリットミラー技術とスナップショット複製技術では、基本的な考え方は同じです。どちら
の技術でも、指定したデータオブジェクトを含めたストレージボリューム(ソースボリューム)
のコピーまたはイメージを生成します。これらのコピーは、同じディスクアレイの別のスト
レージボリューム(ターゲットボリューム)に作成されて、ホストシステムがアクセスできる状
態になります。

いずれの場合も、ディスクアレイのソースボリューム全体しか複製できません。複製のため
に選択されたデータがソースボリュームの小さなスペースのみを占めている場合でも、ソー
スボリューム全体が複製されます。

複製が作成されるZDBセッションは、バックアップ仕様によって定義され、バックアップ仕
様にはZDBセッションの実行に必要な以下のすべての情報が含まれます。

• バックアップ対象のアプリケーションまたはファイルシステムデータの種類

• バックアップ対象のソースデータ

• 作成される複製(または複製セット—「複製セットのローテーション」（71ページ）を参照)
の種類

• データが格納されているディスクアレイの種類

• 使用するアプリケーションシステムとバックアップシステム

• 複製管理オプションと複製マウントオプション

Data Protectorと完全に統合されていないアプリケーションでは、複製前にアプリケーショ
ンを停止し、複製後にアプリケーションを再起動するというオプションも設定できます。

作成したバックアップ仕様はCell Managerに格納され、いつでも確認したり更新したりで
きます。

バックアップ仕様を作成したら、オペレータがData Protectorのユーザーインタフェースを
使用してバックアップセッションを開始することも、指定した時刻に自動的に開始されるよ
うにスケジューリングすることもできます。
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注記：

いくつかのデータベースアプリケーションでは、オンラインバックアップセッションが実
行される場合、現在データベースで使用されているログファイルもバックアップする必
要があります。これは、ログをファイルにバックアップすることによって行われます。こ
れにより、必要に応じてこのファイルをテープにストリーミングすることが可能になり
ます。

通常、ログファイルを複製対象のボリュームに含めることはお勧めしません。統合
エージェントによっては、これを行うことはできません。また、一部の復元シナリオが
削減または制限されるエージェントもあります。

バックアップが正常に終了すると、バックアップセッションの詳細がIDBのZDB関連部分に
保存されます。

複製セット

複製セットとは、同じバックアップ仕様を使って異なる時点で作成された複製の集まりで
す。複製セットは、通常、インスタントリカバリの目的で複製を作成する際に、使用されま
す。

Data Protectorでは、複製セットの各メンバーを、複製セットローテーションに従ってイン
タラクティブに使用したりスケジューラで指定した時間に使用したりできます。

複製セットのローテーション

ZDBおよびインスタントリカバリに使用されるバックアップ仕様を作成する際には、複製セッ
トの複製の最大数を指定する必要があります。バックアップが実行されるたびに、新しい
複製が作成され、セットに追加されます。指定した最大複製数に達すると、作成される次
の複製によって、セット内の最も古い複製が置き換えられます。複製の種類によっては、
置き換えは最も古い複製を直接上書きして行われますが、それ以外の場合は新しい複
製を作成する前に最も古い複製を削除する必要があります。

複製セットに対して定義できる複製の最大数は、複製の種類、ディスクアレイのモデル、
インストールされているディスクアレイのファームウェアのリビジョン、ターゲットボリューム
に使用されているスナップショットの種類(スナップショット複製の場合のみ)の1つまたは
複数の要因によって決まります。
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複製のスケジュール設定

複製セッションを自動的に実行する場合、バックアップ仕様の作成時または変更時に、
Data Protectorスケジューラに詳細な必要回数を入力します。特定の時刻に1つのセッ
ションをスケジューリングするか、日、週、月の期間に繰り返される通常セッションをスケ
ジューリングすることができます。

複製の使用
作成した複製または複製セットの処理は、使用するZDBの形式によって異なります。

• テープへのZDB: 複製のデータをテープにストリーミングします。その後、複製は破
棄されます。

• ディスクへのZDB:インスタントリカバリ用に複製がディスクアレイで保持されます。

• ディスク+テープへのZDB:複製のデータをテープにストリーミングした後、インスタン
トリカバリ用にその複製がディスクアレイで保持されます。

ディスクへのZDBセッションおよびディスク+テープへのZDBセッションの終了後、1つまた
は複数の複製をディスクアレイで保持しておくことができます。複製セットのローテーショ
ンを行うと、同じバックアップ仕様を使用してさまざまな時点で作成された複製のセットを
保持しておくことができます。この場合、新しい複製ができるたびに、セット内の最も古い
複製がその新しい複製に置き換えられます。それぞれの複製は、一巡して複製セットか
ら削除されるか、Data ProtectorのCLIを使用して削除するか、特定のインスタントリカバリ
の方法を使用してセッションで「消費」されるまで存在します。

テープへのZDB

テープへのZDBでは、通常、複製はディスクアレイに一時的に保存されるだけです。これ
により、テープへのバックアッププロセスを段階的に行うことができます。

作成された複製はバックアップシステムにマウントされ、バックアップ仕様で指定されてい
るバックアップオブジェクトがテープ(またはその他のバックアップメディア)にストリーミング
されます。

バックアップの完了後、複製はバックアップには不要になるため、デフォルトでは自動的
にディスクアレイから削除されます。ただし、同じバックアップ仕様を使用する今後のテー
プへのZDBセッションに備えて、ディスクアレイに複製を保存してディスクアレイのスペー
スを確保することもできます。この場合、バックアップ用の十分なスペースがディスクアレ
イに確保されます。
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重要：

複製は、インスタントリカバリには使用できません。

欠点利点

ディザスタリカバリの場合、高可用性システム
の大規模なデータベースでは全セッションの復
元に非常に時間がかかる可能性がある

バックアップおよびディザスタリカバリに適して
いる

個々のデータオブジェクトをテープバックアッ
プから復元できる

インスタントリカバリは実行できないデフォルトでは、複製はディスクアレイから削除
され、スペースが解放される

幅広いテープライブラリのサポート

ディスクへのZDB

ディスクへのZDBの場合、複製はディスクアレイに保持され、インスタントリカバリのバック
アップイメージとして使用されます。

複製は、ディスクアレイで1つまたは複数保持することができます。複製セットローテーショ
ンを使用して、異なる時点で作成された複製のセットを管理することができます。ここで
は、新しい複製が、セット内の最も古い複製に置き換えられます。

欠点利点

複製用のディスクスペースが恒久的に必要に
なる

バックアップおよびインスタントリカバリに適して
いる

テープへのZDBと比べて、ディスクアレイのサ
ポートが限定されている

ディスク+テープへのZDB

ディスク+テープへのZDBとは、基本的にディスクへのZDBとテープへのZDBを組み合わ
せたものです。
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複製は、ディスクへのZDBとまったく同じようにディスク上に作成され、次に、複製は、バッ
クアップメディア以外のテープにストリーミングされます。ディスクの複製を保持し、テープ
へのZDBとは異なり、インスタントリカバリに使用することができます。

複製方法とディスクアレイのサポートは、ディスクへのZDBと同じです。

同じバックアップ仕様を使って、ディスクへのZDBセッションと同じスケジュールで、ディス
ク+テープへのZDBを指定することができます。つまり、同じバックアップ仕様を使って、
ディスクへのZDBを1週間に6日実行し、ディスク+テープへのZDBを7日目に実行するな
ど、より高度なバックアップ管理を設定することができます。これにより、より融通性の高い
復元が可能になります。同じ複製セットが、両方の種類のセッションに使用されることに、
注意してください。

欠点利点

複製用のディスクスペースが恒久的に必要に
なる

バックアップおよびインスタントリカバリに適して
いる

テープへのZDBと比べて、ディスクアレイのサ
ポートが限定されている

個々のデータオブジェクトをテープバックアッ
プから復元できる

ディスクへのZDBとディスク+テープへのZDBを
高度に組み合わせることが可能

テープを使用しながら、複製セットローテーショ
ンも使用できる

インスタントリカバリ

ディスクへのZDBセッションまたはディスク+テープへのZDBセッションで作成された複製
を使用すると、インスタントリカバリでデータオブジェクトを特定の時点の状態に復元する
ことができます。プロセスの詳細については、「インスタントリカバリ」（85ページ）を参照し
てください。

インスタントリカバリセッションの後、複製がどうなるかは、ディスクアレイのモデル、選択し
た有効なインスタントリカバリの方法、インスタントリカバリに対して(GUIで)選択または(CLI
で)指定した他のオプションによって決まります。

• HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリの場合

• ディスクの切り換えによって(スプリットミラー復元の場合)、複製は、複製としての役
割を終えます。

• ソースボリュームを再同期するか(スプリットミラー復元の場合)、データを複製から
ソースボリュームに復元する場合(スナップショット複製の場合)、インスタントリカバ

複製のライフサイクル74



リセッションに対して(GUIで)選択または(CLIで)指定したオプションによって、複製
をディスクアレイに保持できるかどうかが決まります。

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリの場合

• ディスクの切り換えによって、複製は、複製としての役割を終えます。

• 複製のデータをソースボリュームにコピーすることによって以下の結果が生じま
す。

– Data Protector HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentのみが使用される
場合、複製はディスクアレイで保持されます。

– Data ProtectorのMSボリューム シャドウ コピー統合とData Protector HP
StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentが使用される場合は、インスタントリカバ
リセッションに対して(GUIで)選択または(CLIで)指定したオプションによって、複製
をディスクアレイに保持できるかどうかが決まります。

• HP StorageWorks P4000 SANソリューションの場合複製のデータがソースボリューム
にコピーされ、複製がディスクアレイに保持されます。ただし、インスタントリカバリ用に
選択した複製よりも新しい複製が複製セットに存在する場合は、その新しい複製は
ディスクアレイから自動的に削除されます。

複製の削除
複製は、自動または手動で削除できます。

• 自動:

• 複製が複製ローテーションセット内の最も古いメンバーになると、セット内に新しい
複製が作成される際に自動的に上書き(または削除)されます。

ただし、複製を使用対象から除外して保護することができます。詳細は、『HPData
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してくださ
い。

• テープへのZDBに使用される複製は、保持することを明示的に指定しない限り、
セッションの終了後に自動的に削除されます。

• 削除されるようにインスタントリカバリのオプションで指定した場合、複製はインスタ
ントリカバリの終了後に削除されます。

• 特定のインスタントリカバリの方法を使用するセッションの後、複製は、複製として
使用されなくなることがあります。HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミ
リまたはHP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリでは、ディスクを切り
換える方式のインスタントリカバリを使用すると、複製は、復旧済みのソースにな
り、複製としての役割を終えます。

• HP StorageWorks P4000 SANソリューションでは、同じ複製セットにある古い複製
がインスタントリカバリに使用されると、それよりも新しい複製が自動的にディスクア
レイから削除されます。
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• 手動:

Data Protectorで使用する必要がなくなったら、Data ProtectorのCLIを使用して複製
をディスクアレイから削除できます。
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5 ZDBセッションプロセス

ZDBプロセスの概要
従来のData Protectorのバックアップでは、バックアップセッション全体にわたって、つま
りバックアップメディアへのデータのストリーミングが完了するまで、アプリケーションの動
作は影響を受けます。Data Protectorのゼロダウンタイムバックアップでは、アプリケーショ
ンの動作が影響を受けるのは、複製が作成される間だけです。

ZDBプロセスの主な手順は次のとおりです。

1. バックアップ対象のデータオブジェクトを特定します。「データオブジェクトの特定」
（77ページ）を参照してください。

2. アプリケーション データベースの稼動をフリーズします。「アプリケーションまたはデー
タベースの稼動のフリーズ」（78ページ）を参照してください。

3. 指定のデータオブジェクトを含む複製を作成します。「複製の作成」（79ページ）を
参照してください。

4. テープへのバックアップが必要な場合は、複製をテープにストリーミングします（「複
製からテープへのストリーミング」（80ページ）を参照）。

5. インスタントリカバリを実行できるようにする場合は、セッションに関する情報を記録し
ます。「セッション情報の記録」（81ページ）を参照してください。

データオブジェクトの特定
バックアップ対象のデータは、次のように特定され、準備されます。

1. Data Protectorは、アプリケーションシステムとバックアップシステムでプロセスを開始
します。

2. Backup Session ManagerによってZDBのバックアップ仕様が読み込まれ、アプリケー
ションシステム上のアプリケーション統合エージェントとディスクアレイエージェント、
およびバックアップシステム上のディスクアレイエージェントに必要な命令が渡され
ます。

アプリケーションシステムのZDBエージェントが、データオブジェクトから対応するファ
イルシステム(存在する場合)、ボリュームグループ(存在する場合)、基盤となってい
るストレージボリュームを特定します。これらのデータオブジェクトは、バックアップ仕
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様から直接取得されるか、サポートされているアプリケーション統合のいずれかから
得られます。

詳細は、『HP Data Protectorコンセプトガイド』を参照してください。

3. アプリケーションシステムが準備され、データが整合性のある状態になります。オン
ラインバックアップの場合、データベースはそのままになります。オフラインバックアッ
プでは、データベースはオフラインになります。ZDBオプションの[複製生成前にアプ
リケーションシステム上のファイルシステムをアンマウントする](HP StorageWorks
P6000 EVAディスクアレイファミリ)または[アプリケーションシステム上のファイルシス
テムをアンマウントする](HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ)が選択
されている場合、関係するファイルシステムはアンマウントされます。

アプリケーションまたはデータベースの稼動のフリーズ
複製を作成する間は、アプリケーションの稼動または該当するデータベースのセクション
をフリーズする必要があります。

アプリケーションデータベースまたはファイル システムは、アプリケーション統合エージェ
ントによって必要な状態に設定されます。「オフライン」複製の場合はすべてのデータベー
スの更新が停止し、「オンライン」複製の場合はすべてのデータベースの更新の経路がロ
グファイルに変更されます。

• 複製をオフラインで行う場合、複製の作成中はデータベースがオフラインになり、す
べてのファイルI/Oが停止します。このデータベースは、通常は、たとえば未適用の
REDOログを適用するなどの方法で、整合性のある状態に戻されます。

複製の作成にはほとんど時間はかかりませんが、その間アプリケーションはオフライン
になるため、高可用性アプリケーションには適していません。

• 複製をオンラインで行う場合、複製の作成中は、データベースがホットバックアップ
モードになります。このモードではデータベースはオンラインのままですが、データ
ベースは更新されず、代わりにすべてのデータベースI/Oがトランザクションログファ
イルに転送されます。複製の作成が完了した後、データベースにトランザクションログ
ファイルが適用され、最新の状態になります。

この複製方法ではアプリケーションへの影響が最小限に抑えられるため、稼動状態
を中断したくない場合には最適です。

これらの処理に関連する手順は、Data Protectorでサポートされているデータベースアプ
リケーションでは、バックアップ時に自動的に制御できます。また、その他のアプリケーショ
ンやファイルシステムのバックアップでも同様の動作をセットアップすることが可能です。
この場合は、実行前オプションおよび実行後オプションを使用して、複製の前後にスクリ
プトが実行されるように指定します。

いずれの場合も、バックアッププロセスによってアプリケーションへの影響があるのは複製
の作成時だけです。「オンライン」の場合は、データベース操作はまったく停止されず(ダ
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ウンタイムがゼロ)、パフォーマンスへの影響が最小限に抑えられます。主に、トランザク
ションログに書き込む必要のある情報の増加という影響に限られます。

オンラインバックアップとオフラインバックアップは、いずれもZDB複製技術を使用せず
に、Data Protectorで使用することもできます。ただし、従来のテープ バックアップの場合
は、バックアップセッションの間、データベースをホットバックアップモードに設定するかオ
フラインにする必要があるため、アプリケーションおよびデータベースの稼動への影響は
大きくなります。

複製の作成
1. 複製が作成されます。

2. アプリケーションシステムが動作を再開します。アンマウントされたファイルシステム
は、すべて再マウントされます。

オフラインバックアップの場合は、データベースをオンラインに戻して、通常の稼動
を再開できます。

オンラインバックアップの場合は、トランザクションログファイルと、複製の作成中に
キャッシュされた情報がデータベースに適用されます。

3. バックアップシステム環境が複製のディスクおよびデータに合わせて準備されます。
スキャンが行われ、新しいデバイスが検出されます。また、ボリュームグループがイン
ポートされ、アクティブ化されます。さらに、ファイルシステムがマウントされます。

データオブジェクトの複製

データベースまたはファイルシステムが必要な状態になると、アプリケーションシステムお
よびバックアップシステムのディスクアレイエージェントがトリガーされ、複製が実行されま
す。

2つのディスクアレイエージェントはペアとして機能します。

• アプリケーションシステムのエージェントによって、特定のデータがそのデータを含む
ボリュームに変換されます。

• バックアップシステムのエージェントによって、複製に必要なボリュームが割り当てられ
ます。

次に、ディスクアレイにより、そのディスクに複製が作成されます。

複製方法は、使用されたディスクアレイの種類、ディスクアレイがローカル複製とリモート
複製のどちらを対象として構成されているか、LVMミラーが必要がどうかなどによって異
なります。スプリットミラーおよびスナップショットの複製の実行方法については、第2章（35
ページ）を参照してください。

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 79



複製からテープへのストリーミング
1. テープへのZDBおよびディスク+テープへのZDBでは、複製がテープへストリーミン

グされます。

2. バックアップシステムがクリアされます。また、ファイルシステムがアンマウントされま
す。さらに、新しいボリューム管理システムが非アクティブになり、削除されます。

テープへの複製のバックアップ

マウントポイントの作成

複製内のデータをテープやその他のバックアップメディアに移動するには、まず複製を
バックアップシステムにマウントする必要があります。

Data Protectorでは、バックアップシステム上にマウントポイントが作成され、そのポイント
に複製内のファイルシステムがマウントされます。このプロセスは、バックアップの対象が
アプリケーション、ディスクイメージ、ファイルシステムのいずれかによって異なります。

テープへのデータの移動(標準)

バックアップ仕様の定義に従って、データオブジェクトがData Protector Media Agentを
使用してテープにストリーミングされます。

テープ上のセッション情報とIDB内のセッション情報が従来のテープバックアップを実行
した場合と同じになるよう、複製からではなくオリジナルの場所からデータオブジェクトを
取得しているかのように、情報がテープに書き込まれます。これにより、テープへのZDB
およびディスク+テープへのZDBセッションのデータオブジェクトは、標準的な復元手順で
アプリケーションシステムに直接格納できるようになります。

増分ZDB

増分ZDBは、ファイルシステム のテープへのZDBまたはディスク+テープへのZDBセッ
ションであり、非ZDBの増分セッションで使用される条件と同じ増分バックアップ条件を満
たすファイルだけがテープにストリーミングされます。複製は、フルZDBセッションでも増
分ZDBセッションでも同じ方法で作成されます。

作成後の複製

複製の作成後は、以下のようになります。
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• ディスクへのZDBおよびディスク+テープへのZDBでは、複製はインスタントリカバ
リ用にディスクアレイで保持されます。複製が複製セットに属している場合は、そのセッ
トで最も古い複製になるまで、ディスクアレイで保持された後、同じバックアップ仕様
を使用して実行された次回のディスクへのZDBセッションまたはディスク+テープへの
ZDBセッションで作成された複製に置き換えられます(複製が使用対象から除外され
ている場合を除く)。

• テープへのZDBセッションの後、データがテープにバックアップされたとき、デフォル
トでは複製が自動的に削除されます。複製をディスクアレイに残しておくことは可能で
すが、この複製はインスタントリカバリには使用できません。

ZDBオプションの詳細は、『HPData Protector Zero Downtime Backup Administrator's
Guide』を参照してください。

バックアップシステムへの複製のマウント
Data Protectorは、バックアップシステムにマウントポイントを作成し、複製のファイルシス
テムをそのマウントポイントにマウントします。マウントポイントのパスは、アプリケーション
またはファイルシステムのバックアップが実行されているかどうかと、GUIで選択したバック
アップ仕様のオプションによって異なります。また、ZDBセッションが完了した後もファイル
システムがマウントポイントのパスにマウントされた状態にしておくことを選択できます。

VSS統合では、GUIで選択したバックアップ仕様のオプションによって、マウントポイントが
バックアップシステムに作成されるかどうかと、複製のファイルシステムが読み取り/書き込
みモードと読み取り専用モードのどちらでマウントポイントのパスにマウントされるかが決
まります。

セッション情報の記録
この段階で、作成した複製を次のセッションで再利用することができます。インスタントリカ
バリが有効になっている場合は、さらにIRセッション情報がIDBに保存され、IRが必要な
場合に複製が保持されます。

IDBへのセッション情報の書き込み

Data Protectorの従来のバックアップと同様に、セッション全体にわたってIDBにZDBセッ
ション情報(復元に使用できるバックアップメディアやデータオブジェクトに関する情報な
ど)が書き込まれます。

• ディスクへのZDBおよびディスク+テープへのZDBの場合は、複製に関するディス
クアレイ固有の情報もインスタントリカバリ用にZDBデータベースに書き込まれます。
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• テープへのZDBの場合は、複製をバックアップ後にディスクアレイで保持する場合で
も、インスタントリカバリの情報はZDBデータベースに記録されません。

ZDBデータベース は、Cell ManagerのIDBの拡張です。ZDBデータベースには、Data
ProtectorのZDBとIRに標準対応するディスクアレイごとに以下の独立したセクションがあ
ります。

• SMISDB (P6000 EVAアレイ)

• XPDB (P9000 XPアレイ)

情報は、複製の作成時にZDBデータベースに書き込まれ、複製の削除時にZDBデータ
ベースから削除されます。

ZDBデータベースのセクションとその用途に関する詳細は、『HP Data Protector Zero
Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してください。
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6 インスタントリカバリおよびその他の
ZDBセッションからの復元技術

概要
インスタントリカバリでは、完全な複製をアプリケーションシステムへの影響を最小限に抑
えながら高速で復元します。バックアップ仕様で指定されたデータオブジェクトに含まれ
るすべてのボリュームは、特定の時点の状態に戻ります。

ZDBセッションが終了すると、関連付けられている復元オブジェクトと復元セッションを次
のGUIコンテキストで表示することができます。

• テープへのZDBまたはディスク+テープへのZDBの完了後、[復元]コンテキストで、テー
プからデータオブジェクトを復元できます。

• テープへのZDBまたはディスク+テープへのZDBの完了後、[インスタントリカバリ]コン
テキストで、複製からの復元ができます。

また、Data ProtectorのCLIを使用する方法もあります。

復元の方法は、実行したZDBセッションの種類や、使用されているディスクアレイの種類
によって異なります。以下のセクションでは、復元に使用可能な方法について説明しま
す。

インスタントリカバリ

可用性

ローカル複製:

• ディスクへのZDB

• ディスク+テープへのZDB
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注記：

EMCアレイ上では、インスタントリカバリはサポートされていません。テープへのZDB
のみが可能です。

機能

完全な複製を、アプリケーションシステムへの影響を最小限に抑えながら高速で復元す
ることができます。バックアップ仕様で指定されたデータオブジェクトに含まれるすべての
ボリュームは、特定の時点の状態に戻ります。

詳細情報

「インスタントリカバリ」（31ページ）を参照してください。

さまざまな種類の複製が必要になるほか、ディスクアレイのいくつかの制限事項があるた
め、詳細な復元プロセスはディスクアレイの種類ごとに異なります。詳細は、『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してください。

Data Protectorの標準復元

可用性

ローカルおよびリモートの複製で以下の処理が可能です。

• テープへのZDB

• ディスク+テープへのZDB

機能

個々のバックアップオブジェクトを、テープからアプリケーションシステムに直接復元する
ことができます。

標準復元が行える対象は、実際にテープにストリーミングされた内容によって異なります。
つまり、テープへのZDBまたはディスク+テープへのZDBのバックアップ仕様に依存しま
す。ソースボリュームの完全な内容がバックアップ仕様で選択された場合、すべてのオブ
ジェクトがテープにストリーミングされます。そうでない場合は、ソースボリューム全体が複
製される場合でも、選択されたバックアップオブジェクトだけがテープにストリーミングされ
ます。
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詳細情報

オンラインヘルプの索引「標準復元手順」を参照してください。

スプリットミラー復元

注記：

最新のSANに接続された極めて高速なテープドライブの速度であれば、アプリケー
ションシステムに直接復元するほうが、スプリットミラー復元よりも時間がかからない
ことがほとんどです。

可用性

特定のディスクアレイモデルのローカル複製では次の処理が可能です。

• テープへのZDB

• ディスク+テープへのZDB

ディスクイメージ、ファイルシステム、およびファイルシステムベースのアプリケーションの
バックアップに使用できます。

機能

アプリケーションシステムへの影響を最小限に抑えて、個々のバックアップオブジェクトか
ら複製全体の内容にいたるまで、任意のものを復元することができます。スプリットミラー
復元を使用すると、部分的に破損していながらも使用可能なシステムに対して、影響度
が低い復元を実行することができます。

スプリットミラー復元が行える対象は、前述の標準復元と同様に、実際にテープにストリー
ミングされた内容によって異なります。

詳細情報

「スプリットミラー復元」（90ページ）を参照してください。

インスタントリカバリ
インスタントリカバリでは、失われたデータや破損したデータは、以前にディスクアレイの
他のボリュームに複製された既存の正常なデータで置き換えられます。以前に複製され
たこのデータは、完全なストレージボリュームレベル上で処理されます。その後のプロセ
スは、復元されるアプリケーションによって異なります。
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• ファイルシステムが複製されている場合は、この手順のみで、複製が作成された時
点の状態にデータを戻すことができます。

• データベースアプリケーションでは、インスタントリカバリの実行後に、トランザクショ
ンログファイルの復元および適用など、データベースを完全に復元するための追加
操作の実行が必要となる場合があります。この方法では、その時点のログファイルが
存在する場合、複製の作成時より後の時点まで、データベースを復元できる可能性
があります(一般的にロールフォワードと呼ばれています)。通常、これには別のバック
アップメディアやバックアップデバイスを使用する必要があります。詳細は、『HPData
Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照してください。

インスタント リカバリでは、ソースボリュームに代わってターゲットボリュームがシステムに
提示されるか(このインスタントリカバリ方法はスナップクローンがある場合にのみ使用でき
ます)、またはデータのコピー操作が実行され、ソースボリュームにあるデータがターゲッ
トボリュームにあるデータによって置き換えられます。この処理はディスクアレイ内部で実
行され、他のバックアップメディアやバックアップデバイスを必要としません。このため、イ
ンスタントリカバリは非常に高速に実行されます。

Data Protectorのディスクアレイエージェントのみを使用するインスタントリカバリセッション
では、バックアップ仕様で指定されているバックアップオブジェクトを個別に指定して復元
することはできず、インスタントリカバリの対象としてバックアップオブジェクトセット全体し
か選択できないので、復元できるのは複製全体のみです。また、LVMが構成されたUNIX
システムでは、複製を構成するボリュームが復元されるだけでなく、これらのボリュームが
存在するボリュームグループ全体も複製の作成時点の状態に戻ります。

Data ProtectorのMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス統合を使用するインスタント
リカバリセッションでは、インスタントリカバリセッションに使用される各ボリュームに格納さ
れているすべてのバックアップオブジェクトが選択されている限り、バックアップ仕様で指
定されているバックアップオブジェクトをインスタントリカバリの対象として個別に選択する
ことができます。復元されるのは、インスタントリカバリの対象として選択されているオブジェ
クトが存在するボリュームだけで、同じボリュームグループの他のボリュームはそのまま残
されます。

複製をData ProtectorのGUIで直接表示したり選択したりすることはできませんが、インス
タントリカバリ用に複製を作成したセッションを表示および選択することは可能です。

さまざまな種類の複製が必要なうえにディスクアレイのいくつかの制限事項があるため、
復元プロセスの詳細はディスクアレイの種類ごとに異なるほか、Data ProtectorのMicrosoft
ボリュームシャドウコピーサービス統合が使用されるかどうかによっても異なります。HP
StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ、HP StorageWorks P9000 XPディスクア
レイファミリ、HP StorageWorks P4000 SANソリューションの詳細については、『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してください。Data
ProtectorのMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス統合の詳細については、『HP
Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照してください。
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インスタントリカバリプロセス

インスタントリカバリの例を次に示します。

図 23 インスタントリカバリの例

1. 復元する複製を決定し、その複製を作成したZDBセッションを選択します。

2. インスタントリカバリのオプションを選択します。これらは、主にインスタントリカバリの
方法とデータの安全レベルを選択するためのオプションです。

これらのオプションにより、オペレーティングシステム、選択したインスタントリカバリ方
法、ディスクアレイのモデルに応じて以下のことが可能になります。

• LVMが構成されたUNIXシステム - インスタントリカバリに使用されるボリュー
ムグループの構成が、復元対象の複製の作成後に変更されていないかどうかを
確認できます。

このチェックによって、復元対象の複製内のデータに対して実行されたCRCが、
複製の作成時点のCRCと一致しているかどうかも確認できます。

• 特定のインスタントリカバリの方法では、データを復元した後のいずれかの手順
で問題が発生したときのために、インスタントリカバリセッション後もディスクアレイ
で複製を保持することができます。

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ - バックアップシステム
以外のシステムが複製にアクセスできないようにすることができます。

3. 必要に応じて、さらに安全を期すためにインスタントリカバリセッションのプレビュー
を実行できます。

注記：

Data ProtectorのMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス統合を使用するイ
ンスタントリカバリセッションでは、インスタントリカバリのプレビューを使用する
ことはできません。

4. インスタントリカバリを開始します。
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その後、Data Protectorでは次の処理が行われます。

1. アプリケーションシステムとバックアップシステムで処理が開始されます。

2. IDBからセッション情報が抽出され、さらにZDBデータベースからセッションに関連す
るアレイ固有の情報が抽出されます。

3. 必要なチェックが実行され、インスタントリカバリを正常に実行するために必要な条
件がすべて満たされていることが検証されます(指定したインスタントリカバリのオプ
ションも検証されます)。

4. いずれかのボリュームグループを(LVMが構成されたUNIXシステムで)非アクティブ
化してアプリケーションシステムが準備され、複製に関連付けれらているすべての
ファイルシステムがアンマウントされます。

5. 元のデータが復元されます。

ディスクアレイのモデル、インスタントリカバリの方法(使用可能な方法から選択する
か、特定の複製の種類によって強制的に決まります)、インスタントリカバリセッション
に対して選択する他のオプションに応じて、以下のインスタントリカバリの方法を使用
することができます。

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリでは、次の2つのインスタント
リカバリの方法が使用可能です。

• ディスクを切り替える

選択したスナップクローン複製がオリジナルのソースボリュームに置き換えら
れます。オリジナルのソースボリュームに対して作成されたすべてのホストプ
レゼンテーションは、実質的に新しいソースボリュームとなる、復元されたス
ナップクローンボリュームに対して作成されます。Data Protectorの場合、ス
ナップクローン複製は関連する複製セットから削除されます。インスタントリカ
バリをもう一度実行することはできません。古いソースボリュームを保持するこ
とも保持しないことも可能です。

この方法では、ゼロダウンタイムバックアップセッションで使用されるData
Protectorコンポーネントに応じて、Data Protector HP StorageWorks P6000
EVA SMI-S Agentのみが使用されるか、Data ProtectorのMicrosoftボリュー
ムシャドウコピーサービス統合とMicrosoft Virtual Disk Serviceとが使用され
ます。

• 複製データをソースボリュームにコピーする

複製からのデータが元のストレージにコピーされます。ソースボリュームを保
持することも保持しないことも可能です。

ソースボリュームを保持することを選択すると、まず同じディスクグループ内に
ソースボリュームの新しいスナップショットが作成され、その後に既存の複製
からのデータがソースボリュームに復元されます。元のデータは、新しく作成
されたスナップショットに保持されます。

ソースボリュームを保持しないことを選択すると、事前の処理を実行せずに既
存の複製からのデータがソースボリュームに復元されます。
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この方法では、ゼロダウンタイムバックアップセッションで使用されるData
Protectorコンポーネントに応じて、Data Protector HP StorageWorks P6000
EVA SMI-S Agentのみが使用されるか、Data ProtectorのMicrosoftボリュー
ムシャドウコピーサービス統合とData Protector HP StorageWorks P6000 EVA
SMI-S Agentとが使用されます。

• HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリでは、次の2つのインスタントリ
カバリの方法が使用可能です。

• ディスクを切り替える

選択したスプリットミラー複製が元のソースボリュームで置き換えられます。オ
リジナルのソースボリュームに対して作成されたすべてのホストプレゼンテー
ションは、実質的に新しいソースボリュームとなる、復元された複製ボリューム
に対して作成されます。Data Protectorの場合、複製は関連する複製セット
から削除されます。インスタントリカバリをもう一度実行することはできません。
古いソースボリュームを保持することも保持しないことも可能です。

この方法では、Data ProtectorのMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス
統合とMicrosoft Virtual Disk Serviceとが使用されます。

• ソースボリュームを(スプリットミラー複製を使用して)再同期するか、データを
(スナップショット複製を使用して)スナップショットからソースボリュームに復元
する

スプリットミラー複製を使用すると、ソースボリュームは選択した複製のボリュー
ムに再同期されます。スナップショット複製を使用する場合は、選択した複製
のデータがソースボリュームにコピーされます。

この方法では、ゼロダウンタイムバックアップセッションで使用されるData
Protectorコンポーネントに応じて、Data Protector HP StorageWorks P9000
XP Agentのみが使用されるか、Data ProtectorのMicrosoftボリュームシャド
ウコピーサービス統合とHP StorageWorks P9000 XP Agentとが使用されま
す。

• HP StorageWorks P4000 SANソリューションでは、以下の1つのインスタントリカ
バリの方法だけが使用可能です。

• 複製データをソースボリュームにコピーする

複製のデータが元のストレージにコピーされ、ソースボリュームは保持されま
せん。複製は保持されますが、インスタントリカバリに対して選択した複製より
も新しい複製が複製セットに存在する場合は、その新しい複製がディスクア
レイから削除されます。

この方法では、Data ProtectorのMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス
統合とData Protector HP StorageWorks P4000 Agentとが使用されます。

6. 無効化されていたすべてのボリュームグループが再度有効化され、アンマウントされ
ていたすべてのファイルシステムが再マウントされます。
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インスタントリカバリの完了後、ソースボリュームの内容は複製が作成された時点の状態
に戻ります。

インスタントリカバリとLVMミラー

LVMミラーと、HP BC P6000 EVA構成またはHP BC P9000 XP構成とを使用してHP-UX
システムで実行されたZDBセッションのインスタントリカバリがサポートされています。ただ
し、追加で手動の手順を実行する必要があります。詳細は、『HP Data Protector Zero
Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してください。

クラスターでのインスタントリカバリ

インスタントリカバリは、アプリケーションシステム上のクラスター環境で実行されているア
プリケーションまたはファイルシステムでサポートされます。ただし、実行する必要がある
手順が増えます。詳細は、『HP Data Protector Zero Downtime Backup
Administrator's Guide』を参照してください。VSS統合に固有の情報については、『HP
Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照してください。

スプリットミラー復元

注記：

最新のSANに接続されたテープドライブの速度であれば、アプリケーションシステム
に直接復元するほうが、スプリットミラー復元よりも時間がかからないことがほとんど
です。

スプリットミラー復元では、まずバックアップシステムでバックアップオブジェクトがテープ
から複製(既存の複製または復元用に新しく作成された複製)に移動されます。次に、ア
プリケーションシステムが使用可能なソースボリュームに複製のデータが復元され、ソー
スボリュームの既存の内容が事実上置き換えられます。この複製は、完全なセッションま
たは個々のバックアップオブジェクトの復元に使用することができます。

この方法は、テープへのZDBセッションまたはディスク+テープへのZDBセッションにより
以下の条件で作成されたファイルシステムおよびディスクイメージからのデータの復元に
使用できます。

• XPで、P9000 XPアレイ、HP Business Copy (BC) P9000 XP構成の使用

• EMCで、Symmetrix TimeFinder、SRDF、または組み合わせ(SRDF+TimeFinder)構成
を使用している場合。
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スプリットミラー復元のプロセス

P9000 XPアレイでのスプリットミラー復元のプロセスの例を以下に示します。

図 24 スプリットミラー復元の例

1. 復元に使用する複製を選択するか、ソースボリュームの最新の複製となる新しい複
製を作成します。

2. バックアップシステムを通じて、必要なオブジェクトをテープから複製に復元します。

3. 複製からデータを復元します。事実上、ソースボリューム上のデータが、複製に格納
されているデータで置き換えられます。

処理が完了すると、以下のように、選択した複製の内容でソースボリュームの内容が置き
換えられています。

• テープから複製に復元されたバックアップオブジェクトは、ZDBセッションが実行され
た時点の状態に戻ります。

• 残りの内容は、複製作成時点の状態に戻ります。
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7 計画

概要
ZDB戦略の計画を行う際は、以下の手順を考慮に入れる必要があります。

1. 次のようなバックアップの要件と制限事項を定義します。

• バックアップを実行する頻度。

• バックアップデータを別のメディアセットにコピーする必要があるかどうか。

2. ディスクアレイのパフォーマンスに影響を及ぼす要因を把握します。

3. バックアップの概念とその実装方法をサポートするバックアップ戦略を準備します。

この章では、バックアップソリューションの計画およびZDBパフォーマンスの向上に役立
つ重要な情報および留意事項について説明します。

復旧の柔軟性

特定の時点への復旧を柔軟に行えるようにするには、以下の点に留意する必要がありま
す。

• 複製を定期的に作成し、ディスクアレイに保存しておく。

• ログファイルを定期的にバックアップする。

ディスクアレイのスペースの使用量を管理するために、以下の作業を行います。

• スケジュールを設定したZDBバックアップセッションに基づいてバックアップポリシー
を定義して、それぞれが特定の時点に対応する、時系列順の複製を設定します。こ
のような複製セットの複製の数は、ディスクアレイの空き容量と必要な時間範囲によっ
て決まります。

特定の種類のスナップショット複製では、ディスクアレイのモデルやインストールされ
ているディスクアレイのファームウェアリビジョンによってセットの複製の最大数が制限
されることがあります。

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリのみ:適切なスナップショット
の種類を選択します。
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スプリットミラーディスクアレイ
HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ統合ソフトウェアおよびEMC Symmetrix
Disk Array統合ソフトウェアには、バックアップポリシーを定義できる以下のオプションが
用意されています。

• オリジナルデータのミラーコピーをテープに移動する。

• ミラーを分割した状態に保つか、または再同期する。

• 次のバックアップに使用するディスクを準備する。

バックアップポリシーの例については、『HP Data Protector Zero Downtime Backup
Administrator's Guide』を参照してください。

この章で説明されているスプリットミラーディスクアレイのパフォーマンスに関する一般的
な推奨事項と制限事項が記載されています。

スナップショットディスクアレイ
Data ProtectorのHP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ統合を使用する場
合は、バックアップ方針を策定するときに以下の事項を考慮してください。

• スナップショットの種類(標準スナップショット、vsnap、スナップクローン)

• 複製の冗長レベル - 『HPData Protector Zero Downtime Backup Administrator's
Guide』を参照してください。

• 他のディスクアレイに固有の考慮事項 - 「ディスクアレイ固有の考慮事項」（95ペー
ジ）を参照してください。

• インスタントリカバリ - ディスクアレイ固有の考慮事項および『HP Data Protector
Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してください。

Data ProtectorのHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ統合を使用する場合
は、バックアップ方針を策定するときに以下の事項を考慮してください。

• 複製の種類(スプリットミラーまたはスナップショット) - 「ディスクアレイ固有の考慮事
項」（95ページ）を参照してください。

• インスタントリカバリ - 「ディスクアレイ固有の考慮事項」（95ページ）および『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してください。

Data ProtectorのHP StorageWorks P4000 SANソリューション統合を使用する場合は、
バックアップ方針を策定するときに以下の事項を考慮してください。

• インスタントリカバリ - 「ディスクアレイ固有の考慮事項」（95ページ）を参照してくださ
い。
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ディスクアレイ固有の考慮事項

P6000 EVAアレイでの複製の作成

特定のソースボリュームの新しいスナップクローンを作成できるのは、そのボリュームを対
象とした前のスナップクローンの作成が終了している場合だけです。終了していない場
合、この処理が、指定した間隔で指定した回数まで自動的に再試行されます。標準スナッ
プショットとvsnapには、この制約はありません。

ゼロダウンタイムバックアップセッションの実行中、アプリケーションシステムのパフォーマ
ンスに影響する時間は、以下のようにミラークローンを使用して短縮できますが、ディスク
アレイのストレージ容量の使用量が増加します。

1. HP StorageWorks Command View (CV) EVAを使用して、アプリケーションデータが
置かれている元のストレージボリュームのミラークローンを作成します。

ミラークローンの作成は、Data ProtectorのZDBセッションがすでに実行されていると
きに発生した場合、時間がかかることがあります。また、その状況でミラークローンを
作成するとバックアップウィンドウを短縮できなくなります。この手順を行うと、そのよ
うな状況を回避することができます。

2. ZDBセッションで使用されるZDBバックアップ仕様で、スナップショットのソースとして
ミラークローンを選択します。

詳細は、『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参
照してください。

P6000 EVAアレイの複製セット

以下のような場合は、複製を再使用することができません。

• スナップクローンであるいずれかのターゲットボリュームにスナップショットが接続され
ている場合。

• 再使用するターゲットボリュームのいずれかがシステムに存在する場合。

「再使用」は、ある複製が複製セットから削除され、新しい複製が作成されることを意味し
ています。これは、複製セットの複製が指定最大数に達し、新しい複製が必要になったと
きに最も古い複製で発生することがほとんどです。

再使用の対象の複製が使用中であり、別のセッションによってロックされている場合、Data
Protector StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentは新しい複製を作成し、既存の複製
を削除対象として設定します。そのような余分な複製は、後でomnidbsmisコマンドを使用
して削除することができます。詳細は、『HP Data Protector Command Line Interface
Reference』を参照してください。
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特定のZDBセッションでData Protectorによって自動的に作成されたミラークローンは、イ
ンスタントリカバリに使用できないので、複製セットのローテーションから除外されます。

詳細は、『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参
照してください。

P6000 EVAアレイでのインスタントリカバリ

インスタントリカバリは、ターゲットボリュームに使用されているスナップショットの種類に関
係なく実行することができます。インスタントリカバリ用に選択したものよりも新しい複製が
複製セットに存在する場合でも、新しい複製は、使用されているスナップショットの種類(標
準スナップショット、vsnap、スナップクローン)に関係なく保持されます。

ゼロダウンタイムバックアップセッションに使用されるスナップショットの種類を選択する前
に、以下の事項を考慮してください。

• インスタントリカバリで最も高速なのはディスクを切り替える方法です。この方法は、ス
ナップショットの種類がスナップクローンの場合にのみ使用できます。

• 標準スナップショットまたはvsnapで構成される複製をインスタントリカバリに選択したと
き、選択した複製よりも新しい複製が複製セットに存在する場合は、インスタントリカバ
リの処理時間が通常よりも長くなります。この理由は、ソースボリュームだけでなく、新
しい複製もセッション中にすべて更新しなければならないためです。そのような状況
では、複製セットの複製の数をよく考えて定義しないと、インスタントリカバリの所要時
間が長くなることがあります。

ミラークローンのスナップショットが、対応するゼロダウンタイムバックアップセッションで作
成された場合、インスタントリカバリの実行中、ミラークローンスナップショットからのデータ
は、ミラークローン自身ではなく、元のボリュームに復元されます。

P9000 XPアレイでの複製の種類の選択

ZDBバックアップ仕様を作成するときに、目的の複製の種類をData ProtectorのGUIで直
接選択することはできません。ただし、適切なミラーユニット(MU)番号または番号の範囲
を使用して、特定の複製の種類がData Protectorで使用されるようにすることは可能で
す。特定の番号のMUに属するソースボリュームがゼロダウンタイムバックアップセッション
で使用される場合、Data Protector HP StorageWorks P9000 XP Agentはペアになって
いる仮想ディスクの種類に応じて複製の種類を選択します。このため、HP P9000 XPリ
モートWebコンソールを使用してこの仮想ディスクを事前に構成しておく必要があります。

P9000 XPアレイでのインスタントリカバリ

インスタントリカバリに使用する複製を選択したときに、選択したものよりも新しい複製が複
製セットに存在する場合でも、新しい複製は種類(スプリットミラー、スナップショット)に関
係なくセッション後も保持されます。
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バックアップポリシーの適用範囲内で実行されているZDBセッションで使用される複製の
種類を選択する前に、インスタントリカバリにスプリットミラー複製を選択したときにインスタ
ントリカバリ処理が最も高速で実行されることと、P9000 XPアレイの機能である簡易復元
モードがディスクアレイの複製ボリュームの事前構成中に有効になることを考慮してくださ
い。

P4000 SANソリューションでのインスタントリカバリ

インスタントリカバリに使用する複製を選択したときに、選択した複製よりも新しい複製が
複製セットに存在する場合、新しい複製は自動的にディスクアレイから削除されます。新
しい複製のボリュームのスマートクローンがディスクアレイに存在するなどの理由で、特定
の新しい複製を削除できない場合、インスタントリカバリセッションは失敗します。また、イ
ンスタントリカバリ用に選択した複製のソースボリュームの新しい複製がData Protectorに
よって作成されたものではない場合も、インスタントリカバリセッションは失敗します。

並列処理

ロック

バックアップデバイスのロック

通常の(ZDBではない)Data Protectorのバックアップセッションおよび復元セッションでは、
バックアップセッションまたは復元セッションの最初にセッションで使用されるテープデバ
イスがロックされ、セッションの最後にロックが解除されます。Data Protectorテープデバイ
スのロックについての詳細は、オンラインヘルプで説明されています。ZDB用統合ソフト
ウェアを使用すると、テープデバイスのロックの方法が変わり、テープデバイスとの転送に
必要な期間のみデバイスがロックされるようになります。

• テープへのZDBセッションまたはディスク+テープへのZDBセッションでは、複製の作
成後、複製されたデータがテープへストリーミングされる前にロックがかかります。

• 特定のディスクアレイファミリでサポートされているスプリットミラー復元セッションで、複
製が作成されてから、バックアップデータがテープデバイスから複製に移動されるま
でにロックが発生します。

テープデバイスとの間のデータ転送が終了した時点で、デバイスのロックは解除されま
す。

ディスクへのZDBセッションまたはインスタントリカバリセッションでは、テープデバイスは
使用されないため、テープデバイスはロックされません。
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ディスクのロック

ZDBセッションまたはインスタントリカバリセッションが、別のセッションで使用中の可能性
があるストレージボリュームにアクセスしないようにするために、Data Protectorでは、内部
ディスクロックメカニズムが導入されています。これにより、他の操作で使用されている間、
ストレージボリュームはロックされます。

要求された処理に必要なストレージボリュームをロックできない場合(他のプロセスによっ
てすでにロックされている場合)は、Data Protectorから警告が表示され、セッションは中
止されます。

バックアップシナリオ
バックアップ戦略は、フルバックアップと増分バックアップで構成できます。これらのセッ
ションは、ZDBのみ、または非ZDBのみでなくてもかまいません。さまざまなやり方で組み
合わせることができます。以下の組み合わせがサポートされます。

表 6 バックアップシナリオ

増分バックアップフルバックアップ

ZDBZDB

非ZDBZDB

非ZDBとZDBZDB

ZDB非ZDB

ZDBと非ZDB非ZDB
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注記：

ZDBと非ZDBセッションで同じオブジェクトをバックアップしたい場合には、バックアッ
プの種類ごとに別々のバックアップ仕様を作成します。たとえば、ディスク+テープへ
のZDB用に1つ、テープへのZDB用に1つ、非ZDBセッション用に1つ、それぞれバック
アップ仕様を作成します。

バックアップ仕様で選択したバックアップオブジェクトが必ず一致するようにしてくださ
い(同じクライアント、マウスポイント、および説明)。一致しない場合、Data Protector
ではこれらのバックアップを別のオブジェクトとして扱うため、復元時にテープからの
増分バックアップとフルバックアップを同じ復元チェーンに含めることができなくなりま
す。

以下は、増分ZDBセッションの利点の一部です。

• インスタントリカバリの精度に優れている(バックアップ仕様で[複製をインスタント
リカバリに使用する]オプションを選択した場合)。

• バックアップ時のアプリケーションシステムのパフォーマンスへの影響を低減できる。

• テープにストリーミングされるデータの量を削減できる。

例

複製を2、3日ごとに作成してその複製をインスタントリカバリ用に保持しておくことにより、
インスタントリカバリの精度を高め、さらにテープにストリーミングされるデータの量を削減
したいという場合には、以下のようなバックアップ戦略を使用することができます。

• 日曜日に、ディスク+テープへのフルZDBセッション

• 火曜日と木曜日に、ディスク+テープへの増分ZDBセッション

• その他の曜日に、テープへの増分ZDBセッション

このシナリオでは、以下のようにバックアップを構成します。

• ディスク+テープへのZDBバックアップ仕様を作成し、日曜日のフルバックアップ、火
曜日および木曜日の増分バックアップをスケジュールします。

• テープへのZDBバックアップ仕様を作成し、月曜日、水曜日、金曜日、および土曜日
の増分バックアップをスケジュールします。

データを復元するには、複製(迅速な復元)またはテープのバックアップを使用することが
できます。2つの復元の種類を組み合わせて、まず複製を復元し、次にテープから指定
したバックアップの個々のファイルを復元することもできます。
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A サポートされている構成

概要
この付録では、各種ディスクアレイでサポートされている構成に関する情報を示します。
示されている構成は、Hewlett-Packardによってサポートされています。サポートされる構
成の最新情報については、http://www.hp.com/support/manualsにある最新のサポート
一覧を参照してください。リストに記載されていないデータ バックアップ構成は必ずしも
サポートできないという意味ではありません。当社の営業担当へご連絡いただき、他の構
成についてもサポートが可能かどうかお問い合わせください。

単一ホスト(BC1)構成は、1つのシステムがアプリケーションシステムおよびバックアップシ
ステムとして機能する構成ですが、パフォーマンスに問題があるためお勧めしません。
BC1構成では、ファイルシステムバックアップとディスクイメージバックアップのみを実行す
ることができます。

Linuxプラットフォームを基盤とする、HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ
の単一ホスト(BC1)構成はサポートされていません。単一ホスト(BC1)構成では、1つの
Linuxシステムがアプリケーションシステムおよびバックアップシステムとして機能します。

次の表に、Data Protectorでサポートされているディスクアレイで、複製の作成機能があ
るものを示します(ほとんどの場合は、複製セットも作成できます)。

表 7 Data Protectorで使用できるディスクアレイ

サポートされる複製方法略称ディスクアレイファミリ

スナップショットP6000 EVAアレイ
HP StorageWorks P6000 EVAディス
クアレイファミリ

スプリットミラー、スナップ
ショット

P9000 XPアレイ
HP StorageWorks P9000 XPディスク
アレイファミリ

スナップショットP4000 SANソリューション
HP StorageWorks P4000 SANソリュー
ション

スプリットミラーEMCEMC Symmetrix Disk Array
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サポートされているどの構成でも、ZDBバックアップ仕様には1つのアプリケーションシス
テムと1つのバックアップシステムしか含めることができません。ただし、各アプリケーショ
ンシステムに対して複数のバックアップ仕様を用意し、それらを使用して同じアプリケー
ションシステムを別々のファイルシステムに同時にバックアップすることは可能です。複数
のアプリケーションシステムがある構成については、「マウントポイントの作成」（80ページ）
を参照してください。どの構成でも、元のデータとバックアップデータを同種類の複数の
ディスクアレイに分散することができます。

各構成ごとに固有の動作パターンがあり、バックアップ/復旧機能を保証するための制御
機能についての固有の要件があります。

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリでサ
ポートされている構成

ローカル複製構成

ローカル複製には、HP BC P6000 EVA構成が使用されます。

個別のバックアップシステムをディスクアレイに接続する必要があります。複製が作成され
ると、Data Protectorはバックアップシステムの新しいディスクをスキャンし、デバイスファイ
ルを作成するほか(UNIXシステムの場合)、ファイルシステムをバックアップシステムにマ
ウントするのに必要なその他の手順をすべて実行して、複製データにアクセスできるよう
にします。データが複製からテープへストリーミングされる間も、アプリケーションシステム
は動作を継続できます。

図25（103ページ）～図27（104ページ）は、サポートされているローカル複製の構成の例で
す。
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図 25 HP BC P6000 EVAスナップショット構成1

図 26 HP BC P6000 EVAスナップショット構成2
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図 27 HP BC P6000 EVAスナップショット構成3

HP-UX LVMミラーによるローカル複製構成

ボリュームグループの物理ボリュームを物理ボリュームグループ(PVG)にグループ化し、
ミラー作成用のPVGの厳密なポリシーを指定することをお勧めします。これにより、1つの
論理ボリュームのミラーがさまざまなPVGに属するようになり、同じディスクへの論理ボリュー
ムのミラー操作などといった特定の状況を回避できます。

図28（105ページ）～図30（107ページ）は、P6000 EVAアレイでサポートされているLVMミ
ラーの構成の例です。
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図 28 サポートされているLVMミラー構成(その1)

ボリュームグループ内のすべての論理ボリュームがバックアップ仕様でバックアップオブ
ジェクトとして指定されます。すべての論理ボリューム(およびそのエクステント分散)は、
PVG内のさまざまな物理ボリューム上にあります。

複製は、このPVGで見つかったストレージボリュームに対してのみ作成されます。この後、
これらの複製は、選択されたバックアップオブジェクトの今後のバックアップで使用できる
よう、バックアップシステムに提示されます。

PVG-1とPVG-2は両方とも、ミラー選択ルールを満たしています。ただし、SMI-S Agent
は常に二次ミラーを選択しようとするため、BCペア複製にはPVG-2が選択されます。
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図 29 サポートされているLVMミラー構成(その2)

選択された論理ボリュームだけがバックアップ仕様に含まれます。ここでも、選択される
PVGは、そのボリュームグループのすべての論理ボリュームをホストするPVGです。

この構成では、PVG-2のみがミラーセット選択ルールを満たすことができます。 このため
BCペア複製にはPVG-2が選択されます。
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図 30 サポートされているLVMミラー構成(その3)

二次ミラーのメンバーの一部が一次ミラーディスクアレイによってホストされています。この
ため、これらのメンバーは複製の候補になりません。したがって、BCペア複製には一次ミ
ラーセットが選択されます。

LVMミラーとミラー選択ルールの詳細については、『HPData Protector Zero Downtime
Backup Administrator's Guide』を参照してください。
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リモートプラスローカル複製構成

P6000 EVAアレイでのリモートプラスローカル複製には、HP CA+BC P6000 EVA構成が
使用されます。

図31（108ページ）～図33（109ページ）は、P6000 EVAアレイでサポートされているリモート
プラスローカル構成の例です。

図 31 HP CA+BC P6000 EVA構成1

この構成は、理想的な(非フェイルオーバー)シナリオを表しています。

図 32 HP CA+BC P6000 EVA構成2

この構成は、複製の方向が逆となるフェイルオーバーシナリオを表しています。
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図 33 HP CA+BC P6000 EVA構成3

この構成は、複製場所が維持されるフェイルオーバーシナリオを表しています。

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリでサ
ポートされている構成

ローカル複製構成

図34（110ページ）～図36（111ページ）は、P9000 XPアレイでサポートされているローカル
複製の構成の例です。
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図 34 HP BC P9000 XP構成1

図 35 HP BC P9000 XP構成2
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図 36 HP BC P9000 XP構成3

単一ホスト(BC1)構成

次の図は、単一ホスト構成(BC1構成)を示しています。

図 37 HP BC1 P9000 XP構成

階層化構成

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリでは、ファーストレベルの各ミラーまた
は各スナップショットボリュームに、追加のセカンドレベルのミラーまたはスナップショットボ
リュームを構成することができます。これを階層化構成と呼びます。ただし、ゼロダウンタ
イムバックアップ、インスタントリカバリ、スプリットミラー復元の各セッションではファースト
レベルミラーまたはスナップショットボリュームのみが使用されます。
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次の図は、階層化構成の例です。この例では、MU:0、MU:1、MU:2がData Protectorに
よってサポートされるファーストレベルミラーで、その下にある6つのミラーがセカンドレベ
ルミラーです。

図 38 階層化構成

HP-UX LVMミラーによるローカル複製構成

図39（113ページ）～図43（115ページ）は、P9000 XPアレイでサポートされているLVMミラー
の構成の例です。
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図 39 LVMミラー構成(その1)

図 40 LVMミラー構成(その2)
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図 41 LVMミラー構成(その3)

図 42 LVMミラー構成(その4)
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図 43 クラスターでのLVMミラー構成

リモート複製の構成

バックアップシステム1つとP9000 XPアレイ1つを使用して、複数のメインディスクアレイを
バックアップすることができます。図47（117ページ）を参照してください。この方法では、一
元的なバックアップ サイトを構築できます。物理的に別々のサイトに、少なくとも2つのディ
スクアレイが必要になります。

図44（116ページ）～図47（117ページ）は、P9000 XPアレイでサポートされているリモート複
製の構成の例です。
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図 44 HP CA P9000 XP構成1

図 45 HP CA P9000 XP構成2
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図 46 HP CA P9000 XP構成3

図 47 HP CA P9000 XP構成4

リモートプラスローカル複製構成

制限事項

• HP-UXでは、バックアップシステムにはBCターゲットボリュームのみを接続することを
お勧めします。何らかの理由でCAターゲットボリュームを接続する場合は、特別な注
意が必要です。詳細は、『HP Data Protector Zero Downtime Backup
Administrator's Guide』を参照してください。
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• CA+BCの組み合わせ構成の一部としての非同期CA構成は、サポートされていませ
ん。

図48（119ページ）～図51（120ページ）は、P9000 XPアレイでサポートされているリモートプ
ラスローカル複製の構成の例です。

サポートされている構成118



図 48 HP CA+BC P9000 XP構成1

図 49 HP CA+BC P9000 XP構成2
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図 50 HP CA+BC P9000 XP構成3

図 51 HP CA+BC P9000 XP構成4

クラスター構成

次の図は、クラスターでのHP CA+BC P9000 XPアレイ構成の例です。
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図 52 クラスターでのHP CA+BC P9000 XP構成

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector Zero Downtime Backup
Administrator's Guide』を参照してください。

サポートされているEMC Symmetrix構成

ローカル複製構成

ローカル複製の場合は、EMC Symmetrix TimeFinder構成を使用します。

図53（122ページ）～図55（123ページ）は、EMCでサポートされているローカル複製の構成
の例です。
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図 53 TimeFinder構成(その1)

図 54 TimeFinder構成(その2)
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図 55 TimeFinder構成(その3)

HP-UX LVMミラーによるローカル複製構成

図56（124ページ）～図60（126ページ）は、EMCでサポートされているLVMミラーの構成の
例です。
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図 56 LVMミラー構成(その1)

図 57 LVMミラー構成(その2)
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図 58 LVMミラー構成(その3)

図 59 LVMミラー構成(その4)
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図 60 LVMミラー構成(その5)

リモート複製の構成

図61（127ページ）～図64（128ページ）は、EMCでサポートされているリモート複製の構成
の例です。
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図 61 SRDF構成(その1)

図 62 SRDF構成(その2)

図 63 SRDF構成(その3)
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図 64 SRDF構成(その4)

リモートプラスローカル複製構成

バックアップシステムにはTimeFinderターゲットボリュームのみを接続することをお勧めし
ます。何らかの理由でSRDFターゲットボリュームも接続する場合は、特別な注意が必要
です。詳細は、『HPData Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』
を参照してください。

図65（129ページ）～図68（130ページ）は、EMCでサポートされているリモートプラスローカ
ル複製の構成の例です。
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図 65 SRDF+TimeFinder構成(その1)

図 66 SRDF+TimeFinder構成(その2)

図 67 SRDF+TimeFinder構成(その3)
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図 68 SRDF+TimeFinder構成(その4)

クラスター構成

次の図は、クラスターでのSRDF+TimeFinder構成の例です。

図 69 クラスターでのSRDF+TimeFinder構成

クラスター構成の詳細については、『HP Data Protector Zero Downtime Backup
Administrator's Guide』を参照してください。
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用語集

ACSLS (StorageTek固有の用語)Automated Cartridge System Library
Server の略語。ACS(Automated Cartridge System: 自動カートリッ
ジシステム)を管理するソフトウェア。

Active Directory (Windows固有の用語)Windowsネットワークで使用されるディレク
トリサービス。 ネットワーク上のリソースに関する情報を格納し、ユー
ザーやアプリケーションからアクセスできるように維持します。この
ディレクトリサービスでは、サービスが実際に稼動している物理シス
テムの違いに関係なく、リソースに対する名前や説明の付加、検
索、アクセス、および管理を一貫した方法で実行できます。

AES 256ビット暗号
化

256ビット長のランダムキーを使用するAES-CTR(Advanced
Encryption Standard in Counter Mode)暗号化アルゴリズムを基に
したData Protectorソフトウェア暗号化。 暗号化と復号化の両方で
同じキーが使用されます。 データはネットワークを介して転送され
る前およびメディアに書き込まれる前に、AES256ビット暗号化機能
によって暗号化されます。

AML (ADIC/GRAU固有の用語)Automated Mixed-Media library(自
動混合メディアライブラリ)の略。

AMU (ADIC/GRAU固有の用語)Archive Management Unit(アーカイ
ブ管理単位)の略。

ASRセット フロッピーディスク上に保存されたファイルのコレクション。交換用
ディスクの適切な再構成(ディスクパーティション化と論理ボリューム
の構成)およびフルクライアントバックアップでバックアップされたオ
リジナルシステム構成とユーザーデータの自動復旧に必要となりま
す。これらのファイルは、バックアップメディア上に保存されると共
に、Cell Manager上のData_Protector_program_data\Config\
Server\dr\asrディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、
Data_Protector_home\Config\Server\dr\asrディレクトリ(その
他のWindowsシステムの場合)、または/etc/opt/omni/server/dr/
asrディレクトリ(UNIXシステムの場合)に保存されます。障害が発生
すると、ASRアーカイブファイルは複数のフロッピーディスクに展開
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されます。これらのフロッピーディスクは、ASRの実行時に必要とな
ります。

BACKINT (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアッププログラムが、オー
プンインタフェースへの呼び出しを通じてData Protector backintイ
ンタフェースソフトウェアを呼び出し、Data Protectorソフトウェアと
通信できるようにします。バックアップ時および復元時には、SAP
R/3プログラムがData Protectorbackintインタフェースを通じてコマ
ンドを発行します。

BC (EMC Symmetrix固有の用語)Business Continuanceの略。BC
は、EMC Symmetrix標準デバイスのインスタントコピーに対するア
クセスおよび管理を可能にするプロセスです。
「 BCV」を参照。

BC Process (EMC Symmetrix固有の用語)保護されたストレージ環境のソ
リューション。特別に構成されたEMC Symmetrixデバイスを、EMC
Symmetrix標準デバイス上でデータを保護するために、ミラーとし
て、つまりBusiness Continuance Volumesとして規定します。
「 BCV」を参照。

BCV (EMC Symmetrix固有の用語)Business Continuance Volumes
の略。BCVデバイスはICDA内であらかじめ構成された専用のSLD
です。ビジネスの継続運用を可能にするために使用されます。BCV
デバイスには、これらのデバイスによりミラー化されるSLDのアドレ
スとは異なる、個別のSCSIアドレスが割り当てられます。 BCVデバ
イスは、保護を必要とする一次EMC Symmetrix SLDの分割可能な
ミラーとして使用されます。
「 BCおよび BC Process」を参照。

BRARCHIVE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。アー
カイブREDOログファイルをバックアップできます。BRARCHIVEで
は、アーカイブプロセスのすべてのログとプロファイルも保存されま
す。
「 BRBACKUPおよび BRRESTORE」を参照。

BRBACKUP (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。制御
ファイル、個々のデータファイル、またはすべての表領域をオンラ
インでもオフラインでもバックアップできます。また、必要に応じて、
オンラインREDOログファイルをバックアップすることもできます。
「 BRARCHIVEおよび BRRESTORE」を参照。

BRRESTORE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3のツール。以下の種類のファイ
ルを復元するために使います。
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BRBACKUPで保存されたデータベースデータファイル、制御
ファイル、オンラインREDOログファイル

•

• BRARCHIVEでアーカイブされたREDOログファイル

• BRBACKUPで保存された非データベースファイル

ファイル、テーブルスペース、バックアップ全体、REDOログファイ
ルのログシーケンス番号、またはバックアップのセッションIDを指定
することができます。
「 BRBACKUPおよび BRARCHIVE」を参照。

BSM Data Protector Backup Session Managerの略。バックアップセッショ
ンを制御します。このプロセスは、常にCell Managerシステム上で
稼動します。

CAP (StorageTek固有の用語)Cartridge Access Portの略。ライブラリ
のドアパネルに組み込まれたポートです。メディアの出し入れに使
用されます。

CDB Catalog Database(カタログデータベース)の略。CDBはIDBの一部
で、バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト統合、オ
ブジェクト検証、メディア管理の各セッションに関する情報が格納さ
れます。選択したロギングレベルによっては、ファイル名とファイル
バージョンも格納されます。CDBは、常にセルに対してローカルと
なります。
「 MMDB」を参照。

CDFファイル (UNIX固有の用語)Context Dependent File(コンテキスト依存ファ
イル)の略。CDFファイルは、同じパス名でグループ化された複数
のファイルからなるファイルです。通常、プロセスのコンテキストに
基づいて、これらのファイルのいずれかがシステムによって選択さ
れます。このメカニズムにより、クラスター内のすべてホストから同じ
パス名を使って、マシンに依存する実行可能ファイル、システム
データ、およびデバイスファイルを正しく動作させることができます。

Cell Manager セル内のメインシステム。Data Protectorの運用に不可欠なソフト
ウェアがインストールされ、すべてのバックアップおよび復元作業
がここから管理されます。管理タスク用のGUIは、異なるシステムに
インストールできます。各セルにはCell Managerシステムが1つあり
ます。

Change Journal (Windows固有の用語)ローカルNTFSボリューム上のファイルや
ディレクトリへの変更が発生するたび、それに関するレコードをログ
に記録するWindowsファイルシステム機能。
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Change Log
Provider

(Windows固有の用語)ファイルシステム上のどのオブジェクトが
作成、変更、または削除されたかを判断するために照会できるモ
ジュール。

CMMDB Data ProtectorのCMMDB(Centralized Media Management
Database: メディア集中管理データベース)は、MoMセル内で、複
数セルのMMDBをマージすることにより生成されます。この機能を
使用することで、MoM環境内の複数のセルの間でハイエンドデバ
イスやメディアを共有することが可能になります。いずれかのセル
からロボティクスを使用して、他のセルに接続されているデバイスを
制御することもできます。CMMDBはManager-of-Manager上に置く
必要があります。MoMセルとその他のData Protectorセルの間に
は、できるだけ信頼性の高いネットワーク接続を用意してください。
「 MoM」を参照。

COM+クラス登録
データベース

(Windows固有の用語)COM+クラス登録データベースとWindows
レジストリには、アプリケーションの属性、クラスの属性、およびコン
ピュータレベルの属性が格納されます。これにより、これらの属性
間の整合性を確保でき、これらの属性を共通の方法で操作できま
す。

Command View
VLS

(VLS固有の用語)LAN経由でVLSを構成、管理、モニターするの
に使用するWebブラウザベースのGUI。
「 仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

CRS Data Protector Cell Manager上で実行され、バックアップと復元セッ
ションを開始、制御する、Cell Request Serverのプロセス(サービス)。
このサービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールさ
れるとすぐに開始されます。Windowsシステムでは、CRSはインス
トール時に使用したユーザーアカウントで実行されます。UNIXシス
テムでは、CRSはアカウントルートで実行されます。

CSM Data Protectorコピーおよび集約セッションマネージャ(Copy and
Consolidation Session Manager)の略。このプロセスは、オブジェク
トコピーセッションとオブジェクト集約セッションを制御し、Cell
Managerシステム上で動作します。

Data_Protector_
home

Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008では、
Data Protectorのプログラムファイルを含むディレクトリ。その他の
Windowsオペレーティングシステムでは、Data Protectorのプログラ
ムファイルとデータファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパス
は、%ProgramFiles%\OmniBackですが、パスはインストール時に
Data Protectorセットアップウィザードで変更できます。
「 Data_Protector_program_data」を参照。
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Data_Protector_
program_data

Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008では、
Data Protectorのデータファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパ
スは、%ProgramData%\OmniBackですが、パスはインストール時に
Data Protectorセットアップウィザードで変更できます。
「 Data_Protector_home」を参照。

Dbobject (Informix Server固有の用語)Informix Server物理データベース
オブジェクト。blobspace、dbspace、または論理ログファイルなどが
それにあたります。

DCBF DCBF(Detail Catalog Binary Files: 詳細カタログバイナリファイル)
ディレクトリは、IDBの一部です。IDBの約80%を占めるファイルバー
ジョンと属性に関する情報を格納します。バックアップに使用され
るData Protectorメディアごとに1つのDCバイナリファイルが作成さ
れます。サイズの最大値は、ファイルシステムの設定による制限を
受けます。

DCディレクトリ 詳細カタログ(DC)ディレクトリには、詳細カタログバイナリファイル
(DCBF)が含まれており、そのファイルの中にはファイルバージョン
についての情報が保管されています。これは、IDBのDCBF部分を
表し、IDB全体の約80%の容量を占めます。デフォルトのDCディレ
クトリはdcbfと呼ばれ、Data_Protector_program_data\db40ディレク
トリ(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\db40
ディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、または/var/opt/
omni/server/db40ディレクトリ(UNIXシステム)のCell Managerに置
かれます。他のDCディレクトリを作成し、独自に指定した場所を使
用することができます。1つのセルでサポートされるDCディレクトリ
は50個までです。DCディレクトリのデフォルト最大サイズは16GBで
す。

DHCPサーバー Dynamic Host Configuration Protocol(DHCP)を通じて、DHCPクラ
イアントにIPアドレスの動的割り当て機能とネットワークの動的構成
機能を提供するシステム。

Disk Agent クライアントのバックアップと復元を実行するためにクライアントシス
テム上にインストールする必要があるコンポーネントの1つ。Disk
Agentは、ディスクに対するデータの読み書きを制御します。バック
アップセッション中には、Disk Agentがディスクからデータを読み
取って、Media Agentに送信してデータをデバイスに移動させます。
復元セッション中には、Disk AgentがMedia Agentからデータを受
信して、ディスクに書き込みます。オブジェクト検証セッション中に、
Disk AgentはMedia Agentからデータを取得し、確認処理を実行し
ますが、データはディスクには書き込まれません。

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 135



Disk Agentの同時
処理数

1つのMedia Agentに対して同時にデータを送信できるDisk Agent
の数。

DMZ DMZ(Demilitarized Zone)は、企業のプライベートネットワーク(イン
トラネット)と外部のパブリックネットワーク(インターネット)の間に「中
立地帯」として挿入されたネットワークです。DMZにより、外部のユー
ザーが企業のイントラネット内のサーバーに直接アクセスすることを
防ぐことができます。

DNSサーバー DNSクライアント/サーバーモデルでは、DNSサーバーにインター
ネット全体で名前解決を行うのに必要なDNSデータベースに含ま
れている情報の一部を保持します。DNSサーバーは、このデータ
ベースを使用して名前解決を要求するクライアントに対してコン
ピュータ名を提供します。

DR OS ディザスタリカバリを実行するオペレーティングシステム環境。Data
Protectorに対して基本的な実行時環境(ディスク、ネットワーク、
テープ、およびファイルシステムへのアクセス)を提供します。Data
Protectorディザスタリカバリを実行する前に、DR OSをディスクにイ
ンストールするかメモリーにロードして、構成しておく必要がありま
す。DR OSには、一時DR OSとアクティブDR OSがあります。一時
DR OSは、他のオペレーティングシステムの復元用ホスト環境とし
て排他的に使用されます。このホスト環境には、ターゲットとなるオ
ペレーティングシステムの構成データも置かれます。ターゲットシス
テムを元のシステム構成に復元し終えた後、一時DR OSは削除さ
れます。アクティブDR OSは、Data Protectorディザスタリカバリプロ
セスのホストとして機能するだけでなく、復元後のシステムの一部
にもなります。その場合、DR OSの構成データは元の構成データ
に置き換わります。

DRイメージ 一時ディザスタリカバリオペレーティングシステム(DR OS)のインス
トールおよび構成に必要なデータ。

EMC Symmetrix
Agent

EMC Symmetrix環境でのバックアップ操作と復元操作を可能にす
るData Protectorソフトウェアモジュール。

Event Log(Data
Protector: イベント
ログ)

イベントログには、Data Protector関連のすべての通知が書き込ま
れます。デフォルトの送信方法では、すべての通知がイベントログ
に送信されます。イベントはCell Managerで記録され、
Data_Protector_program_data\log\server\Ob2EventLog.txt
(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\log\
server\Ob2EventLog.txt (その他のWindowsシステムの場合)、/
var/opt/omni/server/log/Ob2EventLog.txt (UNIXシステムの
場合)に書き込まれます。このイベントログにアクセスできるのは、
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Data ProtectorのAdminユーザーグループに所属しているユーザー
か、Data Protectorの「レポートと通知」ユーザー権限が付与さ
れているユーザーのみです。イベントログに書き込まれているイベ
ントは、いずれも表示と削除が可能です。

Exchange
Replication Service

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)か、クラスター連続レプリケーション(CCR)テクノロ
ジのいずれかを使用して複製されたストレージグループを表す
Microsoft Exchange Serverのサービス。
「 クラスター連続レプリケーションおよび ローカル連続レプリケー
ション」を参照。

FCブリッジ 「 Fibre Channelブリッジ」を参照。

Fibre Channelブリッ
ジ

Fibre Channelブリッジ(マルチプレクサ)は、RAIDアレイ、ソリッドス
テートディスク(SSD)、テープライブラリなどの既存のパラレルSCSI
デバイスをファイバーチャネル環境に移行できるようにします。ブ
リッジ(マルチプレクサ)の片側にはFibre Channelインタフェースが
あり、その反対側にはパラレルSCSIポートがあります。このブリッジ
(マルチプレクサ)を通じて、SCSIパケットをFibre Channelとパラレル
SCSIデバイスの間で移動することができます。

fnames.dat IDBのfnames.datファイルには、バックアップしたファイルの名前に
関する情報が格納されます。一般に、ファイル名が保存されている
場合、それらのファイルはIDBの20%を占めます。

GUI Data Protectorには、構成、管理、および操作に関するあらゆるタ
スクに簡単にアクセスできる、グラフィカルユーザーインタフェース
が用意されています。Windows用のオリジナルのData Protector
GUIの他に、Data Protectorには、さまざまなプラットフォームで実
行できる、外観も操作も変わらないJavaベースのGUIも用意されて
います。

Holidaysファイル 休日に関する情報を格納するファイル。このファイルは、
Data_Protector_program_data\Config\Server\holidaysディレクトリ
(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\Config\
Server\holidaysディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、
または/etc/opt/omni/server/Holidaysディレクトリ(UNIXシステ
ムの場合)のCell ManagerのHolidaysファイルを編集することで、各
種の休日を設定できます。

HP Operations
Manager

ネットワーク内の多数のシステムとアプリケーションの運用管理を強
力な機能でサポートするHP Operations Manager。Data Protector
には、この管理製品を使用するための統合ソフトウェアが用意され
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ています。この統合ソフトウェアは、Windows、HP-UX、Solarisおよ
びLinux上のHP Operations Manager管理サーバー用のSMART
Plug-Inとして実装されています。以前のバージョンのHP Operations
Managerは、IT/Operation、Operations Center、およびVantage
Point Operations、OpenView Operationsと呼ばれていました。

HP Operations
Manager SMART
Plug-In(SPI)

ドメイン監視機能を強化する完全に統合されたソリューションで、
HP Operations Managerに追加するだけですぐに使えます。
HP Operations Manager SMART Plug-Inとして実装されるData
Protector用統合ソフトウェアを使用して、ユーザーはHP Operations
Managerの拡張機能として任意の数のData Protector Cell Manager
を監視できます。

HP Continuous
Access (CA) P9000
XP

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ構成の1つで、データ複製やバック
アップ、ディザスタリカバリなどのためにLDEVのリモートコピーの作
成および保守を可能にします。HP CA P9000 XPを使用するには、
メイン(プライマリ)ディスクアレイユニットとリモート(セカンダリ)ディス
クアレイユニットが必要です。メインディスクアレイユニットはアプリ
ケーションシステムに接続され、オリジナルのデータを格納してい
るプライマリボリューム(P-VOL)を格納します。リモートディスクアレ
イはバックアップシステムに接続され、セカンダリボリューム(S-VOL)
を格納します。
「 HP Business Copy (BC) P9000 XP、 Main Control Unit、および
LDEV」を参照。

HP Continuous
Access + Business

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P6000 EVAディスクアレイファミリ構成の1つで、リモートHP P6000

Copy (CA+BC)
P6000 EVA

EVAアレイファミリ上にソースボリュームのコピー(複製)を作成およ
び保守し、このリモートアレイでローカル複製を行うときにソースとし
てこのコピーを使用できます。
「 HP Business Copy (BC) P6000 EVA、 複製、および ソースボ
リューム」を参照。

HP StorageWorks
P6000 EVA SMI-S
Agent

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ統合に必要な
すべてのタスクを実行するData Protectorのソフトウェアモジュー
ル。P6000 EVA SMI-S Agentを使用すると、受信した要求とHP
StorageWorks CV EVA間のやり取りを制御するHP StorageWorks
SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダを通じてアレイを制御できます。
「 HP StorageWorksCommand View (CV) EVAおよび HP
StorageWorks SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ」を参照。

HP StorageWorks
P9000 XP Agent

Data Protector HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ
統合に必要なすべてのタスクを実行するHP StorageWorks P9000
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XPディスクアレイファミリソフトウェアコンポーネント。RAID Manager
P9000 XPユーティリティ(WindowsシステムおよびHP-UXシステム
の場合)またはRAID Managerライブラリ(Solarisシステムの場合)を介
してP9000 XPアレイのストレージシステムと通信します。

HP StorageWorks
Command View
(CV) EVA

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)P6000 EVAストレー
ジシステムを構成、管理、モニターするためのユーザーインタフェー
ス。さまざまなストレージ管理作業を行うために使用されます。たと
えば、仮想ディスクファミリの作成、ストレージシステムハードウェア
の管理、仮想ディスクのスナップショットやスナップクローン、ミラー
クローンの作成などに使用されます。HP StorageWorks Command
View EVAソフトウェアはHPストレージマネジメントアプライアンス上
で動作し、Webブラウザからアクセスできます。
「 HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentおよび HP
StorageWorks SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ」を参照。

HP StorageWorks
SMI-S P6000 EVA
アレイプロバイダ

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリを制御するた
めに使用するインタフェース。SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ
はHPストレージマネジメントアプライアンスシステム上で個別のサー
ビスとして動作し、受信した要求とHP StorageWorks Command View
EVA間のゲートウェイとして機能します。Data Protector HP P6000
EVAファミリ統合を使用すると、SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ
はP6000 EVA SMI-S Agentからの標準化された要求を受け入れ、
HP Command View EVAと通信して情報の取得またはメソッドの起
動を行って、標準化された応答を返します。
「 HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentおよび HP
StorageWorks Command View (CV) EVA」を参照。

HP Business Copy
(BC) P6000 EVA

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) ローカル複製ソフ
トウェアソリューションの1つで、P6000 EVAファームウェアのスナッ
プショット機能およびクローン機能を使用して、ソースボリュームの
特定時点のコピー(複製)を作成できます。
「 複製、 ソースボリューム、 スナップショット、および HP Continuous
Access + Business Copy (CA+BC) P6000 EVA」を参照。

HP Business Copy
(BC) P9000 XP

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ構成の1つで、データ複製やバック
アップなどのさまざまな目的のためにLDEVの内部コピーの作成お
よび保守を可能にします。これらのコピー(セカンダリボリューム：
S-VOL)は、プライマリボリューム(P-VOL)から分離して、別のシス
テムに接続することができます。Data Protectorゼロダウンタイムバッ
クアップを目的とする場合、アプリケーションシステムでP-VOLを使
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用可能にし、S-VOLセットのいずれかをバックアップシステムで使
用可能にする必要があります。
「 LDEV、 HP Continuous Access (CA) P9000 XP、 Main Control
Unit、 アプリケーションシステム、および バックアップシステム」を
参照。

ICDA (EMC Symmetrix固有の用語)EMCのSymmetrixの統合キャッ
シュディスクアレイ(ICDA)は、複数の物理ディスク、複数のFWD
SCSIチャンネル、内部キャッシュメモリ、およびマイクロコードと呼ば
れる制御/診断ソフトウェアを備えたディスクアレイデバイスです。

IDB Data Protectorの内部データベース。IDBは、Cell Manager上に維
持される埋込み型データベースです。どのデータがどのメディアに
バックアップされたか、バックアップ、復元などのセッションがどのよ
うに実行されたか、どのデバイス、ライブラリ、ディスクアレイが構成
されているかなどに関する情報が格納されます。

IDB復旧ファイル IDBバックアップ、メディア、バックアップ用デバイスに関する情報を
含むIDBファイル(obrindex.dat)。この情報により、IDBの復旧を大
幅に簡素化できます。IDBトランザクションログと共にこのファイルを
他のIDBディレクトリとは別の物理ディスクに移動し、さらにこのファ
イルのコピーを作成することをお勧めします。

Inet Data Protectorセル内の各UNIXシステムまたはWindowsシステム
上で動作するプロセス。このプロセスは、セル内のシステム間の通
信と、バックアップおよび復元に必要なその他のプロセスの起動を
受け持ちます。システムにData Protectorをインストールすると、Inet
サービスが即座に起動されます。Inetプロセスは、inetdデーモンに
より開始されます。

Informix Server (Informix Server固有の用語)Informix Dynamic Serverのことで
す。

Informix Server用
のCMDスクリプト

(Informix Server固有の用語)Informix Serverデータベースの構
成時にINFORMIXDIR内に作成されるWindows CMDスクリプト。環
境変数をInformix Serverにエクスポートするコマンド一式が含まれ
ています。

ISQL (Sybase固有の用語)Sybaseのユーティリティの1つ。Sybase SQL
Serverに対してシステム管理作業を実行できます。

Java GUIクライアン
ト

Java GUIクライアントはJava GUIコンポーネントの1つで、ユーザー
インタフェース関連の機能(Cell Managerグラフィカルユーザーイン
タフェースおよびManager-of-Managers(MoM)のグラフィカルユー
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ザーインタフェース)のみで構成されており、機能するためにはJava
GUIサーバーと接続する必要があります。

Java GUIサーバー Java GUIコンポーネントの1つ。Data Protector Cell Managerシステ
ムにインストールされています。Java GUIサーバーは、Java GUIク
ライアントからの要求を受け取って処理し、応答をJava GUIクライア
ントに戻します。通信には、HTTP (Hypertext Transfer Protocol)と
ポート5556を使用します。

keychain パスフレーズを手動で入力しなくても秘密キーを復号化できるよう
にするツールです。セキュアシェルを使用してリモートインストール
を実行する場合、このツールをインストールサーバーにインストー
ルして構成する必要があります。

KMS キー管理サーバー(KMS)はData Protectorの暗号化機能のための
キー管理を提供する、Cell Managerで実行する集中サービス。この
サービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールされる
とすぐに開始されます。

LBO (EMC Symmetrix固有の用語)Logical Backup Object(論理バッ
クアップオブジェクト)の略。LBOは、EMC Symmetrix/Fastrax環境
内で保存/取得されるデータオブジェクトです。LBOはEMC
Symmetrixによって1つのエンティティとして保存/取得され、部分的
には復元できません。

LDEV (HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの物理ディスクの論
理パーティション。LDEVは、このようなディスクアレイのスプリットミ
ラー機能やスナップショット機能を使用して複製可能なエンティティ
です。
「 HP Business Copy (BC) P9000 XP、 HP Continuous Access (CA)
P9000 XP、および 複製」を参照。

LISTENER.ORA (Oracle固有の用語)Oracleの構成ファイルの1つ。サーバー上の
1つまたは複数のTNSリスナを定義します。

log_fullシェルスクリ
プト

(Informix Server UNIX固有の用語)ON-Barに用意されている
スクリプトの1つで、Informix Serverでlogfullイベント警告が発行され
た際に、論理ログファイルのバックアップを開始するために使用で
きます。Informix ServerのALARMPROGRAM構成パラメータは、デフォ
ルトで、INFORMIXDIR/etc/log_full.shに設定されます。ここで、
INFORMIXDIRは、Informix Serverホームディレクトリです。論理ログ
ファイルを継続的にバックアップしたくない場合は、ALARMPROGRAM
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構成パラメータをINFORMIXDIR/etc/no_log.shに設定してくださ
い。

Lotus C API (Lotus Domino Server固有の用語)Lotus Domino ServerとData
Protectorなどのバックアップソリューションの間でバックアップ情報
および復元情報を交換するためのインタフェース。

LVM LVM (Logical Volume Manager: 論理ボリュームマネージャ)は、
HP-UXシステム上で物理ディスクスペースを構造化し、論理ボリュー
ムにマッピングするためのサブシステムです。LVMシステムは、複
数のボリュームグループで構成されます。各ボリュームグループに
は、複数のボリュームが含まれます。

Main Control Unit
(MCU)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP CA P9000 XPま
たはHP CA+BC P9000 XP構成のプライマリボリューム(P-VOL)を
含み、マスターデバイスとして機能するHP StorageWorks P9000
XPディスクアレイファミリのユニット。
「 HP Business Copy (BC) P9000 XP、 HP Continuous Access
(CA) P9000 XP、および LDEV」を参照。

make_net_ recovery make_net_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。Ignite-UXサー
バーまたはその他の指定システム上にネットワーク経由で復旧アー
カイブを作成できます。ターゲットシステムは、Ignite-UXの
make_boot_tapeコマンドで作成したブート可能なテープからブー
トするか、またはIgnite-UXサーバーから直接ブートした後、サブ
ネットを通じて復旧することができます。Ignite-UXサーバーからの
直接ブートは、Ignite-UXのbootsysコマンドで自動的に行うか、ま
たはブートコンソールから対話的に指定して行うことができます。

make_tape_
recovery

make_tape_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。システムに
応じてカスタマイズしたブート可能テープ(インストールテープ)を作
成できます。ターゲットシステムにバックアップデバイスを直接接続
し、ブート可能な復旧テープからターゲットシステムをブートするこ
とにより、無人ディザスタリカバリを実行できます。アーカイブ作成
時とクライアント復旧時は、バックアップデバイスをクライアントにロー
カル接続しておく必要があります。

Manager-of-Managers
(MoM)

「 MoM」を参照。

MAPI (Microsoft Exchange Server固有の用語)MAPI (Messaging
Application Programming Interface)は、アプリケーションおよびメッ
セージングクライアントがメッセージングシステムおよび情報システ
ムと対話するためのプログラミングインタフェースです。
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MCU 「 Main Control Unit (MCU)」を参照。

Media Agent デバイスに対する読み込み/書き込みを制御するプロセス。制御対
象のデバイスはテープなどのメディアに対して読み込み/書き込み
を行います。復元またはオブジェクト検証セッション中、Media Agent
はバックアップ メディア上のデータを探して、処理するためにDisk
Agentに送信します。復元セッションの場合、続いてDisk Agentは
データをディスクに書き込みます。Media Agentは、ライブラリのロ
ボティクス制御も管理します。

Microsoft Exchange
Server

多様な通信システムへの透過的接続を提供するクライアント/サー
バー型のメッセージング/ワークグループシステム。電子メールシス
テムの他、個人とグループのスケジュール、オンラインフォーム、
ワークフロー自動化ツールなどをユーザーに提供します。また、開
発者に対しては、情報共有およびメッセージング サービス用のカ
スタムアプリケーション開発プラットフォームを提供します。

Microsoft SQL
Server

分散型"クライアント/サーバー"コンピューティングのニーズを満た
すように設計されたデータベース管理システム。

Microsoftボリュー
ムシャドウコピー
サービス(VSS)

VSS対応アプリケーションのバックアップと復元をそのアプリケーショ
ンの機能に関係なく統合管理する統一通信インタフェースを提供
するソフトウェアサービスです。このサービスは、バックアップアプリ
ケーション、ライター、シャドウコピープロバイダ、およびオペレー
ティングシステムカーネルと連携して、ボリュームシャドウコピーお
よびシャドウコピーセットの管理を実現します。
「 シャドウコピー、 シャドウコピープロバイダ、 複製および ライター」
を参照。

Microsoft管理コン
ソール（MMC）

(Windows固有の用語)Windows環境における管理モデル。シン
プルで一貫した統合型管理ユーザーインタフェースを提供します。
同じGUIを通じて、さまざまなMMC対応アプリケーションを管理で
きます。

MMD Media Management Daemon (メディア管理デーモン)の略。MMDプ
ロセス(サービス)は、Data Protector Cell Manager上で稼動し、メ
ディア管理操作およびデバイス操作を制御します。このプロセス
は、Data ProtectorをCell Managerにインストールしたときに開始さ
れます。

MMDB Media Management Database(メディア管理データベース)の略。
MMDBは、IDBの一部です。セル内で構成されているメディア、メ
ディアプール、デバイス、ライブラリ、ライブラリデバイス、スロットに
関する情報と、バックアップに使用されているData Protectorメディ
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アに関する情報を格納します。エンタープライズバックアップ環境
では、データベースをすべてのセル間で共有できます。
「 CMMDBおよび CDB」を参照。

MoM 複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。集中管理用セルの管理システムが、
MoM(Manager-of-Managers)です。他のセルはMoMクライアントと
呼ばれます。MoMを介して、複数のセルを一元的に構成および管
理することができます。

MSM Data Protector Media Session Manager(メディアセッションマネー
ジャ)の略。MSMは、Cell Manager上で稼動し、メディアセッション(メ
ディアのコピーなど)を制御します。

obdrindex.dat 「 IDB復旧ファイル」を参照。

OBDR対応デバイス ブート可能ディスクを装填したCD-ROMドライブをエミュレートでき
るデバイス。バックアップデバイスとしてだけでなく、ディザスタリカ
バリ用のブートデバイスとしても使用可能です。

ON-Bar (Informix Server固有の用語)Informix Serverのためのバックアッ
プと復元のシステム。ON-Barにより、Informix Serverデータのコピー
を作成し、後でそのデータを復元することが可能になります。ON-Bar
のバックアップと復元のシステムには、以下のコンポーネントが含ま
れます。

• onbarコマンド

• バックアップソリューションとしてのData Protector

• XBSAインタフェース

• ON-Barカタログテーブル。これは、dbobjectをバックアップし、
複数のバックアップを通してdbobjectのインスタンスをトラッキン
グするために使われます。

ONCONFIG (Informix Server固有の用語)アクティブなONCONFIG構成ファ
イルの名前を指定する環境変数。ONCONFIG環境変数が存在し
ない場合、Informix ServerがINFORMIXDIR\etc(Windowsの場合)、
またはINFORMIXDIR/etc/(UNIXの場合)ディレクトリのONCONFIGファ
イルにある構成値を使います。

Oracle Data Guard (Oracle固有の用語)Oracle Data GuardはOracleの主要なディザ
スタリカバリソリューションです。プロダクション(一次)データベース
のリアルタイムコピーであるスタンバイデータベースを最大9個まで
保持することにより、破損、データ障害、人為ミス、および災害から
の保護を提供します。プロダクション(一次)データベースに障害が
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発生すると、フェイルオーバーによりスタンバイデータベースの1つ
を新しい一次データベースにすることができます。また、プロダク
ション処理を現在の一次データベースからスタンバイデータベース
に迅速に切り替えたり、元に戻したりできるため、保守作業のため
の計画ダウンタイムを縮小することができます。

ORACLE_SID (Oracle固有の用語)Oracle Serverインスタンスの一意な名前。
別のOracle Serverに切り替えるには、目的のORACLE_SIDを指定し
ます。ORACLE_SIDは、TNSNAMES.ORAファイル内の接続記述子の
CONNECT DATA部分とLISTENER.ORAファイル内のTNSリスナの
定義に含まれています。

Oracleインスタンス (Oracle固有の用語)1つまたは複数のシステムにインストールさ
れた個々のOracleデータベース。1つのコンピュータシステム上で、
複数のデータベースインスタンスを同時に稼動させることができま
す。

Oracleターゲット
データベースへの
ログイン情報

(OracleおよびSAP R/3固有の用語)ログイン情報の形式は、
<user_name>/<password>@<service>です。

この場合、user_nameは、Oracle Serverおよびその他のユー
ザーに対して公開されるユーザー名です。各ユーザーがOracle

•

ターゲットデータベースに接続するには、ユーザー名とパスワー
ドの両方を入力しなければなりません。ここでは、Oracleの
SYSDBA権限またはSYSOPER権限が付与されているユーザー
を指定する必要があります。

• passwordには、Oracleパスワードファイル(orapwd)内に指定し
たのと同じパスワードを指定しなければなりません。パスワード
は、データベースを管理するユーザーの認証に使用されます。

• serviceには、ターゲットデータベースのためのSQL*Netサー
バー プロセスの識別に使用される名前を指定します。

P1Sファイル P1Sファイルには、システムにインストールされているすべてのディ
スクを拡張自動ディザスタリカバリ(EADR)中にどのようにフォーマッ
トするかに関する情報が格納されます。 このファイルはフルバック
アップ中に作成され、バックアップメディアとCell Managerに保存さ
れます。保存場所は、Data_Protector_program_data\Config\
Server\dr\p1sディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、
Data_Protector_home\Config\Server\dr\p1sディレクトリ(その
他のWindowsシステムの場合)、/etc/opt/omni/server/dr/p1s
ディレクトリ(UNIXシステムの場合)です。ファイル名は以下のとおり
です。 recovery.p1s.

RAID Redundant Array of Independent Disksの略。
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RAID Manager
P9000 XP (RM)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) RAID Manager P9000
XPアプリケーションには、HP CA P9000 XPアプリケーションおよび
HP BC P9000 XPアプリケーションのステータスを報告/制御するコ
マンドが豊富に用意されています。これらのコマンドは、RAID
Manager P9000 XPインスタンスを通じて、HP StorageWorks P9000
XPディスクアレイファミリ Disk Control Unitと通信します。このイン
スタンスは、コマンドを一連の低レベルSCSIコマンドに変換します。

RAID Managerライ
ブラリ

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) Solarisシステム上の
Data Protectorでは、RAID Managerライブラリを内部的に使用し
て、HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリの構成デー
タ、ステータスデータ、およびパフォーマンスデータにアクセスしま
す。さらに、一連の低レベルSCSIコマンドに変換される関数呼び出
しを通じて、HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリの主
要な機能にアクセスします。

rawディスクバック
アップ

「 ディスクイメージバックアップ」を参照。

RCU 「 Remote Control Unit (RCU)」を参照。

RCU Remote
Control Unit (RCU)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP CA P9000 XPま
たはHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ CA+BC HP
構成におけるメインコントロールユニット(MCU)に対するスレーブデ
バイスとして機能するHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイ
ファミリユニット。双方向の構成の中では、RCUはMCUとしての役
割も果たします。

RDBMS Relational Database Management System (リレーショナルデータ
ベース管理システム)の略。

RDF1/RDF2 (EMCSymmetrix固有の用語)SRDFデバイスグループの一種。
RDFグループにはRDFデバイスだけを割り当てることができます。
RDF1グループタイプにはソースデバイス(R1)が格納され、RDF2グ
ループタイプにはターゲットデバイス(R2)が格納されます。

RDS Raima Database Serverの略。RDS(サービス)は、Data Protectorの
Cell Manager上で稼動し、IDBを管理します。このプロセスは、Data
ProtectorをCell Managerにインストールしたときに開始されます。

Recovery Manager
(RMAN)

(Oracle固有の用語)Oracleコマンドラインインタフェース。これに
より、Oracle Serverプロセスに接続されているデータベースをバッ
クアップ、復元、および復旧するための指示がOracle Serverプロセ
スに出されます。RMANでは、バックアップについての情報を格納
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するために、リカバリカタログまたは制御ファイルのいずれかが使用
されます。この情報は、後の復元セッションで使うことができます。

RecoveryInfo Windows構成ファイルのバックアップ時、Data Protectorは、現在の
システム構成に関する情報(ディスクレイアウト、ボリューム、および
ネットワークの構成に関する情報)を収集します。この情報は、ディ
ザスタリカバリ時に必要になります。

REDOログ (Oracle固有の用語)各Oracleデータベースには、複数のREDO
ログファイルがあります。データベース用のREDOログファイルのセッ
トをデータベースのREDOログと呼びます。Oracleでは、REDOログ
を使ってデータに対するすべての変更を記録します。

RMAN (Oracle固
有の用語)

「 Recovery Manager」を参照。

RSM Data Protector Restore Session Managerの略。復元セッションおよ
びオブジェクト検証セッションを制御します。このプロセスは、常に
Cell Managerシステム上で稼動します。

RSM (Windows固有の用語)Removable Storage Managerの略。RSM
は、アプリケーション、ロボティクスチェンジャ、およびメディアライブ
ラリの間の通信を効率化するメディア管理サービスを提供します。
これにより、複数のアプリケーションがローカルロボティクスメディア
ライブラリとテープまたはディスクドライブを共有でき、リムーバブル
メディアを管理できます。

SAPDBA (SAP R/3固有の用語) BRBACKUPツール、BRARCHIVEツー
ル、BRRESTOREツールを統合したSAP R/3ユーザーインタフェー
ス。

SIBF サーバーレス統合バイナリファイル(SIBF)は、IDBのうち、NDMPの
rawメタデータが格納される部分です。これらのデータは、NDMPオ
ブジェクトの復元に必要です。

SMB 「 スプリットミラーバックアップ」を参照。

SMBF セッションメッセージバイナリファイル(SMBF)は、IDBのうち、バック
アップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト統合、オブジェクト
検証、およびメディア管理のセッション中に生成されたセッションメッ
セージが格納される部分です。1つのセッションにつき1つのバイナ
リファイルが作成されます。ファイルは年毎や月毎に分類されます。

sqlhostsファイルま
たはレジストリ

(Informix Server固有の用語)Informix Serverの接続情報ファイ
ル(UNIX)またはレジストリ(Windows)。各データベースサーバーの
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名前の他、ホストコンピュータ上のクライアントが接続できるエイリア
スが格納されます。

SRDF (EMC Symmetrix固有の用語)EMC Symmetrix Remote Data
Facilityの略。SRDFは、異なる位置にある複数の処理環境の間で
の効率的なリアルタイムデータ複製を実現するBusiness
Continuationプロセスです。同じルートコンピュータ環境内だけで
はなく、互いに遠距離にある環境も対象となります。

SRDファイル (ディザスタリカバリ固有の用語)Unicode (UTF-16)形式のテキ
ストファイルで、WindowsシステムのCONFIGURATIONバックアッ
プ中に生成されCell Managerに格納されます。このファイルには、
障害発生時にターゲットシステムにオペレーティングシステムをイ
ンストールおよび構成するために必要なシステム情報が含まれて
います。
「 ターゲットシステム」を参照。

SSE Agent (SSEA)
(HP P9000 XPア

「 HP StorageWorks P9000 XP Agent」を参照。

レイファミリ固有
の用語)

sst.confファイル /usr/kernel/drv/sst.confファイルは、マルチドライブライブラリ
デバイスが接続されているData Protector Sun Solarisクライアント
のそれぞれにインストールされていなければならないファイルです。
このファイルには、クライアントに接続されている各ライブラリデバイ
スのロボット機構のSCSIアドレスエントリが記述されていなければな
りません。

st.confファイル /kernel/drv/st.confファイルは、バックアップデバイスが接続さ
れているData Protector Solarisクライアントのそれぞれにインストー
ルされていなければならないファイルです。このファイルには、クラ
イアントに接続されている各バックアップドライブのデバイス情報と
SCSIアドレスが記述されていなければなりません。シングルドライブ
デバイスについては単一のSCSIエントリが、マルチドライブライブラ
リデバイスについては複数のSCSIエントリが、それぞれ必要です。

StorageTek ACSラ
イブラリ

(StorageTek固有の用語)ACS (Automated Cartridge System)は、
1つのライブラリ管理ユニット(LMU)と、このユニットに接続された1
～24個のライブラリ記憶域モジュール(LSM)からなるライブラリシス
テム(サイロ)です。
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Sybase Backup
Server API

(Sybase固有の用語)Sybase SQL ServerとData Protectorなどの
バックアップソリューションの間でのバックアップ情報および復旧情
報交換用に開発された業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server (Sybase固有の用語)Sybaseの「クライアントサーバー」アーキテク
チャ内のサーバー。Sybase SQL Serverは、複数のデータベースと
複数のユーザーを管理し、ディスク上のデータの実位置を追跡し
ます。さらに、物理データストレージ域に対する論理データ記述の
マッピングを維持し、メモリ内のデータキャッシュとプロシージャキャッ
シュを維持します。

SYMA (EMC
Symmetrix固有の
用語)

「 EMC Symmetrix Agent」を参照。

System Backup to
Tape

(Oracle固有の用語)Oracleがバックアップ要求または復元要求
を発行したときに正しいバックアップデバイスをロード、ラベリング、
およびアンロードするために必要なアクションを処理するOracleイ
ンタフェース。

SysVol (Windows固有の用語)ドメインのパブリックファイルのサーバー
コピーを保存する共有ディレクトリで、ドメイン内のすべてのドメイン
コントローラ間で複製されます。

TimeFinder (EMCSymmetrix固有の用語)単一または複数のEMC Symmetrix
論理デバイス(SLD)のインスタントコピーを作成するBusiness
Continuationプロセス。インスタントコピーは、BCVと呼ばれる専用
の事前構成SLD上に作成され、システムに対する別個のプロセス
を経由してアクセスできます。

TLU Tape Library Unit (テープライブラリユニット)の略。

TNSNAMES.ORA (OracleおよびSAP R/3固有の用語)サービス名にマッピングさ
れた接続記述子を格納するネットワーク構成ファイル。このファイル
は、1か所で集中的に管理してすべてのクライアントで使用すること
も、また、ローカルに管理して各クライアントで個別に使用すること
もできます。

TSANDS.CFGファイ
ル

(Novell NetWare固有の用語)バックアップを開始するコンテナ
の名前を指定するファイル。このファイルはテキストファイルで、
TSANDS.NLMがロードされるサーバーのSYS:SYSTEM\TSAディレクトリ
にあります。
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UIProxy Java GUI Server(UIProxyサービス)はData Protector Cell Manager
で実行されます。Java GUI Serverでは、Java GUI ClientとCell
Managerとの間の通信を行います。また、ビジネスロジック操作を実
行し、重要な情報のみをクライアントに送信する必要があります。こ
のサービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールさ
れるとすぐに開始されます。

user_restrictions
ファイル

割り当てられているユーザー権限に応じてData Protectorのユー
ザーグループが使用できる特定のユーザーアクションを、Data
Protectorセルの特定のシステムでのみ実行されるように制限する
ファイル。このような制限は、AdminおよびOperator以外の Data
Protectorのユーザーグループにのみ適用されます。

VMware管理クライ
アント

(VMware用統合ソフトウェア固有の用語)Data Protectorを使用
してVMware Virtual Infrastructureと通信するクライアント。
VirtualCenter Serverシステム(VirtualCenter環境)、またはESX
Serverシステム(スタンドアロンESX Server環境)のどちらかです。

VOLSER (ADICおよびSTK固有の用語)ボリュームシリアル(VOLume
SERial)番号は、メディア上のラベルで、大容量ライブラリ内の物理
テープの識別に使用されます。VOLSERは、ADIC/GRAUデバイス
およびStorageTekデバイス固有の命名規則です。

VSS 「 Microsoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)」を参照。

VSS準拠モード (HP P9000 XPアレイファミリVSSプロバイダ固有の用語) 2種
類あるP9000 XPアレイ VSSハードウェアプロバイダの操作モードの
1つ。P9000 XPアレイプロバイダがVSS準拠モードであると、ソース
ボリューム(P-VOL)とその複製(S-VOL)は、バックアップ後、単純非
対状態になります。したがって、ローテーションされる複製数(P-VOL
当たりのS-VOL数)に制限はありません。このような構成でのバック
アップからの復元は、ディスクの切り替えによってのみ可能となりま
す。
「 resyncモード、 ソースボリューム、 プライマリボリューム(P-VOL)、
複製、 セカンダリボリューム(S-VOL)、および 複製セットローテー
ション」を参照。

VxFS Veritas Journal Filesystemの略。

VxVM (Veritas
Volume Manager)

Veritas Volume Managerは、Solarisプラットフォーム上でディスクス
ペースを管理するためのシステムです。VxVMシステムは、論理ディ
スクグループに編成された1つまたは複数の物理ボリュームの任意
のグループからなります。
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Wake ONLAN 節電モードで動作しているシステムを同じLAN上の他のシステムか
らのリモート操作により電源投入するためのサポート。

Webレポート Data Protectorの機能の1つ。バックアップステータス、オブジェクト
コピーステータスおよびオブジェクト集約ステータスとData Protector
構成に関するレポートをWebインタフェース経由で表示できます。

Windows 構成の
バックアップ

Data Protectorでは、Windows CONFIGURATION(構成データ)を
バックアップできます。Windowsレジストリ、ユーザープロファイル、
イベントログ、WINSサーバーデータおよびDHCPサーバーデータ
(システム上で構成されている場合)を1回の操作でバックアップで
きます。

Windowsレジストリ オペレーティングシステムやインストールされたアプリケーションの
構成情報を保存するため、Windowsにより使用される集中化された
データベース。

WINSサーバー Windowsネットワークのコンピュータ名をIPアドレスに解決する
Windowsインターネットネームサービスソフトウェアを実行している
システム。Data Protectorでは、WINSサーバーデータをWindowsの
構成データの一部としてバックアップできます。

XBSAインタフェー
ス

(Informix Server固有の用語)ON-BarとData Protectorの間の
相互通信には、X/Open Backup Services Application Programmer's
Interface (XBSA)が使用されます。

ZDB 「 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)」を参照。

ZDBデータベース (ZDB固有の用語)ソースボリューム、複製、セキュリティ情報など
のZDB関連情報を格納するIDBの一部。ZDBデータベースは、ゼ
ロダウンタイムバックアップ、インスタントリカバリ、スプリットミラー復
元の各セッションで使用されます。
「 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)」を参照。

アーカイブREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)オフラインREDOログとも呼びます。Oracle
データベースがARCHIVELOGモードで動作している場合、各オン
ラインREDOログが最大サイズまで書き込まれると、アーカイブ先に
コピーされます。このコピーをアーカイブREDOログと呼びます。各
データベースに対してアーカイブREDOログを作成するかどうかを
指定するには、以下の2つのモードのいずれかを指定します。

• ARCHIVELOG － 満杯になったオンラインREDOログファイル
は、再利用される前にアーカイブされます。そのため、インスタ
ンスやディスクにエラーが発生した場合に、データベースを復
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旧することができます。「ホット」バックアップを実行できるのは、
データベースがこのモードで稼動しているときだけです。

• NOARCHIVELOG － オンラインREDOログファイルは、いっぱ
いになってもアーカイブされません。

「 オンラインREDOログ」を参照。

アーカイブロギング (Lotus Domino Server固有の用語)Lotus Domino Serverのデー
タベースモードの1つ。トランザクションログファイルがバックアップ
されて初めて上書きされるモードです。

アクセス権限 「 ユーザー権限」を参照。

アプリケーション
エージェント

クライアント上でオンラインデータベース統合ソフトウェアを復元お
よびバックアップするために必要なコンポーネント。
「 [Disk Agent]」を参照。

アプリケーションシ
ステム

(ZDB固有の用語)このシステム上でアプリケーションやデータ
ベースが実行されます。 アプリケーションまたはデータベースデー
タは、ソースボリューム上に格納されています。
「 バックアップシステムおよび ソースボリューム」を参照。

暗号化
KeyID-StoreID

Data Protector Key Management Serverが､Data Protectorで使用
される暗号化キーの識別と管理に使用する複合識別子です｡KeyID
は、キーストア内のキーを識別します。StoreIDは、Cell Manager上
のキーストアを識別します。Data Protectorを暗号化機能付きの旧
バージョンからアップグレードした場合、同じCell Manager上で使
用されるStoreIDが複数存在する可能性があります。

暗号化キー 256ビットのランダムに生成された数値で、AES 256ビットソフトウェ
ア暗号化またはドライブベースの暗号化が指定されたバックアップ
の際に、Data Protectorの暗号化アルゴリズムが情報をエンコード
するために使用します。これに続く情報の復号化では、同じキーが
使用されます。Data Protectorセルの暗号化キーは、Cell Manager
上の中央キーストアに保存されます。

暗号化された制御
通信

Data Protectorセル内のクライアント間におけるData Protectorのセ
キュアな通信は、Secure Socket Layer (SSL)をベースにしており、
SSLv3アルゴリズムを使用して制御通信が暗号化されます。Data
Protectorセル内の制御通信は、Disk Agent (および統合用ソフト
ウェア)からMedia Agentへのデータ転送とその逆方向のデータ転
送を除く、Data Protectorプロセス間のすべての通信です。

イベントログ (Windows固有の用語)サービスの開始または停止、ユーザーの
ログオンとログオフなど、Windowsがすべてのイベントを記録し
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たファイル。 Data Protectorは、WindowsイベントログをWindows構
成バックアップの一部としてバックアップできます。

インスタントリカバリ (ZDB固有の用語)ディスクへのZDBセッションまたはディスク/テー
プへのZDBセッションで作成された複製を使用して、ソースボリュー
ムの内容を複製が作成された時点の状態に復元するプロセスで
す。これにより、テープからの復元を行う必要がなくなります。関連
するアプリケーションやデータベースによってはインスタントリカバ
リだけで十分な場合もあれば、完全に復旧するためにトランザクショ
ンログファイルを適用するなどその他にも手順が必要な場合もあり
ます。
「 複製、 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、 ディスクへのZDB、
および ディスク+テープへのZDB」を参照。

インストールサー
バー

特定のアーキテクチャ用のData Protectorソフトウェアパッケージの
レポジトリを保持するコンピュータシステム。インストールサーバー
からData Protectorクライアントのリモートインストールが行われま
す。混在環境では、少なくとも2台のインストールサーバーが必要
です。1台はUNIXシステム用で、1台はWindowsシステム用です。

インターネットイン
フォメーションサー
ビス(IIS)

(Windows固有の用語)Microsoft Internet Information Services
は、ネットワーク用ファイル/アプリケーションサーバーで、複数のプ
ロトコルをサポートしています。IISでは、主に、HTTP (Hypertext
Transport Protocol)によりHTML (Hypertext Markup Language)ペー
ジとして情報が転送されます。

インフォメーションス
トア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ストレージ管理を行う
Microsoft Exchange Serverのサービス。Microsoft Exchange Server
のインフォメーションストアは、メールボックスストアとパブリックフォ
ルダストアという2種類のストアを管理します。メールボックスストア
は、個々のユーザーに属するメールボックスから成ります。パブリッ
クフォルダストアには、複数のユーザーで共有するパブリックフォル
ダおよびメッセージがあります。
「 キーマネージメントサービスおよび サイト複製サービス」を参照。

上書き 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。既存のファイル
の方が新しくても、すべてのファイルがバックアップから復元されま
す。
「 マージ」を参照。

エクスチェンジャ SCSIエクスチェンジャとも呼ばれます。
「 ライブラリ」を参照。
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エンタープライズ
バックアップ環境

複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。エンタープライズバックアップ環境には、複数のData
Protectorセル内のすべてのクライアントが含まれます。これらのセ
ルは、Manager of Managers (MoM)のコンセプトにより集中管理用
のセルから管理されます。
「 MoM」を参照。

オートチェンジャー 「 ライブラリ」を参照。

オートマイグレー
ション

(VLS固有の用語)データのバックアップをまずVLSの仮想テープ
に作成し、それを物理テープ(1つの仮想テープが1つの物理テー
プをエミュレート)に移行する操作を、中間バックアップアプリケー
ションを使用せずに実行する機能。
「 仮想ライブラリシステム(VLS)と 仮想テープ」を参照。

オートローダ 「 ライブラリ」を参照。

オブジェクト 「 バックアップオブジェクト」を参照。

オブジェクトID (Windows固有の用語)オブジェクトID(OID)を使用すると、システ
ムのどこにファイルがあるかにかかわらず、NTFS 5ファイルにアク
セスできます。Data Protectorでは、ファイルの代替ストリームとして
OIDを扱います。

オブジェクトコピー 特定のオブジェクトバージョンのコピー。オブジェクトコピーセッショ
ン中またはオブジェクトミラーのバックアップセッション中に作成さ
れます。

オブジェクトコピー
セッション

異なるメディアセット上にバックアップデータの追加コピーを作成す
るプロセス。オブジェクトコピー セッション中に、選択されたバック
アップオブジェクトがソースからターゲットメディアへコピーされま
す。

オブジェクトのコ
ピー

選択されたオブジェクトバージョンを特定のメディアセットにコピー
するプロセス。1つまたは複数のバックアップセッションから、コピー
するオブジェクトバージョンを選択できます。

オブジェクトのミ
ラーリング

バックアップセッション中に、いくつかのメディアセットに同じデータ
を書き込むプロセス。Data Protectorを使用すると、1つまたは複数
のメディアセットに対し、すべてまたは一部のバックアップオブジェ
クトをミラーリングすることができます。

オブジェクトミラー オブジェクトのミラーリングを使用して作成されるバックアップオブ
ジェクトのコピー。オブジェクトのミラーは、通常、オブジェクトコピー
と呼ばれます。
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オブジェクト検証 Data Protectorの観点で見たバックアップオブジェクトのデータ整
合性と、それらを必要なあて先に送信するData Protectorの機能を
確認する処理です。処理は、バックアップ、オブジェクトコピー、ま
たはオブジェクト集約セッションによって作成されたオブジェクトバー
ジョンを復元する機能に信頼レベルを付与するために使用できま
す。

オブジェクト検証
セッション

指定のバックアップオブジェクトまたはオブジェクトバージョンのデー
タ整合性と、指定のホストにそれらを送信するための選択済みData
Protectorネットワークコンポーネントの機能を確認するプロセスで
す。オブジェクト検証セッションは、対話式に実行することも、自動
ポストバックアップまたはスケジュール仕様の指定通りに実行する
こともできます。

オブジェクト統合 1つのフルバックアップと1つ以上の増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新たな集約されたバー
ジョンのオブジェクトとしてマージするプロセス。このプロセスは、合
成バックアップの一部です。このプロセスの結果、指定のバックアッ
プオブジェクトの合成フルバックアップが出力されます。

オブジェクト統合
セッション

1つのフルバックアップと1つ以上の増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新たな統合されたバー
ジョンのオブジェクトとしてマージするプロセス。

オフラインREDOロ
グ

「 アーカイブREDOログ」を参照。

オフラインバック
アップ

実行中はアプリケーションデータベースがアプリケーションから使
用できなくなるバックアップ。オフラインバックアップセッションでは、
一般にデータベースはデータ複製プロセス中に休止状態となり、
バックアップシステムからは使用できますが、アプリケーションシス
テムからは使用できません。たとえばテープへのバックアップの場
合、テープへのデータストリーミングが終わるまでの間となります。
残りのバックアッププロセスでは、データベースは通常の稼動を再
開できます。
「 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)および オンラインバックアッ
プ」を参照。

オフライン復旧 オフライン復旧は、ネットワーク障害などによりCell Managerにアク
セスできない場合に行われます。オフライン復旧では、スタンドアロ
ンデバイスおよびSCSIライブラリデバイスのみが使用可能です。Cell
Managerの復旧は、常にオフラインで行われます。
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オリジナルシステム あるシステムに障害が発生する前にData Protectorによってバック
アップされたシステム構成データ。

オンラインREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)まだアーカイブされていないが、インスタン
スでデータベースアクティビティを記録するために利用できるか、ま
たは満杯になっており、アーカイブまたは再使用されるまで待機し
ているREDOログ。
「 アーカイブREDOログ」を参照。

オンラインバック
アップ

データベースアプリケーションを利用可能な状態に維持したまま行
われるバックアップ。データベースは、データ複製プロセスの間、
特別なバックアップモードで稼動します。たとえばテープへのバッ
クアップの場合、テープへのデータストリーミングが終わるまでの間
となります。この期間中、データベースは完全に機能しますが、パ
フォーマンスに多少影響が出たり、ログファイルのサイズが急速に
増大したりする場合もあります。残りのバックアッププロセスでは、
データベースは通常の稼動を再開できます。
場合によっては、データベースを整合性を保って復元するために、
トランザクションログもバックアップする必要があります。
「 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)および オフラインバックアッ
プ」を参照。

オンライン復旧 オンライン復旧は、Cell Managerがアクセス可能な場合に行いま
す。この場合、Data Protectorのほとんどの機能(Cell Managerによ
るセッションの実行、復元セッションのIDBへの記録、GUIを使った
復元作業の進行状況の監視など)が使用可能です。

階層ストレージ管理
(HSM)

使用頻度の低いデータを低コストの光磁気プラッタに移動すること
で、コストの高いハードディスク記憶域を有効利用するための仕組
み。移動したデータが必要になった場合は、ハードディスク記憶域
に自動的に戻されます。これにより、ハードディスクからの高速読み
取りと光磁気プラッタの低コスト性のバランスが維持されます。

拡張増分バックアッ
プ

従来の増分バックアップでは、前回のバックアップより後に変更さ
れたファイルがバックアップされますが、変更検出機能に限界があ
ります。これに対し、拡張増分バックアップでは、名前が変更された
ファイルや移動されたファイルのほか、属性が変更されたファイル
についても、信頼性のある検出とバックアップが行われます。

確認 指定したメディア上のData Protectorデータが読み取り可能かどう
かをチェックする機能。また、CRC(巡回冗長検査)オプションをオン
にして実行したバックアップに対しては、各ブロック内の整合性も
チェックできます。
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仮想コントローラソ
フトウェア（VCS）

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)HSVコントローラを
介したHP StorageWorks Command View EVAとの通信など、記憶
システムの処理すべてを管理するファームウェア。
「 HP StorageWorksCommand View (CV) EVA」を参照。

仮想サーバー ネットワークIP名およびIPアドレスでドメイン内に定義されるクラス
ター環境の仮想マシンです。アドレスはクラスターソフトウェアによ
りキャッシュされ、仮想サーバーリソースを現在実行しているクラス
ターノードにマップされます。こうして、特定の仮想サーバーに対
するすべての要求が特定のクラスターノードにキャッシュされます。

仮想ディスク (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P6000 EVAディスクアレイファミリのディスクアレイのストレージプー
ルから割り当てられるストレージユニット。仮想ディスクは、このよう
なディスクアレイのスナップショット機能を使用して複製可能なエン
ティティです。
「 ソースボリュームおよび ターゲットボリューム」を参照。

仮想テープ (VLS固有の用語)テープに保存された場合と同様にディスクドラ
イブにデータをバックアップするアーカイブ式ストレージテクノロジ。
バックアップスピードおよびリカバリスピードの向上、運用コストの削
減など仮想テープシステムとしての利点がある。
「 仮想ライブラリシステム(VLS)および 仮想テープライブラリ(VTL)」
を参照。

仮想テープライブラ
リ(VTL)

(VLS固有の用語)従来のテープベースのストレージ機能を提供
する、エミュレートされるテープライブラリ。
「 仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

仮想デバイスインタ
フェース

(Microsoft SQL Server固有の用語)Microsoft SQL Serverのプ
ログラミングインタフェースの1つ。大容量のデータベースを高速で
バックアップおよび復元できます。

仮想フルバックアッ
プ

コピーするのではなくポインタを使用してデータが統合される、効
率の良い合成バックアップ。配布ファイルメディア形式を使用する
1つのファイルライブラリにすべてのバックアップ(フルバックアップ、
増分バックアップ、およびその結果である仮想フルバックアップ)が
書き込まれる場合に実行されます。

仮想ライブラリシス
テム(VLS)

1つまたは複数の仮想テープライブラリ(VTL)をホストする、ディスク
ベースのデータストレージデバイス。
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カタログ保護 バックアップデータに関する情報(ファイル名やファイルバージョン
など)をIDBに維持する期間を定義します。
「 データ保護」を参照。

監査レポート 監査ログファイルに保存されたデータから作成される、ユーザーが
判読可能な形式の監査情報出力。

監査ログ 監査情報が保存されるデータファイル。

監査情報 Data Protectorセル全体に対し、ユーザーが定義した拡張期間に
わたって実施された、全バックアップセッションに関するデータ。

キーストア すべての暗号化キーは、Cell Managerのキーストアに集中的に格
納され、キー管理サーバー(KMS)により管理されます。

キーマネージメント
サービス

(Microsoft Exchange Server固有の用語)拡張セキュリティのた
めの暗号化機能を提供するMicrosoft Exchange Serverのサービ
ス。
「 インフォメーションストアおよび サイト複製サービス」を参照。

共有ディスク あるシステム上に置かれたWindowsのディスクをネットワーク上の他
のシステムのユーザーが使用できるように構成したもの。共有ディ
スクを使用しているシステムは、Data Protector Disk Agentがイン
ストールされていなくてもバックアップ可能です。

緊急ブートファイル (Informix Server固有の用語)Informix Server構成ファイル
ixbar.server_id。このファイルは、INFORMIXDIR/etcディレクトリ
(Windowsの場合)、またはINFORMIXDIR\etcディレクトリ(UNIXの場
合)に置かれています。INFORMIXDIRはInformix Serverのホームディ
レクトリ、server_idはSERVERNUM構成パラメータの値です。緊急
ブートファイルの各行は、1つのバックアップオブジェクトに対応し
ます。

クライアントバック
アップ

Data Protectorクライアントにマウントされているすべてのボリューム
(ファイルシステム)のバックアップ。実際に何がバックアップされる
かは、バックアップ仕様でどのようにオブジェクトを選択するかによっ
て異なります。

• クライアントシステム名の隣のチェックボックスを選択した場合､
[クライアントシステム]の種類の1つのバックアップオブジェ
クトが作成されます｡その結果、バックアップ時にData Protector
は選択されたクライアントにマウントされているすべてのボリュー
ムを最初に検出してから、それらをバックアップします。Windows
クライアントの場合、CONFIGURATIONもバックアップされます。
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• クライアントシステムにマウントされているすべてのボリュームを
別々に選択する場合、Filesystemタイプの個別バックアップオ
ブジェクトがボリュームごとに作成されます。その結果、バック
アップ時に、選択されたボリュームのみがバックアップされます。
バックアップ仕様の作成後にクライアントにマウントされたボリュー
ムは、バックアップされません｡

クライアントまたは
クライアントシステ
ム

セル内でData Protectorの機能を使用できるように構成された任意
のシステム。

クラスター対応アプ
リケーション

クラスターアプリケーションプログラミングインタフェースをサポート
しているアプリケーション。クラスター対応アプリケーションごとに、
クリティカルリソースが宣言されます。これらのリソースには、ディス
クボリューム(Microsoft Cluster Serverの場合)、ボリュームグループ
(MC/ServiceGuardの場合)、アプリケーションサービス、IP名および
IPアドレスなどがあります。

クラスター連続レプ
リケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)クラスター連続レプリ
ケーション(CCR)はクラスター管理とフェイルオーバーオプションを
使用して、ストレージグループの完全なコピー(CCRコピー)を作成
および維持する高可用性ソリューションです。ストレージグループ
は個別のサーバーに複製されます。CCRはExchangeバックエンド
サーバーで発生した単発箇所の障害を取り除きます。CCRコピー
が存在するパッシブExchange ServerノードでVSSを使用してバック
アップを実行すれば、アクティブノードの負荷が軽減されます。
CCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、CCRコピーはディ
ザスタリカバリに使用されます。複製されたストレージグループは、
Exchangeライターの新しいインスタンス(Exchange Replication
Service)として表示され、元のストレージグループと同様にVSSを使
用してバックアップできます。
「 Exchange Replication Serviceおよび ローカル連続レプリケーショ
ン」を参照。

グループ (Microsoft Cluster Server固有の用語)特定のクラスター対応
アプリケーションを実行するために必要なリソース(ディスクボリュー
ム、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレスなど)の集合。

グローバルオプショ
ンファイル

Data Protectorをカスタマイズするためのファイル。このファイルで
は、Data Protectorのさまざまな設定(特に、タイムアウトや制限)を
定義でき、その内容はData Protectorセル全体に適用されます。こ
のファイルは、Data_Protector_program_data\Config\Server\Options
ディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\
Config\Server\Optionsディレクトリ(その他のWindowsシステム)、
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または/etc/opt/omni/server/optionsディレクトリ(HP-UX、
Solaris、またはLinuxシステムの場合)のCell Managerに置かれてい
ます。

合成バックアップ データに関しては従来のフルバックアップと同じである合成フルバッ
クアップを、生産サーバーやネットワークに負担をかけずに出力す
るバックアップソリューション。合成フルバックアップは、前回のフル
バックアップと任意の数の増分バックアップを使用して作成されま
す。

合成フルバックアッ
プ

バックアップオブジェクトの復元チェーンが新たな合成フルバージョ
ンのオブジェクトにマージされる、オブジェクト集約処理の結果。合
成フルバックアップは、復元速度の面では従来のフルバックアップ
と同じです。

コピーセット (HPP6000 EVAアレイファミリ固有の用語)ローカルP6000 EVA
上にあるソースボリュームとリモートP6000 EVA上にあるその複製と
のペア。
「 ソースボリューム、 複製、および HP Continuous Access +
Business Copy (CA+BC)P6000 EVA」を参照。

コマンドラインインタ
フェース(CLI)

CLIには、DOSコマンドやUNIXコマンドと同じようにシェルスクリプト
内で使用でできるコマンドが用意されています。これらを使用して、
Data Protectorの構成、バックアップ、復元、および管理の各タスク
を実行することができます。

コンテナ (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)ディスクアレイ上の
スペース。後で標準スナップショット、vsnap、またはスナップクロー
ンとして使用するために事前に割り当てられます。

再解析ポイント (Windows固有の用語)任意のディレクトリまたはファイルに関連
付けることができるシステム制御属性。再解析属性の値は、ユー
ザー制御データをとることができます。このデータの形式は、デー
タを保存したアプリケーションによって認識され、データの解釈用
にインストールされており、該当ファイルを処理するファイルシステ
ムフィルタによっても認識されます。ファイルシステムは、再解析ポ
イント付きのファイルを検出すると、そのデータ形式に関連付けら
れているファイルシステムフィルタを検索します。

再同期モード (HP P9000 XPアレイファミリVSSプロバイダ固有の用語) 2種
類あるP9000 XPアレイ VSSハードウェアプロバイダの操作モードの
1つ。P9000 XPアレイプロバイダが再同期モードであると、ソースボ
リューム(P-VOL)とその複製(S-VOL)は、バックアップ後、中断ミラー
関係になります。MU範囲が0-2(つまり、0、1、2)の場合、ローテー
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ションされる最大複製数(P-VOL当たりのS-VOL数)は3となります。
このような構成でのバックアップからの復元は、S-VOLをそのP-VOL
と再同期することによってのみ可能となります。
「 VSS準拠モード、 ソースボリューム、 プライマリボリューム
(P-VOL)、 複製、 セカンダリボリューム(S-VOL)、 ミラーユニット
(MU)番号、および 複製セットローテーション」を参照。

サイト複製サービス (Microsoft Exchange Server固有の用語) Exchange Server 5.5
ディレクトリサービスをエミュレートすることで、Microsoft Exchange
Server 5.5と互換性のあるMicrosoft Exchange Server 2003のサー
ビス。
「 インフォメーションストアおよび キーマネージメントサービス」を参
照。

差分バックアップ 前回のフルバックアップより後の変更をバックアップする増分バック
アップ。このバックアップを実行するには、増分1バックアップを指
定します。
「 増分バックアップ」を参照。

差分バックアップ (Microsoft SQL Server固有の用語)前回のフルデータベース
バックアップ以降にデータベースに対して加えられた変更だけを記
録するデータベースバックアップ。
「 バックアップの種類」を参照。

差分リストア (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分リストアにより、BCVデバイスがペア内の2番目
に利用可能な標準デバイスのミラーとして再割り当てされます。こ
れに対し、標準デバイスの更新時には、オリジナルのペアの分割
中にBCVデバイスに書き込まれたデータだけが反映され、分割中
に標準デバイスに書き込まれたデータはBCVミラーからのデータ
で上書きされます。SRDF制御操作では、差分リストアにより、ター
ゲットデバイス(R2)がペア内の2番目に利用可能なソースデバイス
(R1)のミラーとして再割り当てされます。これに対し、ソースデバイ
ス(R1)の更新時には、オリジナルのペアの分割中にターゲットデバ
イス(R2)に書き込まれたデータだけが反映され、分割中にソースデ
バイス(R1)に書き込まれたデータはターゲットミラー(R2)からのデー
タで上書きされます。

差分同期(再同期) (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分同期(Incremental Establish)により、BCVデバ
イスが増分的に同期化され、EMC Symmetrixミラー化メディアとし
て機能します。EMC Symmetrixデバイスは、事前にペアにしておく
必要があります。SRDF制御操作では、差分同期(Incremental
Establish)により、ターゲットデバイス(R2)が増分的に同期化され、
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EMC Symmetrixミラー化メディアとして機能します。EMC Symmetrix
デバイスは、事前にペアにしておく必要があります。

システムデータベー
ス

(Sybase固有の用語)Sybase SQL Server を新規インストールする
と、以下の4種類のデータベースが生成されます。

• マスターデータベース(master)

• 一時データベース(tempdb)

• システムプロシージャデータベース(sybsystemprocs)

• モデルデータベース(model)

システムボリュー
ム/ディスク/パー
ティション

オペレーティングシステムファイルが格納されているボリューム/ディ
スク/パーティション。ただし、Microsoftの用語では、ブートプロセス
の開始に必要なファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティ
ションをシステムボリューム/システムディスク/システムパーティショ
ンと呼んでいます。

システム復旧デー
タファイル

「 SRD file」を参照。

システム状態 (Windows固有の用語)システム状態データには、レジストリ、COM+
クラス登録データベース、システム起動ファイル、および証明書サー
ビスデータベース(証明書サーバーの場合)が含まれます。サーバー
がドメインコントローラの場合は、Active DirectoryサービスとSYSVOL
ディレクトリもシステム状態データに含まれます。サーバーがクラス
ターサービスを実行している場合、システム状態データにはリソー
スレジストリチェックポイントとクォーラムリソースリカバリ ログが含ま
れ、最新のクラスターデータ情報が格納されます。

シャドウコピー (Microsoft VSS固有の用語)特定の時点におけるオリジナルボ
リューム(元のボリューム)の複製を表すボリューム。オリジナルボ
リュームからではなく、シャドウコピーからデータがバックアップされ
ます。オリジナルボリュームはバックアップ処理中も更新が可能で
すが、ボリュームのシャドウコピーは同じ内容に維持されます。
「 Microsoftボリュームシャドウコピーサービスおよび 複製」を参照。

シャドウコピーセッ
ト

(Microsoft VSS固有の用語)同じ時点で作成されたシャドウコ
ピーのコレクション。
「 シャドウコピーおよび 複製セット」を参照。

シャドウコピープロ
バイダ

(Microsoft VSS固有の用語)ボリュームシャドウコピーの作成と
表現を行うエンティティ。プロバイダは、シャドウコピーデータを所
有して、シャドウコピーを公開します。プロバイダは、ソフトウェア(シ
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ステムプロバイダなど)で実装することも、ハードウェア(ローカルディ
スクやディスクアレイ)で実装することもできます。
「 シャドウコピー」を参照。

ジュークボックス 「 ライブラリ」を参照。

ジュークボックスデ
バイス

光磁気メディアまたはファイルメディアを格納するために使用する、
複数のスロットからなるデバイス。ファイルメディアの格納に使用す
る場合、ジュークボックスデバイスは「ファイルジュークボックスデバ
イス」と呼ばれます。

事前割り当てリスト メディアプール内のメディアのサブセットをバックアップに使用する
順に指定したリスト。

実行後 オブジェクトのバックアップ後、またはセッション全体の完了後にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行後コ
マンドは、Data Protectorで事前に用意されているものではありま
せん。ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。
Windows上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用できます。
「 実行前」を参照。

実行前 オブジェクトのバックアップ前、またはセッション全体の開始前にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行前コ
マンドおよび実行後コマンドは、Data Protectorで事前に用意され
ているものではありません。ユーザーは、コマンドを独自に作成す
る必要があります。Windows上で動作する実行可能ファイルまたは
バッチファイル、UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用で
きます。
「 実行後」を参照。

実行前コマンドと実
行後コマンド

実行前コマンドおよび実行後コマンドは、バックアップセッションま
たは復元セッションの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスクリプトです。実行前コマンドおよび実行後コマン
ドは、Data Protectorで事前に用意されているものではありません。
ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。Windows
上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、UNIX上で
動作するシェルスクリプトなどを使用できます。

自動ストレージ管理
(ASM)

(Oracle固有の用語) Oracleに統合されるファイルシステムおよ
びボリュームマネージャで、Oracleデータベースファイルを管理し
ます。データやディスクの管理が簡単になり、ストライピング機能や
ミラーリング機能によってパフォーマンスが最適化されます。
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集中型ライセンス Data Protectorでは、複数のセルからなるエンタープライズ環境全
体にわたってライセンスの集中管理を構成できます。すべてのData
Protectorライセンスは、エンタープライズCell Managerシステム上
にインストールされます。ライセンスは、実際のニーズに応じてエン
タープライズCell Managerシステムから特定のセルに割り当てるこ
とができます。
「 MoM」を参照。

循環ログ (Microsoft Exchange ServerおよびLotus Domino Server固有
の用語)循環ログは、Microsoft Exchange Serverデータベースおよ
びLotus Domino Serverデータベースモードの1つ。このモードで
は、トランザクションログファイルのコンテンツは、対応するデータが
データベースにコミットされると、定期的に上書きされます。循環ロ
グにより、ディスク記憶領域の要件が軽減されます。

証明書サーバー Windows Certificate Serverをインストールして構成すると、クライア
ントに証明書を提供することができます。証明書サーバーは、エン
タープライズ用の証明書を発行および管理するためのカスタマイ
ズ可能なサービスを提供します。これらのサービスでは、公開キー
ベースの暗号化技術で使用されている証明書の発行、取り消し、
および管理が可能です。

初期化 「 フォーマット」を参照。

所有権 バックアップ所有権は、データを表示および復元するユーザーの
機能に影響を与えます。各バックアップセッションとその中でバック
アップされたすべてのデータはオーナーに割り当てられます。所有
者は、対話型バックアップを開始するユーザー、CRSプロセスを実
行するときに使用するアカウント、またはバックアップ仕様オプショ
ンで所有者として指定されたユーザーです。
ユーザーが既存のバックアップ仕様を修正せずにそのまま起動し
た場合、そのバックアップセッションは対話型とみなされません。
ユーザーがバックアップ仕様を修正して起動すると、以下の条件が
成立しない限り、そのユーザーがオーナーになります。

• そのユーザーが[セッションの所有権を切り替え]ユーザー権限
を持っている。

• バックアップ仕様内でバックアップセッションオーナーを明示的
に定義するには、ユーザー名、グループ名またはドメイン名、
およびシステム名を指定します。

UNIXCell Manager上でスケジュールしたバックアップの場合、上記
の条件が成立しない限り、root: sysがセッションオーナーになりま
す。
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Windows Cell Manager上でスケジューリングしたバックアップの場
合は、上記の条件が成立していない限り、インストール時に指定さ
れたユーザーがセッションオーナーになります。
オブジェクトのコピーまたは統合を行う場合のオーナーは、コピー
仕様や統合仕様で別のオーナーが指定されていない限り、デフォ
ルトでは、その操作を開始するユーザーです。

スイッチオーバー 「 フェイルオーバー」を参照。

スキャン デバイス内のメディアを識別する機能。これにより、MMDBを、選択
した位置(たとえば、ライブラリ内のスロット)に実際に存在するメディ
アと同期させることができます。デバイスに含まれる実際のメディア
をスキャンしてチェックすると、第三者がData Protectorを使用せず
にメディアを操作(挿入または取り出しなど)していないかどうかなど
を確認できます。

スケジューラ 自動バックアップの実行タイミングと頻度を制御する機能。スケジュー
ルを設定することで、バックアップの開始を自動化できます。

スタッカー メディア記憶用の複数のスロットを備えたデバイス。通常は、1ドライ
ブ構成です。スタッカーは、スタックからシーケンシャルにメディア
を選択します。これに対し、ライブラリはレポジトリからメディアをラン
ダムに選択します。

スタンドアロンファイ
ルデバイス

ファイルデバイスとは、ユーザーがデータのバックアップに指定し
たディレクトリにあるファイルのことです。

拡張可能ストレージ
エンジン(ESE)

(Microsoft Exchange Server固有の用語)Microsoft Exchange
Serverで情報交換用の記憶システムとして使用されているデータ
ベーステクノロジ。

ストレージグループ (Microsoft Exchange Server固有の用語)同じログファイルを共
有する複数のメールボックスストアとパブリックフォルダストアのコレ
クション。Exchange Serverでは、各ストレージグループを個別のサー
バープロセスで管理します。

ストレージボリュー
ム

(ZDB固有の用語)ボリューム管理システム、ファイルシステム、他
のオブジェクトなどが存在可能なオペレーティングシステムや他の
エンティティ(たとえば、仮想化機構など)に提示できるオブジェクト。
ボリューム管理システム、ファイルシステムはこの記憶域に構築さ
れます。これらは通常、ディスクアレイなどの記憶システム内に作成
または存在します。
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スナップショット (HP P6000 EVAアレイファミリ、HP P9000 XPアレイファミリ、
およびHP StorageWorks P4000 SANソリューション固有の用
語) 特定の複製方法で作成されたターゲットボリュームの種類の1
つ。ディスクアレイモデルと選択した複製方法に応じて、特性の異
なる、さまざまなスナップショットの種類が使用できます。基本的に、
各スナップショットは仮想コピー（ソースボリュームの内容に引き続
き依存します）、またはソースボリュームから独立した複製(クローン)
のどちらかです。
「 複製および スナップショット作成」を参照。

スナップショットバッ
クアップ

「 テープへのZDB、 ディスクへのZDB、および ディスク+テープへ
のZDB」を参照。

スナップショット作
成

(HP P6000 EVAアレイファミリ、HP P9000 XPアレイファミリ、
およびHP StorageWorks P4000 SANソリューション固有の用
語) 選択したソースボリュームのコピーをストレージ仮想化技術を
使用して作成する複製作成プロセス。スナップショットは、ある特定
の時点で作成されたとみなされる複製で、作成後すぐに使用でき
ます。ただし、スナップショットの種類によっては、複製作成後に
データコピープロセスがバックグランドで継続して実行されるものも
あります。
「 スナップショット」を参照。

スパースファイル ブロックが空の部分を含むファイル。例として、データの一部または
大部分にゼロが含まれるマトリクス、イメージアプリケーションからの
ファイル、高速データベースなどがあります。スパースファイルの処
理を復元中に有効にしておかないと、スパースファイルを復元でき
なくなる可能性があります。

スプリットミラー (EMC Symmetrix Disk ArrayおよびHP P9000 XPアレイファ
ミリ固有の用語)特定の複製方法で作成されたターゲットボリュー
ムの種類の1つ。スプリットミラー複製により、ソースボリュームの独
立した複製(クローン)が作成されます。
「 複製および スプリットミラーの作成」を参照。

スプリットミラーの
作成

(EMCSymmetrixおよびHPP9000XPアレイファミリ固有の用
語) 事前構成したターゲットボリュームのセット(ミラー)を、ソースボ
リュームの内容の複製が必要になるまでソースボリュームのセットと
同期化し続ける複製技法。その後、同期を停止(ミラーを分割)する
と、分割時点でのソースボリュームのスプリットミラー複製はターゲッ
トボリュームに残ります。
「 スプリットミラー」を参照。
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スプリットミラーバッ
クアップ(HP

「 テープへのZDB、 ディスクへのZDB、および ディスク+テープへ
のZDB」を参照。

P9000 XPアレイ
ファミリ固有の用
語）

スプリットミラーバッ
クアップ(EMC

「 テープへのZDB」を参照。

Symmetrix固有の
用語)

スプリットミラー復
元

(EMCSymmetrixおよびHPP9000XPアレイファミリ固有の用
語)テープへのZDBセッションまたはディスク/テープへのZDBセッ
ションでバックアップされたデータを、最初にバックアップメディアか
ら複製に、その後に複製からソースボリュームにコピーするプロセ
ス。この方法では、完全なセッションを復元することも個々のバック
アップオブジェクトを復元することも可能です。
「 テープへのZDB、 ディスク/テープへのZDBおよび 複製」を参
照。

スマートコピー (VLS固有の用語)仮想テープから物理テープライブラリへ作成さ
れたバックアップデータのコピー。スマートコピーのプロセスによっ
て、Data Protectorではソースメディアとターゲットメディアを区別で
きるため、メディア管理が可能になります。
「 仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

スマートコピープー
ル

(VLS固有の用語)指定されたソース仮想ライブラリに対してどの
コピー先ライブラリスロットをスマートコピーターゲットとして使用で
きるかどうかを定義するプール。
「 仮想ライブラリシステム(VLS)および スマートコピー」を参照。

スレッド (Microsoft SQL Server固有の用語)1つのプロセスのみに属す
る実行可能なエンティティ。プログラムカウンタ、ユーザーモードス
タック、カーネルモードスタック、およびレジスタ値のセットからなり
ます。同じプロセス内で複数のスレッドを同時に実行できます。

スロット ライブラリ内の機械的位置。各スロットがDLTテープなどのメディア
を1つずつ格納できます。Data Protectorでは、各スロットを番号で
参照します。メディアを読み取るときには、ロボット機構がメディアを
スロットからドライブに移動します。

制御ファイル (OracleおよびSAP R/3固有の用語)データベースの物理構造
を指定するエントリが記述されたOracleデータファイル。復旧に使
用するデータベース情報の整合性を確保できます。
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セカンダリボリュー
ム(S-VOL)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの内部ディスク
(LDEV)で、もう1つのLDEVであるプライマリボリューム(P-VOL)とペ
アとなっています。 プライマリボリューム(P-VOL)セカンダリボリュー
ムは、P-VOLのミラーとして、またP-VOLのスナップショットストレー
ジに使用されるボリュームとして機能することが可能です。S-VOL
はP-VOLに使用されるSCSIアドレスとは異なるアドレスに割り当て
られます。HP CA P9000 XP構成では、ミラーとして機能するS-VOL
をMetroCluster構成のフェイルオーバーデバイスとして使用するこ
とができます。
「 プライマリボリューム(P-VOL)および Main Control Unit(MCU)」
を参照。

セッション 「 バックアップセッション、 メディア管理セッションおよび 復元セッ
ション」を参照。

セッションID バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト統合、オブジェ
クト検証、またはメディア管理のセッションの識別子で、セッションを
実行した日付と一意の番号から構成されます。

セッションキー 実行前スクリプトおよび実行後スクリプト用の環境変数。Data
Protectorプレビューセッションを含めたセッションを一意に識別し
ます。セッションキーはデータベースに記録されず、omnimnt,
omnistatおよびomniabort コマンドのオプション指定に使用され
ます。

セル 1台のCell Managerに管理されているシステムの集合。セルは、通
常、同じLANまたはSANに接続されている、サイト上または組織エ
ンティティ上のシステムを表します。集中管理によるバックアップお
よび復元のポリシーやタスクの管理が可能です。

ゼロダウンタイム
バックアップ(ZDB)

ディスクアレイにより実現したデータ複製技術を用いて、アプリケー
ションシステムのバックアップ処理の影響を最小限に抑えるバック
アップアプローチ。バックアップされるデータの複製がまず作成さ
れます。その後のすべてのバックアップ処理は、元のデータではな
く複製データを使って実行し、アプリケーションシステムは通常の
処理に復帰します。
「 ディスクへのZDB、 テープへのZDB、 ディスク/テープへのZDB、
および インスタントリカバリ」を参照。

増分1メールボック
スバックアップ

増分1メールボックスバックアップでは、前回のフルバックアップ以
降にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップし
ます。
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増分ZDB ファイルシステムZDBからテープへ、またはZDBからディスク+テー
プへのセッション。前回の保護されたフルバックアップまたは増分
バックアップからの変更のみがテープにストリーミングされます。
「 フルZDB」を参照。

増分バックアップ 前回のバックアップ以降に変更があったファイルだけを選択する
バックアップ。増分バックアップには複数のレベルがあり、復元チェー
ンの長さを細かく制御できます。
「 バックアップの種類」を参照。

増分バックアップ (Microsoft Exchange Server固有の用語)前回のフルバックアッ
プまたは増分バックアップ以降の変更だけをバックアップする
Microsoft Exchange Serverデータのバックアップ。増分バックアッ
プでは、バックアップ対象はトランザクションログだけです。
「 バックアップの種類」を参照。

増分メールボックス
バックアップ

増分メールボックスバックアップでは、前回の各種バックアップ以降
にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップしま
す。

ソースデバイス(R1) (EMCSymmetrix固有の用語)ターゲットデバイス(R2)とのSRDF
操作に参加するEMC Symmetrixデバイス。このデバイスに対する
すべての書き込みは、リモートEMC Symmetrixユニット内のターゲッ
トデバイス(R2)にミラー化されます。R1デバイスは、RDF1グループ
タイプに割り当てる必要があります。
「 ターゲットデバイス(R2)」を参照。

ソースボリューム (ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

ターゲットシステム (ディザスタリカバリ固有の用語)コンピュータの障害が発生した
後のシステム。ターゲットシステムは、ブート不能な状態になってい
ることが多く、そのような状態のシステムを元のシステム構成に戻す
ことがディザスタリカバリの目標となります。クラッシュしたシステムが
そのままターゲットシステムになるのではなく、正常に機能していな
いハードウェアをすべて交換することで、クラッシュしたシステムが
ターゲットシステムになります。

ターゲットデータ
ベース

(Oracle固有の用語)RMANでは、バックアップまたは復元対象の
データベースがターゲットデータベースとなります。

ターゲットデバイス
(R2)

(EMCSymmetrix固有の用語)ターゲットデバイス(R1)とのSRDF
操作に参加するEMC Symmetrixデバイス。リモートEMC Symmetrix
ユニット内に置かれます。ローカルEMC Symmetrixユニット内でソー
スデバイス(R1)とペアになり、ミラー化ペアから、すべての書き込み
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データを受け取ります。このデバイスは、通常のI/O操作ではユー
ザーアプリケーションからアクセスされません。R2デバイスは、RDF2
グループタイプに割り当てる必要があります。
「 ソースデバイス(R1)」を参照。

ターゲットボリュー
ム

(ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

ターミナルサービス (Windows固有の用語)Windowsのターミナルサービスは、サー
バー上で実行されている仮想Windowsデスクトップセッションと
Windowsベースのプログラムにクライアントからアクセスできるマル
チセッション環境を提供します。

チャンネル (Oracle固有の用語)Oracle Recovery Managerリソース割り当て。
チャンネルが割り当てられるごとに、新しいOracleプロセスが開始
され、そのプロセスを通じてバックアップ、復元、および復旧が行わ
れます。割り当てられるチャンネルの種類によって、使用するメディ
アの種類が決まります。

• diskタイプ

• sbt_tapeタイプ

OracleがData Protectorと統合されており、指定されたチャンネル
の種類がsbt_tapeタイプの場合は、上記のサーバー プロセスがData
Protectorに対してバックアップの読み取りとデータファイルの書き
込みを試行します。

ディザスタリカバリ クライアントのメインシステムディスクを(フル)バックアップの実行時
に近い状態に復元するためのプロセスです。

ディザスタリカバリ
オペレーティングシ
ステム

「 DR OS」を参照。

ディザスタリカバリ
の段階0

ディザスタリカバリの準備(ディザスタリカバリを成功させるための必
須条件)。

ディザスタリカバリ
の段階1

DR OSのインストールと構成(以前の記憶領域構造の構築)。

ディザスタリカバリ
の段階2

オペレーティングシステム(環境を定義する各種の構成情報を含む)
とData Protectorの復元。

ディザスタリカバリ
の段階3

ユーザーデータとアプリケーションデータの復元。
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ディスク+テープへ
のZDB

(ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。
ディスクへのZDBと同様に、作成された複製が特定の時点でのソー
スボリュームのバックアップとしてディスクアレイに保持されます。た
だし、テープへのZDBと同様、複製データはバックアップメディアに
もストリーミングされます。このバックアップ方法を使用した場合、同
じセッションでバックアップしたデータは、インスタントリカバリプロセ
ス、Data Protector標準のテープからの復元を使用して復元できま
す。特定のディスクアレイファミリではスプリットミラー復元が可能で
す。
「 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、 ディスクへのZDB、 テープ
へのZDB、 インスタントリカバリ、 複製、および 複製セットローテー
ション」を参照。

ディスクイメージ
(rawディスク)のバッ
クアップ

ディスクイメージのバックアップでは、ファイルがビットマップイメー
ジとしてバックアップされるので、高速バックアップが実現します。
ディスクイメージ(rawディスク)バックアップでは、ディスク上のファイ
ルおよびディレクトリの構造はバックアップされませんが、ディスクイ
メージ構造がバイトレベルで保存されます。ディスクイメージバック
アップは、ディスク全体か、またはディスク上の特定のセクションを
対象にして実行できます。

ディスククォータ コンピュータシステム上のすべてのユーザーまたはユーザーのサ
ブセットに対してディスクスペースの消費を管理するためのコンセ
プト。このコンセプトは、いくつかのオペレーティングシステムプラッ
トフォームで採用されています。

ディスクグループ (Veritas Volume Manager固有の用語)VxVMシステムのデータ
ストレージの基本ユニット。ディスクグループは、1つまたは複数の
物理ボリュームから作成できます。同じシステム上に複数のディス
クグループを置くことができます。

ディスクステージン
グ

データをいくつかの段階に分けてバックアップする処理。これによ
り、バックアップと復元のパフォーマンスが向上し、バックアップデー
タの格納費用が節減され、データの可用性と復元時のアクセス性
が向上します。バックアップステージは、最初に1種類のメディア(た
とえば、ディスク)にデータをバックアップし、その後データを異なる
種類のメディア(たとえば、テープ)にコピーすることから構成されま
す。

ディスクへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製が、特定の時点でのソースボリュームのバックアップ
としてディスクアレイに保持されます。同じバックアップ仕様を使っ
て別の時点で作成された複数の複製を、複製セットに保持するこ
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とができます。テープにZDBした複製はインスタントリカバリプロセ
スで復元できます。
「 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、 テープへのZDB、 ディスク/
テープへのZDB、 インスタントリカバリ、および 複製セットローテー
ション」を参照。

ディレクトリ接合 (Windows固有の用語)ディレクトリ接合は、Windowsの再解析ポ
イントのコンセプトに基づいています。NTFS 5ディレクトリ接合では、
ディレクトリ/ファイル要求を他の場所にリダイレクトできます。

データストリーム 通信チャンネルを通じて転送されるデータのシーケンス。

データファイル (OracleおよびSAPR/3固有の用語)Oracleによって作成される
物理ファイル。表や索引などのデータ構造を格納します。データ
ファイルは、1つのOracleデータベースにのみ所属できます。

データベースサー
バー

大規模なデータベース(SAP R/3データベースやMicrosoft SQL
データベースなど)が置かれているコンピュータ。サーバー上のデー
タベースへは、クライアントからアクセスできます。

データベースの並
列処理(数)

十分な台数のデバイスが利用可能で、並列バックアップを実行で
きる場合には、複数のデータベースが同時にバックアップされま
す。

データベースの差
分バックアップ

前回のフルデータベースバックアップ以降にデータベースに対し
て加えられた変更だけを記録するデータベースバックアップ。

データベースライブ
ラリ

Data Protectorのルーチンのセット。Oracle Serverのようなオンライ
ンデータベース統合ソフトウェアのサーバーとData Protectorの間
でのデータ転送を可能にします。

データ保護 メディア上のバックアップデータを保護する期間を定義します。この
期間中は、データが上書きされません。保護期限が切れると、それ
以降のバックアップセッションでメディアを再利用できるようになりま
す。
「 カタログ保護」を参照。

データ複製(DR)グ
ループ

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)HP P6000 EVAファ
ミリ仮想ディスクの論理グループ。共通の性質を持ち、同じHP CA
P6000 EVAログを共有していれば、最大8組のコピーセットを含め
ることができます。
「 コピーセット」を参照。
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テープなしのバック
アップ(ZDB固有
の用語)

「 ディスクへのZDB」を参照。

テープへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製が、バックアップメディア(通常はテープ)にストリーミン
グされます。このバックアップ形式ではインスタントリカバリはできま
せんが、バックアップ終了後にディスクアレイ上に複製を保持する
必要がありません。バックアップデータはData Protector標準のテー
プからの復元を使用して復元できます。特定のディスクアレイファミ
リでは、スプリットミラー復元が可能です。
「 ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、 ディスクへのZDB、 ディスク
+テープへのZDB、 インスタントリカバリ、および 複製」を参照。

デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

デバイスグループ (EMC Symmetrix固有の用語)複数のEMC Synnetrixデバイスを
表す論理ユニット。デバイスは1つのデバイスグループにしか所属
できません。デバイスグループのデバイスは、すべて同じEMC
Symmetrix装置に取り付けられている必要があります。デバイスグ
ループにより、利用可能なEMC Symmetrixデバイスのサブセットを
指定し、使用することができます。

デバイスストリーミ
ング

デバイスがメディアへ十分な量のデータを継続して送信できる場
合、デバイスはストリーミングを行います。そうでない場合は、デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを待ち、テープを少し巻
き戻した後、テープへの書込みを再開します。言い換えると、テー
プにデータを書き込む速度が、コンピュータシステムがデバイスへ
データを送信する速度以下の場合、デバイスはストリーミングを行
います。ストリーミングは、スペースの使用効率とデバイスのパフォー
マンスを大幅に向上します。

デバイスチェーン デバイスチェーンは、シーケンシャルに使用するように構成された
複数のスタンドアロンデバイスからなります。デバイスチェーンに含
まれるデバイスのメディアで空き容量がなくなると、自動的に次の
デバイスのメディアに切り替えて、バックアップを継続します。

デルタバックアップ 差分バックアップ(delta backup)では、前回の各種バックアップ以降
にデータベースに対して加えられたすべての変更がバックアップさ
れます。
「 バックアップの種類」を参照。

統合ソフトウェアオ
ブジェクト

OracleまたはSAP DBなどのData Protector統合ソフトウェアのバッ
クアップオブジェクト。

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 173



同時処理数 「 Disk Agentの同時処理数」を参照。

ドメインコントローラ ユーザーのセキュリティを保護し、別のサーバーグループ内のパス
ワードを検証するネットワーク内のサーバー。

ドライブ コンピュータシステムからデータを受け取って、磁気メディア(テー
プなど)に書き込む物理装置。データをメディアから読み取って、コ
ンピュータシステムに送信することもできます。

ドライブのインデッ
クス

ライブラリデバイス内のドライブの機械的な位置を識別するための
数字。ロボット機構によるドライブアクセスは、この数に基づいて制
御されます。

ドライブベースの暗
号化

Data Protectorのドライブベースの暗号化では、ドライブの暗号化
機能が使用されます。バックアップの実行中、ドライブではメディア
に書き込まれるデータとメタデータの両方が暗号化されます。

トランザクション 一連のアクションを単一の作業単位として扱えるようにするための
メカニズム。データベースでは、トランザクションを通じて、データ
ベースの変更を追跡します。

トランザクションバッ
クアップ

トランザクションバックアップは、一般に、データベースのバックアッ
プよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバックアッ
プよりもより高い頻度で実行できます。トランザクションバックアップ
を適用することで、データベースを問題発生以前の特定の時点の
状態に復旧することができます。

トランザクションバッ
クアップ

(SybaseおよびSQL固有の用語)トランザクションログをバックアッ
プすること。トランザクションログには、前回のフルバックアップまた
はトランザクションバックアップ以降に発生した変更が記録されま
す。

トランザクションロ
グ

(Data Protector固有の用語)IDBに対する変更を記録します。
IDB復旧に必要なトランザクションログファイル(前回のIDBバックアッ
プ以降に作成されたトランザクションログ)が失われることがないよう
に、トランザクションログのアーカイブを有効化しておく必要があり
ます。

トランザクションロ
グテーブル

(Sybase固有の用語)データベースに対するすべての変更が自
動的に記録されるシステムテーブル。

トランザクションロ
グバックアップ

トランザクションログバックアップは、一般に、データベースのバック
アップよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバッ
クアップよりもより高い頻度で実行できます。トランザクションログバッ
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クアップを用いることにより、データベースを特定の時点の状態に
復旧できます。

トランザクションロ
グファイル

データベースを変更するトランザクションを記録するファイル。デー
タベースが破損した場合にフォールトトレランスを提供します。

トランスポータブル
スナップショット

(Microsoft VSS固有の用語)アプリケーションシステム上に作成
されるシャドウコピー。このシャドウコピーは、バックアップを実行す
るバックアップシステムに提供できます。
「 Microsoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)」を参照。

ハートビート 特定のクラスターノードの動作ステータスに関する情報を伝達する
タイムスタンプ付きのクラスターデータセット。このデータセット(パ
ケット)は、すべてのクラスターノードに配布されます。

ハードリカバリ (Microsoft Exchange Server固有の用語)トランザクションログ
ファイルを使用し、データベースエンジンによる復元後に実行され
るMicrosoft Exchange Serverのデータベース復旧。

配布ファイルメディ
ア形式

ファイルライブラリで利用できるメディア形式。仮想フルバックアップ
と呼ばれる容量効率のいい合成バックアップをサポートしています。
この形式を使用することは、仮想フルバックアップにおける前提条
件です。
「 仮想フルバックアップ」を参照。

バックアップAPI Oracleのバックアップ/復元ユーティリティとバックアップ/復元メディ
ア管理層の間にあるOracleインタフェース。このインタフェースに
よってルーチンのセットが定義され、バックアップメディアのデータ
の読み書き、バックアップファイルの作成や検索、削除が行えるよ
うになります。

バックアップID 統合ソフトウェアオブジェクトの識別子で、統合ソフトウェアオブジェ
クトのバックアップのセッションIDと一致します。バックアップIDは、
オブジェクトのコピー、エクスポート、またはインポート時に保存され
ます。

バックアップオー
ナー

IDBの各バックアップオブジェクトにはオーナーが定義されていま
す。デフォルトのオーナーは、バックアップセッションを開始したユー
ザーです。

バックアップオブ
ジェクト

1つのディスクボリューム(論理ディスクまたはマウントポイント)から
バックアップされた項目すべてを含むバックアップ単位。バックアッ
プ項目は、任意の数のファイル、ディレクトリ、ディスク全体またはマ
ウントポイントの場合が考えられます。また、バックアップオブジェク
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トはデータベース/アプリケーションエンティティまたはディスクイメー
ジ(rawディスク)の場合もあります。
バックアップオブジェクトは以下のように定義されます。

• クライアント名:バックアップオブジェクトが保存されるData
Protectorクライアントのホスト名

• マウントポイント:ファイルシステムオブジェクトを対象とする場合
—バックアップオブジェクトが存在するクライアント(Windowsでは
ドライブ、UNIXではマウントポイント)上のディレクトリ構造にお
けるアクセスポイント。統合オブジェクトを対象とする場合—バッ
クアップストリームID。バックアップされたデータベース項目/ア
プリケーション項目を示します。

• 説明:ファイルシステムオブジェクトを対象とする場合—同一のク
ライアント名とマウントポイントを持つオブジェクトを一意に定義
します。統合オブジェクトを対象とする場合—統合の種類を表
示します(例: SAPまたはLotus)。

• 種類:バックアップオブジェクトの種類。ファイルシステムオブジェ
クトを対象とする場合—ファイルシステムの種類(例: WinFS)。統
合オブジェクトを対象とする場合—「Bar」

バックアップシステ
ム

(ZDB固有の用語) 1つ以上のアプリケーションシステムとともに
ディスクアレイに接続されているシステム。ほとんどの場合、バック
アップシステムはターゲットボリューム(複製)を作成するためにディ
スクアレイに接続されるほか、ターゲットボリューム(複製)のマウント
処理に使用されます。
「 アプリケーションシステム、 ターゲットボリュームおよび 複製」を
参照。

バックアップセッショ
ン

データのコピーを記憶メディア上に作成するプロセス。バックアップ
仕様に処理内容を指定することも、対話式に操作を行うこともでき
ます(対話式セッション)。1つのバックアップ仕様の中で複数のクラ
イアントが構成されている場合、すべてのクライアントが同じバック
アップの種類を使って、1回のバックアップセッションで同時にバッ
クアップされます。バックアップセッションの結果、1式のメディアに
バックアップデータが書き込まれます。これらのメディアは、バック
アップセットまたはメディアセットとも呼ばれます。
「 バックアップ仕様、 フルバックアップ、および 増分バックアップ」
を参照。

バックアップセット バックアップに関連したすべての統合ソフトウェアオブジェクトのセッ
トです。
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バックアップセット (Oracle固有の用語)RMANバックアップコマンドを使用して作成
したバックアップファイルの論理グループ。バックアップセットは、
バックアップに関連したすべてのファイルのセットです。これらのファ
イルはパフォーマンスを向上するため多重化することができます。
バックアップセットにはデータファイルまたはアーカイブログのいず
れかを含めることができますが、両方同時に使用できません。

バックアップチェー
ン

「 復元チェーン」を参照。

バックアップデバイ
ス

記憶メディアに対するデータの読み書きが可能な物理デバイスを
Data Protectorで使用できるように構成したもの。たとえば、スタン
ドアロンDDS/DATドライブやライブラリなどをバックアップデバイス
として使用できます。

バックアップの種類 「 増分バックアップ、 差分バックアップ、 トランザクションバックアッ
プ、 フルバックアップおよび デルタバックアップ」を参照。

バックアップビュー Data Protectorでは、バックアップ仕様のビューを切り替えることが
できます。
[種類別]を選択すると、バックアップ/テンプレートで利用できるデー
タの種類に基づいたビューが表示されます。(デフォルト)
[グループ別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの所属
先のグループに基づいたビューが表示されます。
[名前別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの名前に基
づいたビューが表示されます。
[Manager別](MoMの実行時のみ有効) を選択すると、バックアップ
仕様/テンプレートの所属先のCell Managerに基づいたビューが表
示されます。

バックアップ世代 1つのフルバックアップとそれに続く増分バックアップを意味します。
次のフルバックアップが行われると、世代が新しくなります。

バックアップ仕様 バックアップ対象オブジェクトを、使用するデバイスまたはドライブ
のセット、仕様内のすべてのオブジェクトに対するバックアップオプ
ション、およびバックアップを行いたい日時とともに指定したリスト。
オブジェクトとなるのは、ディスクやボリューム全体、またはその一
部、たとえばファイル、ディレクトリ、Windowsレジストリなどです。イ
ンクルードリストおよびエクスクルードリストを使用して、ファイルを選
択することもできます。

パッケージ (MC/ServiceGuardおよびVeritas Cluster固有の用語)特定の
クラスター対応アプリケーションを実行するために必要なリソース(ボ
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リュームグループ、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレ
スなど)の集合。

パブリック/プライ
ベートバックアップ
データ

バックアップを構成する際は、バックアップデータをパブリックまた
はプライベートのいずれにするかを選択できます。

パブリックデータ － すべてのData Protectorユーザーに対し
てアクセスと復元が許可されます。

•

• プライベートデータ － バックアップの所有者および管理者に
対してのみ表示と復元が許可されます。

パブリックフォルダ
ストア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、パブリックフォルダ内の情報を維持する部分。パブリッ
クフォルダストアは、バイナリリッチテキスト.edbファイルと、ストリー
ミングネイティブインターネットコンテンツを格納する.stmファイルか
ら構成されます。

表領域 データベース構造の一部。各データベースは論理的に1つまたは
複数の表領域に分割されます。各表領域には、データファイルま
たはrawボリュームが排他的に関連付けられます。

ファーストレベルミ
ラー

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの内部ディスク
(LDEV)のミラーで、このミラーをさらにミラー化し、セカンドレベルの
ミラーを作成できます。Data Protectorゼロダウンタイムバックアップ
およびインスタントリカバリ目的には、ファーストレベルミラーのみを
使用できます。
「 プライマリボリュームおよび ミラーユニット(MU)番号」を参照。

ファイバーチャネル ファイバーチャネルは、高速のコンピュータ相互接続に関するANSI
標準です。光ケーブルまたは銅線ケーブルを使って、大容量デー
タファイルを高速で双方向送信でき、数km離れたサイト間を接続
できます。ファイバーチャネルは、ノード間を3種類の物理トポロジー
(ポイントツーポイント、ループ、スイッチ式)で接続できます。

ファイルシステム ハードディスク上に一定の形式で保存されたファイルの集まり。ファ
イルシステムは、ファイル属性とファイルの内容がバックアップメディ
アに保存されるようにバックアップされます。

ファイルジューク
ボックスデバイス

ファイルメディアを格納するために使用する、複数のスロットからな
るディスク上に存在するデバイス。

ファイルツリー
ウォーク

(Windows固有の用語)どのオブジェクトが作成、変更、または削
除されたかを判断するためにファイルシステムを巡回する処理。
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ファイルデポ バックアップからファイルライブラリデバイスまでのデータを含むファ
イル。

ファイルバージョン フルバックアップや増分バックアップでは、ファイルが変更されてい
る場合、同じファイルが複数回バックアップされます。バックアップ
のロギングレベルとして[すべてログに記録]を選択している場合は、
ファイル名自体に対応する1つのエントリとファイルの各バージョン
に対応する個別のエントリがIDB内に維持されます。

ファイルライブラリ
デバイス

複数のメディアからなるライブラリをエミュレートするディスク上に存
在するデバイス。ファイルデポと呼ばれる複数のファイルが格納さ
れます。

ファイル複製サービ
ス(FRS)

Windowsサービスの1つ。ドメインコントローラのストアログオンスクリ
プトとグループポリシーを複製します。また、分散ファイルシステム
(DFS)共有をシステム間で複製したり、任意のサーバーから複製作
業を実行することもできます。

ブートボリューム/
ディスク/パーティ
ション

ブートプロセスの開始に必要なファイルが入っているボリューム/
ディスク/パーティション。Microsoftの用語では、オペレーティング
システムファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティション
をブートボリューム/ブートディスク/ブートパーティションと呼んでい
ます。

フェイルオーバー あるクラスターノードから別のクラスターノードに最も重要なクラス
ターデータ(Windowsの場合はグループ、UNIXの場合はパッケー
ジ)を転送すること。フェイルオーバーは、主に、プライマリノードの
ソフトウェア/ハードウェア障害発生時や保守時に発生します。

フェイルオーバー (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)HP Continuous
Access + Business Copy (CA+BC) P6000 EVA構成でソースとあて
先の役割を逆にする操作。
「 HP Continuous Access + Business Copy (CA+BC) P6000 EVA」
を参照。

フォーマット メディアをData Protectorで使用できるように初期化するプロセス。
メディア上の既存データはすべて消去されます。メディアに関する
情報(メディアID、説明、場所)は、IDBおよび該当するメディア(メ
ディアヘッダ)に保存されます。Data Protectorのメディアは、保護
の期限が切れるか、またはメディアの保護が解除されるかメディア
がリサイクルされるまで、フォーマットされません。

復元セッション バックアップメディアからクライアントシステムにデータをコピーする
プロセス。

ゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド 179



復元チェーン 特定の時点までのバックアップオブジェクトの復元に必要なバック
アップすべて。復元チェーンは、オブジェクトのフルバックアップ1
つと、任意の数の増分バックアップで構成されます。

負荷調整 デフォルトでは、デバイスが均等に使用されるように、バックアップ
用に選択されたデバイスの負荷(使用率)が自動的に調整されま
す。負荷調整では、各デバイスに書き込まれるオブジェクトの個数
を調整することで、使用率を最適化します。負荷調整はバックアッ
プ時に自動的に実行されるので、データが実際にどのようにバック
アップされるかを管理する必要はありません。使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。負荷調整機能を使用しない場合
は、バックアップ仕様に各オブジェクトに使用するデバイスを選択
できます。Data Protectorは、指定した順にデバイスにアクセスしま
す。

分散ファイルシステ
ム(DFS)

複数のファイル共有を単一の名前空間に接続するサービス。対象
となるファイル共有は、同じコンピュータに置かれていても、異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。DFSは、リソースの保
存場所の違いに関係なくクライアントがリソースにアクセスできるよ
うにします。

複製 (ZDB固有の用語)ユーザー指定のバックアップオブジェクトを含
む、特定の時点におけるソースボリュームのデータのイメージ。イ
メージは、作成するハードウェアまたはソフトウェアによって、物理
ディスクレベルでの記憶ブロックの独立した正確な複製(クローン)
になる(スプリットミラーやスナップクローンなど)場合もあれば、仮想
コピーになる(スナップショットなど)場合もあります。基本的なオペ
レーティングシステムの観点からすると、バックアップオブジェクトを
含む物理ディスク全体が複製されます。しかし、UNIXでボリューム
マネージャを使用するときは、バックアップオブジェクトを含むボ
リュームまたはディスクグループ全体が複製されます。Windowsで
パーティションを使用する場合、選択したパーティションを含む物
理ボリューム全体が複製されます。
「 スナップショット、 スナップショット作成、 スプリットミラー、および
スプリットミラーの作成」を参照。

複製セット (ZDB固有の用語)同じバックアップ仕様を使って作成される複製
のグループ。
「 複製および 複製セットローテーション」を参照。

複製セットローテー
ション

(ZDB固有の用語)通常のバックアップ作成のために継続的に複
製セットを使用すること。複製セットの使用を必要とする同一のバッ
クアップ仕様が実行されるたびに、新規の複製がセットの最大数に
なるまで作成され、セットに追加されます。その後、セット内の最も
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古い複製は置き換えられ、セット内の複製の最大数が維持されま
す。
「 複製および 複製セット」を参照。

物理デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

プライマリボリュー
ム(P-VOL)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの内部ディスク
(LDEV)で、これに対して、そのミラー、またはスナップショットスト
レージに使用されるボリュームのいずれかのセカンダリボリューム
(S-VOL)が存在します。HP CA P9000 XPおよびHP CA+BC P9000
XP構成では、プライマリボリュームはメインコントロールユニット(MCU)
内に配置されています。
「 セカンダリボリューム(S-VOL)および Main Control Unit (MCU)」
を参照。

フラッシュリカバリ
領域

(Oracle固有の用語)Oracleによって管理されるディレクトリ、ファ
イルシステム、または自動ストレージ管理(ASM)ディスクグループで
あり、バックアップ、復元、およびデータベース復旧に関係するファ
イル(リカバリファイル)用の集中管理ストレージ領域として機能しま
す。
「 リカバリファイル」を参照。

フリープール フリープールは、メディアプール内のすべてのメディアが使用中に
なっている場合にメディアのソースとして補助的に使用できるプー
ルです。ただし、メディアプールでフリープールを使用するには、
明示的にフリープールを使用するように構成する必要があります。

フルZDB 前回のバックアップから変更がない場合でも選択されたすべての
オブジェクトをテープにストリーミングする、テープへのZDBセッショ
ンまたはディスク+テープへのZDBセッション。
「 増分ZDB」を参照。

フルデータベース
バックアップ

最後に(フルまたは増分)バックアップした後に変更されたデータだ
けではなく、データベース内のすべてのデータのバックアップ。フ
ルデータベースバックアップは、他のバックアップに依存しません。

フルバックアップ フルバックアップでは、最近変更されたかどうかに関係なく、選択さ
れたオブジェクトをすべてバックアップします。
「 バックアップの種類」を参照。

フルメールボックス
バックアップ

フルメールボックスバックアップでは、メールボックス全体の内容を
バックアップします。
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ペアステータス (HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイのディスクペア(セ
カンダリボリュームとそれに対応するプライマリボリューム)の状態。
状況によってペアのディスクはさまざまな状態になる可能性があり
ます。Data Protector HP StorageWorks P9000 XPエージェントの
操作において特に以下の状態が重要となります。

• ペア – セカンダリボリュームがゼロダウンタイムバックアップ用
に準備されています。セカンダリボリュームがミラーの場合、完
全に同期化されます。セカンダリボリュームがスナップショットス
トレージ用に使用されるボリュームの場合、空の状態です。

• 中断 – ディスク間のリンクは中断されています。ただし、ペアの
関係は維持されたままとなり、後で再度ゼロダウンタイムバック
アップを行うためにセカンダリディスクを準備できます。

• コピー – ディスクペアは現在使用中であり、ペア状態に移行中
です。セカンダリボリュームがミラーの場合、プライマリボリュー
ムで再同期されています。セカンダリボリュームがスナップショッ
トストレージに使用されるボリュームの場合、その内容はクリアさ
れています。

並列処理 1つのオンラインデータベースから複数のデータストリームを読み取
ること。

並行復元 単一のMedia Agentからデータを受信するDisk Agentを複数実行
して、バックアップされたデータを同時に複数のディスクに(並行し
て)復元すること。並行復元を行うには、複数のディスクまたは論理
ボリュームに置かれているデータを選択し、同時処理数を2以上に
設定してバックアップを開始し、異なるオブジェクトのデータを同じ
デバイスに送信する必要があります。並行復元中には、復元対象
として選択した複数のオブジェクトがメディアから同時に読み取ら
れるので、パフォーマンスが向上します。

保護 「 データ保護および カタログ保護」を参照。

補助ディスク 必要最小限のオペレーティングシステムファイル、ネットワークファ
イル、およびData Protector Disk Agentがインストールされたブー
ト可能ディスク。 ディスクデリバリーでUNIXクライアントを障害から
復旧するときの段階1では、補助ディスクをターゲットシステムのブー
トに使用することができます。

ホストシステム Data Protector Disk Agentがインストールされており、ディスクデリ
バリーによるディザスタリカバリに使用される稼動中のData Protector
クライアント。
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ボリュームグループ LVMシステムにおけるデータストレージ単位。ボリュームグループ
は、1つまたは複数の物理ボリュームから作成できます。同じシステ
ム上に複数のボリュームグループを置くことができます。

ボリュームシャドウ
コピーサービス
(VSS)

「 Microsoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)」を参照。

ボリュームマウント
ポイント

(Windows固有の用語)ボリューム上の空のディレクトリを他のボ
リュームのマウントに使用できるように構成したもの。ボリュームマウ
ントポイントは、ターゲットボリュームへのゲートウェイとして機能しま
す。ボリュームがマウントされていれば、ユーザーやアプリケーショ
ンがそのボリューム上のデータをフル(マージ)ファイルシステムパス
で参照できます(両方のボリュームが一体化されている場合)。

マージ 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。復元するファイ
ルと同じ名前のファイルが復元先に存在する場合、変更日時の新
しい方が維持されます。既存のファイルと名前が重複しないファイ
ルは、常に復元されます。
「 上書き」を参照。

マウントポイント ディレクトリ構造内において、ディスクまたは論理ボリュームにアク
セスするためのアクセスポイント(/optやd:など)。UNIXでは、bdfコ
マンドまたはdfコマンドを使ってマウントポイントを表示できます。

マウント要求 マウント要求時には、デバイスにメディアを挿入するように促す画
面が表示されます。必要なメディアを挿入して確認することでマウ
ント要求に応答すると、セッションが続行されます。

マジックパケット 「 Wake ONLAN」を参照。

マルチスナップ (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)個々のターゲットボ
リュームだけでなく、スナップショットを構成するすべてのボリューム
でバックアップデータの整合性が取れるように、複数のターゲットボ
リュームを同時に作成すること。
「 スナップショット」を参照。

ミラー(EMC
Symmetrixおよび

「 ターゲットボリューム」を参照。

HP P9000 XPア
レイファミリ固有
の用語)
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ミラークローン (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) ストレージボリュー
ムの動的な複製です。元のストレージボリュームに加えられた変更
は、ローカル複製リンクを介して、ミラークローンに反映されます。
元のストレージボリュームとそのミラークローン間の複製は中断でき
ます。各ストレージボリュームについてディスクアレイ上に1つのミ
ラークローンを作成できます。

ミラーユニット(MU)
番号

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイ上にある内部ディ
スク(LDEV)のセカンダリボリューム(S-VOL)を特定する0以上の整
数。
「 ファーストレベルミラー」を参照。

ミラーローテーショ
ン(HP P9000 XP

「 複製セットローテーション」を参照。

アレイファミリ固有
の用語)

無人操作 「 lights-out operation」を参照。

無人操作
(lights-out

オペレータの介在なしで、通常の営業時間外に実行されるバック
アップ操作または復元操作。オペレータが手動で操作することな

operationまたは く、バックアップアプリケーションやサービスのマウント要求などが自
動的に処理されます。unattended

operation)

メールボックス (Microsoft Exchange Server固有の用語)電子メールが配信さ
れる場所。管理者がユーザーごとに設定します。電子メールの配
信場所として複数の個人用フォルダが指定されている場合は、メー
ルボックスから個人用フォルダに電子メールがルーティングされま
す。

メールボックススト
ア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、ユーザーメールボックス内の情報を維持する部分。メー
ルボックスストアは、バイナリデータを格納するリッチテキスト.edb
ファイルと、ストリーミングネイティブインターネットコンテンツを格納
する.stmファイルからなります。

メディアID Data Protectorがメディアに割り当てる一意な識別子。

メディア集中管理
データベース
(CMMDB)

「CMMDB」を参照。
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メディア管理セッ
ション

初期化、内容のスキャン、メディア上のデータの確認、メディアのコ
ピーなどのアクションをメディアに対して実行するセッション。

メディア状態要素 使用回数のしきい値と上書きのしきい値。メディアの状態の判定基
準となります。

メディアセット バックアップセッションでは、メディアセットと呼ばれるメディアのグ
ループにデータをバックアップします。メディアの使用法によって
は、複数のセッションで同じメディアを共有できます。

メディアの位置 バックアップメディアが物理的に収納されている場所を示すユー
ザー定義の識別子。"building 4"や"off-site storage"のような文字
列です。

メディアのインポー
ト

メディアに書き込まれているバックアップセッションデータをすべて
再読み込みして、IDBに取り込むプロセス。これにより、メディア上
のデータにすばやく、簡単にアクセスできるようになります。
「メディアのエクスポート」を参照。

メディアのエクス
ポート

メディアに格納されているすべてのバックアップセッション情報(シ
ステム、オブジェクト、ファイル名など)をIDBから削除するプロセス。
メディア自体に関する情報やメディアとプールの関係に関する情
報もIDBから削除されます。メディア上のデータは影響されません。
「メディアのインポート」を参照。

メディアの種類 メディアの物理的な種類(DDSやDLTなど)。

メディアの状態 メディア状態要素から求められるメディアの品質。テープメディアの
使用頻度が高く、使用時間が長ければ、読み書きエラーの発生率
が高くなります。状態が[不良]になったメディアは交換する必要が
あります。

メディアの使用法 メディアの使用法は、既に使用されているメディアに対してバック
アップをどのように追加するかを制御します。メディアの使用法は、
[追加可能]、[追加不可能]、[増分のみ追加可能]のいずれかに
設定できます。

メディアのボール
ティング

メディアを安全な別の場所に収納すること。メディアが復元に必要
になった場合や、今後のバックアップにメディアを再使用する場合
は、メディアをデータセンターに戻します。ボールティング手順は、
会社のバックアップ戦略やデータ保護/信頼性ポリシーに依存しま
す。
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メディアプール 同じ種類のメディア(DDSなど)のセット。グループとして追跡されま
す。フォーマットしたメディアは、メディアプールに割り当てられま
す。

メディアラベル メディアに割り当てられるユーザー定義の識別子。

メディア割り当てポ
リシー

メディアをバックアップに使用する順序を決定します。[厳格]メディ
ア割り当てポリシーでは、特定のメディアに限定されます。[緩和]ポ
リシーでは、任意の適切なメディアを使用できます。[フォーマットさ
れていないメディアを先に割り当てる]ポリシーでは、ライブラリ内に
利用可能な非保護メディアがある場合でも、不明なメディアが優先
されます。

ユーザーアカウント
(Data Protector

Data Protectorおよびバックアップデータに対する無許可のアクセ
スを制限するために、Data Protectorユーザーとして許可を受けた

ユーザーアカウン
ト)

ユーザーにしかData Protectorを使用できないようになっています。
Data Protector管理者がこのアカウントを作成するときには、ユー
ザーログオン名、ユーザーのログオン元として有効なシステム、お
よびData Protectorユーザーグループのメンバーシップを指定しま
す。ユーザーがData Protectorのユーザーインタフェースを起動す
るか、または特定のタスクを実行するときには、このアカウントが必
ずチェックされます。

ユーザーアカウント
制御(UAC)

Windows Vista、Windows 7およびWindows Server 2008のセキュリ
ティコンポーネント。管理者が権限レベルを上げるまで、アプリケー
ションソフトウェアを標準のユーザー権限に限定します。

ユーザーグループ 各Data Protectorユーザーは、ユーザーグループのメンバーです。
各ユーザーグループにはユーザー権限のセットがあり、それらの権
限がユーザーグループ内のすべてのユーザーに付与されます。
ユーザー権限を関連付けるユーザーグループの数は、必要に応
じて定義できます。 Data Protectorには、デフォルトでadmin、
operator、userという3つのユーザーグループが用意されています。

ユーザーディスク割
り当て

NTFSの容量管理サポートを使用すると、共有ストレージボリューム
に対して、拡張された追跡メカニズムの使用およびディスク容量に
対する制御が行えるようになります。Data Protectorでは、システム
全体にわたるユーザーディスク割り当てが、すべてのユーザーに
対して一度にバックアップされます。

ユーザープロファイ
ル

(Windows固有の用語)ユーザー別に維持される構成情報。この
情報には、デスクトップ設定、画面表示色、ネットワーク接続などが
含まれます。ユーザーがログオンすると、そのユーザーのプロファ
イルがロードされ、Windows環境がそれに応じて設定されます。
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ユーザー権限 特定のData Protectorタスクの実行に必要なパーミッションをユー
ザー権限またはアクセス権限と呼びます。主なユーザー権限には、
バックアップの構成、バックアップセッションの開始、復元セッション
の開始などがあります。ユーザーには、そのユーザーの所属先ユー
ザーグループに関連付けられているアクセス権限が割り当てられ
ます。

ライター (Microsoft VSS固有の用語)オリジナルボリューム上のデータの
変更を開始するプロセス。主に、永続的なデータをボリューム上に
書き込むアプリケーションまたはシステムサービスがライターとなり
ます。ライターは、シャドウコピーの同期化プロセスにも参加し、デー
タの整合性を保証します。

ライブラリ オートチェンジャー、ジュークボックス、オートローダー、またはエク
スチェンジャとも呼ばれます。ライブラリには、複数のレポジトリスロッ
トがあり、それらにメディアが格納されます。各スロットがメディア
(DDS/DATなど)を1つずつ格納します。スロット/ドライブ間でのメ
ディアの移動は、ロボット機構によって制御され、メディアへのラン
ダムアクセスが可能です。ライブラリには、複数のドライブを格納で
きます。

リカバリカタログ (Oracle固有の用語)Recovery ManagerがOracleデータベースに
ついての情報を格納するために使用するOracleの表とビューのセッ
ト。この情報は、Recovery ManagerがOracleデータベースのバック
アップ、復元、および復旧を管理するために使用されます。リカバ
リカタログには、以下の情報が含まれます。

• Oracleターゲットデータベースの物理スキーマ

• データファイルおよびアーカイブログのバックアップセット

• データファイルのコピー

• アーカイブREDOログ

• ストアドスクリプト

リカバリカタログ
データベース

(Oracle固有の用語)リカバリカタログスキーマを格納するOracle
データベース。リカバリカタログはターゲットデータベースに保存し
ないでください。

リカバリカタログ
データベースへの
ログイン情報

(Oracle固有の用語)リカバリカタログデータベース(Oracle)への
ログイン情報の形式は<user_name>/<password>@<service>
で、ユーザー名、パスワード、サービス名の説明は、Oracleターゲッ
トデータベースへのOracle SQL*Net V2ログイン情報と同じです。
ただし、この場合のserviceはOracleターゲットデータベースでは
なく、リカバリカタログデータベースに対するサービス名となります。
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ここで指定するOracleユーザーは、Oracleのリカバリカタログのオー
ナーでなければならないことに注意してください。

リカバリファイル (Oracle固有の用語)リカバリファイルはフラッシュリカバリ領域に
存在するOracle固有のファイルで、現在の制御ファイル、オンライ
ンREDOログ、アーカイブREDOログ、フラッシュバックログ、制御ファ
イル自動バックアップ、データファイルコピー、およびバックアップ
ピースがこれにあたります。
「 フラッシュリカバリ領域」を参照。

リサイクルまたは保
護解除

メディア上のすべてのバックアップデータのデータ保護を解除して、
以降のバックアップで上書きできるようにするプロセス。同じセッショ
ンに所属しているデータのうち、他のメディアに置かれているデー
タも保護解除されます。リサイクルを行っても、メディア上のデータ
自体は変更されません。

リムーバブル記憶
域の管理データ
ベース

(Windows固有の用語)Windowsサービスの1つ。リムーバブルメ
ディア(テープやディスクなど)と記憶デバイス(ライブラリ)の管理に
使用されます。リムーバブル記憶域により、複数のアプリケーション
が同じメディアリソースを共有できます。

ローカル復旧とリ
モート復旧

リモート復旧は、SRDファイルで指定されているMedia Agentホスト
がすべてアクセス可能な場合にのみ実行されます。いずれかのホ
ストがアクセス不能になっていると、ディザスタリカバリプロセスが
ローカルモードにフェイルオーバーされます。これは、ターゲットシ
ステムにローカルに接続しているデバイスが検索されることを意味
します。デバイスが1台しか見つからない場合は、そのデバイスが
自動的に使用されます。複数のデバイスが見つかった場合は、デ
バイスが選択できるプロンプトが表示され、ユーザーが選択したデ
バイスが復元に使用されます。

ローカル連続レプリ
ケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)はストレージグループの完全コピー(LCRコピー)を
作成および維持するシングルサーバー ソリューション。LCRコピー
は元のストレージグループと同じサーバーに配置されます。LCRコ
ピーが作成されると、変更伝播(ログリプレイ)テクノロジで最新に保
たれます。LCRの複製機能では未複製のログが削除されません。
この動作の影響により、ログを削除するモードでバックアップを実行
しても、コピー中のログと複製に十分な余裕がある場合、実際には
ディスクの空き容量が解放されない場合があります。
LCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、LCRコピーはディ
ザスタリカバリに使用されます。元のデータとは異なるディスクに存
在するLCRコピーをバックアップに使用すると、プロダクションデー
タベースの入出力の負荷が最小になります。
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複製されたストレージグループは、Exchangeライターの新しいイン
スタンス(Exchange Replication Service)として表示され、通常のスト
レージグループのようにVSSを使用してバックアップできます。
「 クラスター連続レプリケーションおよび Exchange Replication
Service」を参照。

ロギングレベル ロギングレベルは、バックアップ、オブジェクトのコピー、またはオブ
ジェクトの集約時にファイルとディレクトリに関する情報をどの程度
まで詳細にIDBに記録するかを示します。バックアップ時のロギン
グレベルに関係なく、データの復元は常に可能です。DataProtector
には、[すべてログに記録]、[ディレクトリレベルまでログに記録]、
[ファイルレベルまでログに記録]、および[ログなし]の4つのロギン
グレベルがあります。ロギングレベル設定によって、IDBのサイズ増
加、バックアップ速度、および復元データのブラウザのしやすさが
影響を受けます。

ログインID (Microsoft SQL Server固有の用語)Microsoft SQL Serverにロ
グインするためにユーザーが使用する名前。Microsoft SQL Server
のsysloginシステムテーブル内のエントリに対応するログインIDが有
効なログインIDとなります。

ロック名 別のデバイス名を使うことで同じ物理デバイスを違う特性で何度も
構成することができます。そのようなデバイス(デバイス名)が複数同
時に使用された場合に重複を防ぐ目的で、デバイス構成をロックす
るためにロック名が使用されます。ロック名はユーザーが指定する
文字列です。同一の物理デバイスを使用するデバイス定義には、
すべて同じロック名を使用します。

論理ログファイル 論理ログファイルは、オンラインデータベースバックアップの場合に
使用されます。変更されたデータがディスクにフラッシュされる前に
書き込まれるファイルです。障害発生時には、これらの論理ログファ
イルを使用することで、コミット済みのトランザクションをすべてロー
ルフォワードするとともに、コミットされていないトランザクションをロー
ルバックすることができます。

論理演算子 オンラインヘルプシステムの全文検索には、AND、OR、NOT、NEAR
の各ブール演算子を使用できます。複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定することで、検索対象をより正確に絞り
込むことができます。複数単語の検索に演算子を指定しなければ、
ANDを指定したものとみなされます。たとえば、「manual disaster
recovery」という検索条件は、「manual AND disaster AND recovery」
と同じ結果になります。
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ワイルドカード文字 1文字または複数文字を表すために使用できるキーボード文字。
たとえば、通常、アスタリスク(*)は1文字以上の文字を表し、疑問符
(?)は1文字を示します。ワイルドカード文字は、名前により複数の
ファイルを指定するための手段としてオペレーティングシステムで
頻繁に使用されます。
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